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第１章  はじめに  

 

１  ． 問 題 の 背 景  

１ ） 幼 児 の 体 力 と 身 体 活 動 に つ い て  

 子 ど も の体 力・運 動能 力 は 19 80 年代 をピ ー ク に低 下 し 始 め 、近年 下 げ

止ま り 傾 向に あ る も のの（ 図１ )、依 然 と して 向 上 する こ と が 望ま し い状

況に あ る と言 わ れ て いる（ 文部 科 学省 ，2 015）。子ど も の体 力 の低 下 に は

様々 な 要 因が 絡 み 合 って い る と考 え ら れ 、文 部 科学 省 の 中央 審議 会（ 20 02）

の答 申 で は、 ① 知 識 を過 度 に 重視 す る 大 人の 意 識 によ っ て 子 ども の 外遊

びや ス ポ ーツ が 軽 視 され た こ と、 ② 自 動 車な ど の 交通 手 段 の 発達 に より

歩く 機 会 が減 少 し た こと 、 ③ 身の 周 り の 機器 の 発 達に よ り 子 ども の 家事

手伝 い の 機会 が 減 少 した こ と 、④ 情 報 機 器へ の の めり 込 み が 体を 動 かす

機会 の 減 少を 招 い た こと 、 ⑤ 都市 化 や 少 子化 で 遊 ぶ場 所 や 仲 間が 減 少し

たこ と 、 など を 指 摘 して い る 。  
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子ど も の 体格 に 目 を 向け る と 、戦 後 の 経 済復 興 、 高度 経 済 成 長の 時代

を経 て 、子 ど もの 身 長も 体 重 も増 加 す る 。そ の 後、身長 は 19 90 年 代 に入

り 増 加 傾 向が 停 滞 す る。 一 方 、 体 重 お よ び肥 満 児 童の 割 合 も 同じ く 増加

した が 、そ のピ ー ク は 身 長 よ り遅 く 、 2 0 05 年 ご ろに 現 れ 、そ の後 、減 少

傾 向 を 示 して い る（ 山内 ，2 017）。非肥 満 型と 肥 満 型の 小 学 生 を比 較 し た

研究 に お いて 、 持 久 力を 必 要 と す る シ ャ トル ラ ン 種目 で 有 意 に肥 満 児が

劣る （ 小 野ら ， 200 8）と い う 報告 も あ る もの の 、 子ど も の 体 力 低 下 の開

始 時 期 と 肥満 児 童 の 割合 が ピ ーク と な っ た 時 期 は 同じ で は な い。 ま た、

体格 を や せ型 と 普 通 型 に 分 け 比較 し た 研 究で は 、幼 児 対 象（ 久 保ら ，2 015）、

小学 生 対 象（ 井 川 ら ， 19 85） とも に 、 有 意な 差 は 認め ら れ な かっ た 。こ

れら の こ とか ら 、 体 格が 肥 満 型の 場 合 に 体力 に 影 響す る 可 能 性 は 考 えら

れ る が 、 文部 科 学 省 が指 摘 す る 前 述 し た それ 以 外 の様 々 な 要 因 が 関 連す

るこ と で 、 全 体 的 な 体力 低 下 が出 現 し た と推 察 さ れる 。  

幼児 の 体 力に つ い て 、 25 m 走 、 立 ち 幅 跳 び、 ソ フ トボ ー ル 投 げ、 握力

の測 定 結 果を 、 198 5 年 の 幼児 と 2 008 年の 幼 児 で比 較 し た とこ ろ 、 年少

から 年 長 まで す べ て の学 年 に おい て 20 0 8 年 の 幼 児の 方 が 低 い値 を 示し

てい た（ 出 村 ，20 12）。ま た 、動 作 発 達 得点 を 1 985 年と 20 07 年 で 比べ た

研究 で は、現 在の 5 歳児 の 動 作習 得 状 況 が 19 85 年 の 3 歳児 と同 じ ぐ らい

の水 準 に 留ま っ て い るこ と を 指摘 し て い る（ 中 村 ら，2011）。さら に 、小

学生 に 目 を向 け る と 、 2 015 年度 の「 全 国 体力・運 動 能力 ，運 動習 慣 等調

査」 に お ける 小 学 5 年生 の 男 子で は 、 握 力、 立 ち 幅跳 び 、 ソ フト ボ ール

投げ 、女子 で は、握 力、ソ フト ボ ール 投 げが 2008 年 度 の調 査開 始 以 来最

も低 い 数 値で あ っ た 。こ の よ うに 、 調 査 開始 以 来 最低 値 を 示 した 種 目も

ある こ と を考 慮 す る と、 小 学 校入 学 前 の 幼児 期 か ら 、 体 力 向 上に 向 けて

の 取 り 組 みを 実 施 す る こ と が 重要 で あ る と考 え ら れる 。  
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幼児 の 体 力向 上 に は 、 身 体 活 動量 が 影 響 して い る とい う 先 行 研究 （田

中 ら ， 20 14； 中 野 ら ， 2 010  ； Fi s he r  e t  a l .， 2 00 5） か ら も 、 日 常 的 に体

を動 か す こと を 推 進 して い く こと が 大 切 とな る 。 その よ う な 現状 に おい

て 、文部 科 学省 は 幼 児期 運 動 指針 ( 201 2 b )を策 定 し、「 毎 日 、合計 60 分 以

上、 楽 し く体 を 動 か す」 こ と を目 標 の １ つと し て 掲げ て い る 。運 動 指針

の中 で は、「体 を 動 かす 」は、遊び だ け では な く 生活 の 中 の お手 伝 い や散

歩な ど も 含ま れ る と いう こ と で、 生 活 全 般で ど の 程度 幼 児 が 体を 動 かし

てい る の かに 注 目 す る必 要 が ある 。 つ ま り 、 運 動 遊び の 時 間 とし て 特別

な時 間 を 確保 す る こ とだ け に 捉わ れ る の では な く 、歩 い た り 階段 の 上り

下り を し たり 、 荷 物 を運 ん だ り 、 と い っ た 日 常 生 活に お け る 活動 も 大切

と い う こ とに な る 。60 分 以 上の 活 動 の 強度 と し ては 、中 強 度以 上 の 活動

とい う こ とが 言 わ れ てお り（ 文部 科 学 省 ， 20 12 c）、運 動（遊 び）・スポ ー

ツだ け で はな く 、 生 活活 動 も 合わ せ て 中 強度 以 上 の強 度 の 身 体活 動 に取

り組 む こ とが 大 切 で ある 。 運 動指 針 に は 「運 動 習 慣の 基 盤 づ くり を 通し

て、 幼 児 期に 必 要 な 多様 な 動 きの 獲 得 や 体力 ・ 運 動能 力 の 基 礎を 培 うと

とも に 、様 々 な 活動 への 意 欲 や社 会 性、創造 性 な どを 育 む こ とを 目 指 す」

と記 さ れ てお り 、 幼 児期 に 体 を動 か す こ とは 、 生 涯に わ た る 心身 の 健康

を実 現 さ せる こ と に もつ な が る可 能 性 が 高い こ と がわ か る 。  

文部 科 学 省の 中 央 審 議会 の 「 子ど も の 体 力向 上 の ため の 総 合 的な 方策

につ い て 」の 答 申 （ 2002） に おい て 、 子 ども の ス ポー ツ や 外 遊び に 不可

欠な も の とし て、時 間、空 間、仲間 が 挙 げら れ 、こ れ らは 、三つ の「間 」

とし て 「 三間 」 と 言 われ て い る。 現 代 の 子ど も 達 は 、 習 い 事 など で 遊ぶ

「時 間 」が 無く 、環 境的 に も 自由 に 遊 べ る空 き 地 など の「 空 間 」が減 り 、

友達 も 皆 忙し く 遊 ぶ 「仲 間 」 がい な い 、 とい っ た 問題 が 生 じ てい る 。こ

れ ら 主 な 要因 を 「 三 間」 と 総 称し 、 さ ま ざま な 場 面で 、 子 ど もの 身 体を
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巡る 環 境 問題 と し て 議論 さ れ てい る。し かし な が ら、「 三 間」に関 す る 現

状 を 、 大 きく 変 え る こと は 難 しい 。 そ の よう な 中 、 上 地 （ 2 0 03） は 、こ

れら の ３ つ の 「 間 」 に加 え て 、第 4 の 間 とし て 、 大人 が 子 ど もを 外 で遊

ば せ るた め の 「 手 間 」 が 大切 で あ る と 述 べ て いる 。 ま た 、 小 林 （ 20 11）

は 、「 子 ど もの 行 動 は、物 理的 な 環境 要 因の 他 に、周 りの 大 人の 行 動 によ

って 規 定 され る 場 合 が多 く 、 その 影 響 は 発達 段 階 が小 さ け れ ば小 さ いほ

ど大 き い 」と 述 べ て おり 、 幼 児の 近 く に いる 大 人 の意 識 や 行 動の 範 囲で

幼児 の 身 体活 動 の 状 況を 変 容 させ る と い う こ と が 必要 と な る 。 文 部 科学

省の 調 査（ 2 011 a）に よれ ば 、小 学校 5 年 生に お い て 、親 が ス ポー ツ を よ

く話 題 に する 、 あ る いは ス ポ ーツ を よ く 観戦 す る 家庭 の 子 ど もの 方 がそ

うで な い 子ど も に 比 べて 総 運 動時 間 が 長 く、 体 力 も全 国 平 均 を上 回 ると

報告 さ れ てい る 。 ま た、 20 16 年 の 文 部 科学 省 の 調査 に お い て 、 1 週 間の

総運 動 時 間の 長 い 小 学 5 年 生 は、「 家 の 人 から の 運 動の す す め があ る 」「家

の人 と 一 緒に 運 動 を 行う 」「家 の 人 と一 緒に ス ポ ーツ を 見 る 」「 家 の人 と

一緒 に 運 動・ ス ポ ー ツの 話 を する 」 割 合 が高 い こ とを 報 告 し てい る 。  

こ れ ら の こ と か ら 、 幼 児 に お い て も 、 保 護 者 が 運 動 を す す め る こ と 、

一緒 に 運 動す る こ と 、ス ポ ー ツの 話 題 を する こ と 、一 緒 に ス ポー ツ を観

戦す る こ と、 外 遊 び の機 会 を 確保 す る こ と、 と い った 手 間 が 身体 活 動の

促進 や 体 力向 上 に 関 連す る 可 能性 が 考 え られ る 。 しか し な が ら、「 手間」

とは 、広 辞苑 第 7 版（新 村 出 ，20 18）に よれ ば 、「 あ るこ と のた め に 費や

す時 間 、 また 、 労 力 」を 意 味 する こ と か らも 、 保 護者 に と っ ては 、 時間

や労 力 が 必要 で あ り 、現 実 的 には 、 幼 児 の体 力 向 上や 健 康 保 持・ 増 進の

ため に 、「 手 間 」を かけ る こ とは 容 易 で はな い の が現 実 と も 考え ら れ る。 

 な お 、文部 科 学 省（ 20 11b）の「体 力 向 上の 基 礎 を培 う た め の幼 児 期に

おけ る 実 践活 動 の あ り方 に 関 する 調 査 研 究報 告 書 」に よ れ ば ，体 力 には
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防衛 体 力 （体 の 抵 抗 力） と 行 動体 力 が あ り、 行 動 体力 に は 「 行動 を 起こ

す能 力 」「 行 動 を持 続す る 能 力」「 行動 を調 整 す る能 力 」 が 含ま れ る とあ

る 。 体 力 の測 定 は 、 運動 能 力 調査 と し て 測定 さ れ るこ と が 多 く 、 調 査内

容自 体 と なる と 、「 運動 能 力 」と い う 用 語が 用 い られ る こ と が 多 く な る。

先行 研 究 にお い て も 、「 運動 能 力」、「 体 力・運 動能 力 」、「 体 力」と 、研 究

によ っ て 使わ れ る 用 語が 様 々 であ る 。 よ って 、 本 論文 で は 、 先行 研 究に

おい て 用 いら れ て い る用 語 は その 表 現 を 尊重 し 、 それ 以 外 で は体 力 と運

動能 力 の 両方 の 意 味 を含 め て 「体 力 」 と いう 用 語 で統 一 し 、 記す こ とと

する 。  

 

２ ） 幼 児 の 体 力 ・ 身 体 活 動 へ の 母 親 の 影 響 に つ い て  

田中 （ 201 0） の 研 究 によ る と 、母 親 の 休 日の 活 動 時間 と 幼 児 の休 日の

活動 時 間 に正 の 相 関 があ る こ とを 示 し て いる 。 ま た、 塩 野 谷 ・水 村 （久

埜）（ 2 016）の 研 究 では 、平 日 と休 日 の 歩数 、休 日 の低 強 度 活動 時 間 にお

いて 幼 児 と母 親 の 間 に有 意 な 相関 が 見 ら れ、 母 親 の総 合 健 康 度の 低 群と

中高 群 で 比べ る と 、 母親 と 幼 児の 中 強 度 以上 の 活 動時 間 が 中 高群 に おい

て有 意 に 長か っ た こ とを 報 告 して い る 。 これ ら の こと か ら 、 母親 の 日常

生活 の 中 での 身 体 活 動 の 状 況 が、 幼 児 の 身体 活 動 に影 響 し て いる 可 能性

が 示 唆 さ れる 。  

さら に 、子 ど もの 身 体活 動 へ の親 の 影 響 に関 す る 研究（ P au l  a nd  S te wa r t，

2010； C h a r lo t t e  a nd  Tr i s h， 201 0） で は 、 親は 直 接 的な 関 わ り だけ で はな

く 、 身 体活 動 の モ デル と し て 、また 送 迎や 励 ま しと い う 行 為に よ っ ても

子ど も の 身体 活 動 を 高め る こ とに 影 響 を 及ぼ し て いる と 述 べ てい る 。ま

た、田 中（ 2 01 6）は、一日 60 分 以 上 の身 体活 動 が 確保 さ れ て いる 幼 児（ 4、

5 歳 児 ） でも 、 全 国 平均 よ り 運動 能 力 が 低い 結 果 を報 告 し 、 体力 向 上が
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身体 活 動 の時 間 だ け の問 題 で はな く 、 一 人ひ と り の発 達 段 階 を見 極 め、

同じ 運 動 遊び で あ っ ても 保 育 者の 支 援 の 仕方 を 変 えて い く 必 要が あ るこ

とを 指 摘 して い る 。 その 観 点 から す る と 、保 育 現 場以 外 で 行 われ る 運動

遊び に お いて も 、 周 りの 大 人 がそ の 子 ど もの 発 達 段階 に 合 っ た内 容 で 、

子ど も が 自ら 楽 し め るよ う に 手間 を か け 、支 援 し てい く こ と が必 要 であ

る 。  

幼児 の 身 体活 動 推 進 に影 響 す る親 の 態 度 に関 す る 研究（ 塩 野 谷 ，2 016）

では 、「家 族 で の戸 外活 動 」「 運 動 経験 の工 夫 」「 お 手 伝い 」の 3 因 子 が親

の態 度 と して 抽 出 さ れて い る 。つ ま り 、 家族 で の 戸外 の 活 動 や子 ど もが

運動 す る 機会 を も て るよ う に 工夫 す る こ と、 お 手 伝い を 積 極 的に 子 ども

にさ せ る こと 、 と い った 親 の 手間 に よ っ て、 幼 児 の身 体 活 動 が推 進 され

ると い う こと で あ る 。こ の う ち、 親 も 主 体的 に 関 わる 内 容 は 「家 族 での

戸外 活 動 」で あ る が 、こ れ に は「 晴 れ て いる 日 に はな る べ く 一緒 に 外に

出て 子 ど もが 体 を 動 かせ る よ うに し て い る」「 家 族（ 親 子）で 公園 に よく

出か け る」「 家 族（ 親子 ） で 散歩 や ハ イ キン グ に よく 出 か け る」「 子ど も

が歩 け る 距離 の 場 合 はで き る だけ 車 な ど を使 用 し ない よ う 心 掛け て い る」

とい っ た 内容 が 含 ま れて い る 。こ の 「 家 族で の 戸 外活 動 」 に は、 親 の自

己効 力 感 、親 の 身 体 活動 好 嫌 度、 子 ど も の食 事 に 関す る 生 活 習慣 に 親が

配慮 し て いる こ と 、 が 関 連 し てい る と 述 べら れ て おり 、 親 が 持っ て いる

心理 的 概 念や 嗜 好、また 生 活 習慣 へ の 配 慮が 関 係 して い る こ とが わ か る。

よっ て 、 これ ら 諸 要 因が 関 連 して い る こ とを 考 え ると 、 親 子 一緒 の 身体

活動 を 推 進す る こ と は容 易 で はな い が 、 体を 動 か すこ と は 母 親の 健 康に

も良 い 影 響が あ り 、 母親 の 手 間要 因 の 中 でも 注 目 すべ き 要 因 であ る 。  

 親 が 幼 児の 身 体 活 動の 機 会 を確 保 す る ため に 支 援す る 、 活 動的 な モデ

ルと な る 、あ る い は 母子 一 緒 に身 体 活 動 をす る 、 とい っ た 行 為を 実 現す
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るた め に は、 母 親 の 心身 の 健 康保 持 が 重 要で あ る 。 そ こ で 、 幼児 の 体力

に母 親 の 主観 的 健 康 が影 響 し てい る 可 能 性を 指 摘 した も の と して は 、幼

児の 体 力 と母 親 の 育 児不 満 感 に注 目 し た 福冨 ・ 春 日（ 20 13） の研 究 があ

る。 そ れ によ る と 、 幼児 の 総 合体 力 得 点 が高 い 群 の方 が 母 親 の育 児 不満

感が 低 い とい う こ と であ っ た 。さら に 、塩野 谷・水 村（ 久埜 ）（ 2 01 8）は 、

各種 体 力 結果 と 母 親 のス ト レ スや 不 定 愁 訴と の 関 係に つ い て 検討 し てい

る。 そ れ によ れ ば 、 体支 持 持 続時 間 と ス トレ ス 、 捕球 と 不 定 愁訴 、 長座

体前 屈 と 不定 愁 訴 、 立ち 幅 跳 びと ス ト レ ス、 不 定 愁訴 、 連 続 跳び 越 しと

スト レ ス にお い て 、 女児 の 体 力の 成 績 が 良 い と 母 親の ス ト レ ス、 不 定愁

訴が 低 い とい う 結 果 を示 し 、 女児 の 体 力 に母 親 の 健康 度 が 影 響 し て いる

可能 性 を 示唆 し て い る。 こ れ らの こ と か ら 、 母 親 の主 観 的 健 康度 と 幼児

の体 力 に は何 ら か の 関連 性 が ある も の と 推察 で き る 。  

 

３ ） 母 親 の 身 体 活 動 に つ い て  

厚生 労 働 省の「 健 康 づく り の ため の 身 体 活動 基 準 20 13」（ 厚 生労 働 省 ，

2013ｂ ）に よる と、「 身体 活 動 」は「生 活 活動 」と「 運 動」に 分け ら れ る。

「生 活 活 動」 と は 「 日常 生 活 にお け る 労 働、 家 事 、通 勤 ・ 通 学な ど 」を

指す 、 と され 、 幼 児 と同 じ く 生活 全 般 の 中で 体 を 動か す こ と が身 体 活動

に含 ま れ る。 す な わ ち、 本 節 1 項で 述 べ た こ と と 同じ く 、 特 別な 時 間を

設け て 運 動す る だ け では な く 、歩 く こ と や家 事 を 行う こ と な ども 身 体活

動の 大 切 な要 素 と な る。  

成人 （ 18 歳 ～ 6 4 歳 ）に 関 し ては 、 3  M E Ts 以 上 （中 強 度 以 上） の 身 体

活動 を 毎日 60 分以 上、 か つ 、 3  ME Ts 以上 （ 中 強度 以 上 ） の運 動 を 毎週

60 分 以 上す る こと が身 体 活 動の 基 準 と して 示 さ れて い る 。 ME Ts と は 、  

身 体 活 動 に お け る エ ネ ル ギ ー 消 費 量 を 安 静 時 代 謝 量 （ 酸 素 摂 取 量 で 約  
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3 .5  ml / kg /分 に相 当 ）で除 し た もの 、す な わち 、そ の身 体 活 動 が安 静 時の

何倍 の 強 度に 相 当 す るか を 表 すも の で あ る 。 3ME Ts の 身 体 活 動は 、成人

で は 普 通 歩 行 に 相 当 す る 。 ま た 、 ３ ME Ts 以 上 の 運 動 と は 、 一 般 に 息 が

弾み 汗 を かく 程 度 の 運動 と な る。  

国民 健 康・栄 養 調 査（厚 生 労 働省 ， 2 017 a）に よる と 、女 性 の定 期 的 な

運動 （ 1 回 、 30 分 以 上の 運 動 を週 2 回 以 上実 施 し 、１ 年 以 上 継続 ） の実

施率 は ，20 代で 9 .9％、30 代 で 9 .8％、4 0 代で 13 . 4％で あ っ た。こ れは 、

「健 康 日本 21（ 第 二 次）」（ 20 13a）の 目標 値で あ る 33％ に は 程遠 く ､幼 児

の母 親 が 属す る 世 代 の女 性 に おい て は 定 期的 な 運 動実 施 が 難 しい 状 況が

推察 で き る。 ま た 、 中山 ら （ 2 015） が 同 年代 の 育 児期 女 性 （ 0 歳 ～ 小学

校就 学 前 まで の 子 を 持つ 母 親）と 非 育児 期女 性 を 対象 に 調 査 した と こ ろ、

週に １ ～ 2 回 の 頻 度 で運 動 ・ スポ ー ツ を 実施 す る と答 え た 割 合が 、 育児

期女 性 に おい て 有 意 に低 か っ たと い う 結 果を 示 し てお り 、 未 就学 児 のい

る母 親 の 運動 ・ ス ポ ーツ 実 施 が困 難 で あ るこ と が わか る 。 さ らに 、 今の

育児 期 女 性の 親 世 代 と思 わ れ る約 3 0 年 前の 1990 年 の 女性 の運 動 実 施率

は 、 20 代で 14 .1％ 、 30 代 で 14 .8％ . 40 代 で 15 . 4％の 実 施 率で あり（ 国 立

健康・栄 養 研究 所 ，1993）、そ の 頃 の女 性と 比 べ 、今の 育 児 期の 女 性 の 運

動実 施 率 が 低 い こ と がわ か る 。 そ こ で 、 これ ら を 考慮 す る と 、 日 常 生活

にお い て 、母 子 一 緒 に行 う 活 動 を 推 進 す るこ と は 、幼 児 の み なら ず 、母

親の 健 康 保持 ・ 増 進 に寄 与 す る可 能 性 が ある 。  

 

４ ） 母 親 の 健 康 に つ い て  

 江 川（ 2 013）は、家族 機 能 が高 く（ 例 えば 、「何 か 困っ た とき に 家 族が

助け て く れる 」「あ なた の 感 情に 家 族 が こた え て くれ る 」 な ど）、 家族 全

体と し て 健康 的 な 状 態で あ れ ば、 家 族 成 員が そ の 影響 を 受 け て健 康 的な
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状態 に あ る可 能 性 が 高く 、 家 族成 員 が 健 康的 な 状 態に あ れ ば 家族 全 体と

して 運 動 を含 む 健 康 的な 行 動 をと る 傾 向 が高 い と 述べ て い る 。よ っ て、

子ど も の 体力 低 下 が 問題 視 さ れる 中 、 子 ども 自 身 に関 わ る 要 因を 改 善す

るこ と だ けに 注 目 が 集ま る が 、幼 児 に と って 一 番 身近 な 母 親 の健 康 を実

現さ せ 、 家族 全 体 で 健康 を 築 き上 げ る こ とも 重 要 であ る と 考 える 。  

母親 が 健 康 で あ る 、 とい う こ とは 身 体 的 に健 康 な だけ で は な く、 世界

保健 機 関（ WH O）の WH O 憲章 の前 文 に 掲載 さ れ てい る「 H e a l t h  i s  a  s t a t e  

o f  co mp le t e  p h ys i ca l ,  men ta l  an d  s oc ia l  we l l -b e ing  an d  no t  me re l y  the  

abs en ce  o f  d i s ea se  o r  in f i r mi t y.（ 健 康と は 、病 気 で ない と か 、 弱っ て い な

いと い う こと で は な く、 肉 体 的に も 、 精 神的 に も 、そ し て 社 会的 に も、

すべ て が 満た さ れ た 状態 に あ るこ と を い いま す 。（ 日 本 WH O 協 会訳 ））」

とい う 定 義が 示 す 包 括的 な 健 康の 実 現 が 望ま し い 。  

包括 的 な 健康 の 概 念 とし て は Q O L（ Q ua l i t y  o f Li f e）が あ る 。Q O L は

「生 活 の 質」「 人生 の質 」 と 訳さ れ 、「 単一 の 普 遍的 に 受 け 入れ ら れ た定

義は な く（土 井 ，2 0 04）」、「日 本 では 生 活の 中 の 満足 感 、充 実感 、あ るい

は幸 福 感 を表 す 言 葉 とし て 利 用さ れ る こ とが 多 い（ 出 村 ら，2 011）」と さ

れて い る 。 Q O L に は 健康 と 直 接関 連 の あ る Q O L（ hea l t h - r e l a t edQ O L）と

健康 と 直 接関 連 の な い Q O L（ no n -he a l th r e l a t e dQ O L）があ り 、母親 の 主観

的な 健 康 度を 測 定 す ると い う 観点 で は 、健康 と 直 接関 連 の あ る Q O L（ 以

下 、 健 康 関連 Q O L） が取 り 上 げら れ る 。  

なお 、主観 的 健 康を 肯定 的 に 捉え る 観 点 は、健 康関 連 Q O L と いう 包 括

的な 概 念 以外 に 、w e l l -be i ng（ 安 寧 、良好 な状 態 ）、幸福 感 、な ども あ る 。

子育 て 期 の母 親 を 対 象に we l l -b e ing を 扱 った 研 究 （澤 田 、 2 0 17） で は、

就労 形 態 にか か わ ら ず、 仕 事 の満 足 度 が 高い ほ ど 、ま た 、 夫 の情 緒 的あ

るい は 道 具的 サ ポ ー トを 受 け てい る と 認 識し て い るほ ど 、 人 生に お ける
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目的 や 方 向性 に 迷 い がな く 、 困難 や 複 雑 な状 況 に 対 し て 適 応 でき て いる

とい う 結 果を 示 し て いる 。 一 方、 人 格 的 成長 に 関 して は 、 フ ルタ イ ム就

労者 は 職 務満 足 度 が 影響 す る が、 パ ー ト タイ ム 就 労者 に は 影 響せ ず 、子

ども の 人 数が 多 い こ とが 影 響 する な ど 、 就労 形 態 によ り 違 い があ っ たと

して い る 。ま た 、 子 育て 期 を より 幸 福 に 過ご す こ とへ の 母 親 の工 夫 を調

査し た 清 水ら（ 200 7）の研 究 に よる と、「 無理 を し ない 範 囲 で 生活 の 工 夫」

「他 者 か らの 育 児 体 験の レ ス ポン ス と 安 心」「時 間 の コン ト ロ ール か ら得

る心 の ゆ とり 」「大 変な こ と を乗 り 越 え た自 己 評 価」「 スト レス が 報 われ

る実 感 」「 同 居 者へ の依 存 と 感謝 」「 子 ども と の 時間 、 空 間 、気 持 ち の一

体感 」 が 工夫 と し て 挙げ ら れ てい る 。  

夫 の 道 具 的 サ ポ ー ト （ 家 事 や 育 児 の 分 担 ）・ 情 緒 的 サ ポ ー ト 、 他 者 か

らの 育 児 体験 の レ ス ポン ス と 安心 、 同 居 者へ の 依 存と 感 謝 、 とい っ た周

りの サ ポ ート 、 す な わち ソ ー シャ ル サ ポ ート は 、 スト レ ス を 緩和 さ せる

要因 と し て従 来 か ら 取り 上 げ られ て い る 内容 で あ る（ 浦 ， 1 9 92） が 、主

観的 健 康 を肯 定 的 観 点か ら 捉 えた 場 合 で も大 切 な 要因 で あ る こと が わか

る 。  

都市 化 が 進行 し 、 核 家族 の 多 い現 代 社 会 にお い て 、育 児 ノ イ ロー ゼや

乳幼 児 の 虐待 な ど が 社会 現 象 とし て 取 り 上げ ら れ るよ う に な り（ 坂 井，

1994；佐 藤 ，1 987）、母親 の 主 観的 健 康 を 上述 の ス トレ ス の ほ か 、不 定愁

訴な ど と いっ た 否 定 的側 面 か ら取 り 上 げ るこ と も 多い 。 例 え ば、 不 定愁

訴を 自 覚 する 母 親 は 育児 へ の 否定 的 感 情 が高 く 、 肯定 的 感 情 が低 い 、と

いう よ う に、 不 定 愁 訴の 症 状 が高 ま る こ とは 子 育 て期 の 母 親 にと っ てマ

イナ ス 感 情を 高 め る こと に も つな が る と いう 報 告 もあ る （ 山 西・ 渡 辺，

2017）。ま た 、川 井 ら（ 19 93）は 、母親 の心 身 状 態が 子 ど も の心 身 状 態に

影響 す る こと を 指 摘 して お り 、子 ど も の 健康 維 持 にと っ て 母 親が 健 康で
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ある こ と の意 義 は 大 きい も の と考 え ら れ る。  

一方 、 母 親の 身 体 活 動と 主 観 的健 康 と の 関係 に つ いて は 、 週 １・ ２回

程度 の 運 動を「 行 っ てい な い 」母 親 は、「定 期 的 に」も し く は「 気 が 向い

た時 に 」 行っ て い る 母親 と 比 べ、 自 覚 し た不 定 愁 訴の 数 が 多 く、 各 症状

を強 く 感 じる 傾 向 が ある と い う報 告 （ 山 西， 20 16）や 、 母 子 で体 を 動か

すこ と に 様々 な ス ト レス 軽 減 要因 が 含 ま れて い る とい う 研 究 （浅 田 ・衞

藤 ， 19 99）も あ る 。 よっ て 、 母親 の 身 体 活動 の １ つと し て 母 子一 緒 の活

動に 注 目 し、 母 親 の 主観 的 健 康と の 関 連 を明 ら か にす る こ と は 、 母 親の

健康 保 持 ・増 進 に 寄 与す る 情 報を 提 供 す るも の と 考え る 。  

 

２ ． 研 究 の 目 的 と 本 論 文 の 構 成  

幼児 の 体 力低 下 に 、 様々 な 要 因が 多 様 に 関連 し い ると 指 摘 さ れて お り、

そ の １ つ とし て 、 身 体活 動 と 体力 の 関 連 が強 く 示 唆さ れ て い る。 前 節を

踏ま え る と、 幼 児 の 身体 活 動 促進 の 一 要 因と し て 、母 親 と 一 緒 の 身 体活

動 を 挙 げ るこ と が で きる 。 ま た、 母 子 一 緒の 身 体 活動 は 、 母 親の 身 体活

動 促 進 も 実現 で き る 可能 性 が あり 、 幼 児 の 健 康 保 持・ 増 進 お よび 体 力向

上 と い う 観点 だ け で はな く 、 母親 の 健 康 保持 ・ 増 進の 観 点 か らも 注 目す

べき 要 因 と考 え ら れ る。 さ ら に、 母 親 の 身体 活 動 は、 主 観 的 健康 と の関

連 が 示 唆 され 、 母 親 の身 体 活 動に 、 母 子 一緒 の 身 体活 動 が 加 わ る と 、母

親 の 主 観 的健 康 を 改 善す る 可 能性 も 考 え られ る 。  

 よ っ て、本 研 究で は、運 動（ 遊 び）・スポ ー ツ、徒 歩・散 歩と い っ た身

体活 動 を 、 母 子 一 緒 に実 施 す るこ と に 注 目し 、 こ うし た 母 子 一緒 の 活動

と 幼 児 の 体力 ・ 身 体 活動 、 お よび 母 親 の 身体 活 動 ・健 康 度 と の 関 連 を明

らか に す るこ と を 目 的 と す る 。  

具体 的 に は、 第 2 章の 研 究 １に お い て 、① 母 子 一緒 の 運 動 （遊 び ）・
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スポ ー ツ 実施 と 幼 児 の体 力 と の関 連 を、②母 子 一 緒の 運 動（ 遊び ）・ス ポ

ーツ 実 施 と 母 親 の 主 観的 健 康 との 関 連 を 明ら か に する 。 そ し て、 第 3 章

の研 究 2 に おい て 、 ① 母 子 一 緒の 身 体 活 動時 間 と 幼児 お よ び その 母 親の

歩数 お よ び中 強 度 以 上の 活 動 時間 と の 関 連を 明 ら かに す る 、 ② 母 子 一緒

の身 体 活 動時 間 を 含 めて 母 親 の主 観 的 健 康に 関 連 する 要 因 を 重回 帰 分析

によ り 明 らか に す る 。な お 、 幼児 の 遊 び の好 み や （松 本 ・ 青 木， 19 93）、

体力 水 準（ 三村 ら ，2 008）、中 強 度以 上 の 身体 活 動（ M od er a te - t o -v i g o ro us  

ph ys i c a l  a c t i v i t y、以 下 MV PA）（田 中 ら ， 2011；塩見 ら， 20 08）に は 、幼

児 の 性 差 が指 摘 さ れ てい る こ とか ら 、 本 論文 で は 、第 2 章 の 「母 子 一緒

の運 動 （ 遊び ）・ス ポー ツ の 実施 頻 度」、第 3 章 の 「母 子 一 緒の 身 体 活動

時間 」 に 関し て 、 男 女で 分 け て分 析 す る 視点 を 含 めた 。  

そし て 、第 2 章 、 第 3 章 の 研究 結 果 を 踏ま え 、第 4 章 で 母 子一 緒 の身

体活 動 と 幼児 の 体 力 ・身 体 活 動の 関 連 、 およ び 母 親の 身 体 活 動・ 健 康度

との 関 連 につ い て 総 合的 な 考 察を 行 う 構 成と な っ てい る 。  
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第２章  母子一緒の運動実施と幼児の体力・母親の健康度との関

連（研究１）  

 

１ ． 研 究 の 目 的  

本 章 の 研 究 の 目 的 は ① 母 子 一 緒 の 運 動 （ 遊 び ）・ ス ポ ー ツ 実 施 と 幼 児

の体 力 と の関 連 を 明 らか に す る 、②母 子 一緒 の 運 動（ 遊び ）・スポ ー ツ 実

施 と 母 親 の主 観 的 健 康 と の 関 連を 明 ら か にす る こ とで あ る 。  

 

２ ． 研 究 方 法  

2015 年 9 月 ～ 2 016 年 2 月 、東京 都 A 区 の幼 稚 園 11 園（ 公 立お よ び 国

立園 ） の 園長 に 調 査 の趣 旨 を 説明 し 、 年 長児 （ 5 歳児 学 級 在 籍児 ） の保

護者 の 同 意を 得 て 幼 児体 力 測 定を 実 施 し た。調 査を 実 施 した この 地 域 は、

伝統 あ る 幼稚 園 や 大 学が あ り 、 地 域 が 一 体と な っ て子 ど も を 育む 風 土が

あ る こ と が推 察 さ れ た 。  

体 力 測定 は 、 文 部 科 学 省 （ 2011） が実 施 し た 「体 力 向 上 の 基 礎 を 培う

ため の 幼 児期 に お け る実 践 活 動の あ り 方 に関 す る 調査 研 究 」 にお い ても

用い ら れ た「 東 京 教 育大 学 体 育心 理 学 研 究室 作 成 の幼 児 運 動 能力 検 査改

訂版 」（ 杉 原 ら， 2 00 4）を参 考 に 実施 さ れた 。測定 内 容 は、２５ ｍ 走、立

ち幅 跳 び 、ソ フ ト ボ ール 投 げ 、両 足 連 続 跳び 越 し 、体 支 持 持 続時 間 （以

下 、体支 持 時 間）、捕球（ 10 球 中成 功 し た回 数 ）、長座 体 前 屈（ これ の み

改訂 版 に はな い が 小 学校 の 新 体力 テ ス ト にあ る 種 目） で あ る 。さ ら に、

年長 児 の 全保 護 者 に 説明 文 と 母子 の 運 動 や母 親 の 健康 に 関 す る質 問 紙調

査を 配 布 し、 同 意 の あ っ た 保 護者 の み に 回答 を し ても ら っ た 。幼 児 の体

力 調 査 と 母 親 の 質 問 紙 調 査 が 両 方 有 効 で あ っ た 調 査 対 象 者 数 は 1 03 組

（男 児 の 母子 5 1 組 、女 児 の 母子 5 2 組 ）で あ っ た。 な お 、 この 調 査 は、
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国立 大 学 法人 お 茶 の 水女 子 大 学人 文 社 会 科学 研 究 の倫 理 審 査 委員 会 の承

認を 得 て いる （ 第 2 015－ 1 01 号 ）。  

質問 紙 調 査の う ち 、 本研 究 で 使用 し た 内 容は 保 護 者と 幼 児 の 属性 、母

親の 健 康 関連 Q O L・不定 愁 訴・ス ト レス 、母 子 一緒 の 運 動・スポ ー ツ の

頻度 （ 平 日・ 休 日 ） に関 す る 質問 で あ る 。母 親 の 健康 度 を 測 る尺 度 とし

て様 々 な もの が あ る が、 今 回 は国 際 的 に も使 用 さ れ、 か つ 項 目数 が 少な

く 、 信 頼性 と 妥 当 性 が 検 証 され て いる S F -1 2（ 健 康関 連 Q O L（ H R Q O L:  

H ea l th  R e la t ed  Q ua l i t y  o f  L i f e））を 用い 、母親 自 身 の主 観 的 健 康度 を 包 括

的に 測 る こと を 行 っ た。S F -12 は 12 項目 の回 答 か ら 身 体 的 側 面（ P h ys i c a l  

C o mp on en t  Su m ma r y、以下 P C S）、精 神 的 側 面（ Me n ta l  C o mpo ne n t  Su m ma r y、

以 下 MC S )、役割 /社 会的 側 面（ R o le - s oc i a l  co mp on en t  Su m ma r y、以 下 R C S）

の健 康 関連 Q O L 得 点を 算 出 する こ と が でき る（ War e  e t  a l .，1996；福 原 ・

鈴鴨 ，200 4）。質 問 の下 位 尺 度は 、身 体 機能（ 2 項 目）、日 常 役割 機 能（身

体）（ 2 項目 ）、 体 の 痛み （ 1 項 目）、 全 体的 健 康 感（ 1 項 目 ）、 活 力（ 1 項

目）、社 会 生活 機 能（ 1 項 目）、日 常 役 割 機能（ 精神 ） ( 2 項 目 )、心 の健 康

（ 2 項目 ）、と な っ て いる 。身 体 機能 に 関 する 2 項 目は 3 段 階 の回 答 であ

るが 、 そ の他 は 5 段 階の 回 答 とな る 。 そ れぞ れ 選 択肢 の 内 容 に応 じ て、

身体 機 能 の 2 項目 は １～ 3 点、全 体 的健 康 感だ け は 得点 が 整 数 では な く 、

5 点 、 4 .4 点、 3 . 4 点 、 2 点、 1 点と な る が、 そ の 他の 項 目 は すべ て １ ～ 5

点 (逆 点 項目 も あ り )の得 点 と なる 。下 位 尺度 ご と に項 目 の 点 数を 合 計 し、

下位 尺 度 素点 を 求 め 、そ の 後 、 0－ 1 00 点の 下 位 尺度 得 点 へ と換 算 す る。

なお 、 各 下位 尺 度 得 点が 高 い 方が 、 そ の 内容 に 関 して 良 い 状 態で あ るこ

とを 示 す （例 え ば 、 身体 機 能 の得 点 が 高 けれ ば 身 体機 能 が 良 い状 態 ．）。

そし て 、 そこ か ら 、 P C S、 MC S、 R C S の 得点 を 算 出す る の だ が、 手 順と

して は 、下 位尺 度 得 点か ら 国 民標 準 値 得 点（ 20 07 年に 実 施 さ れた 国 民標
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準値 調 査 のデ ー タ か ら算 出 ）を 引き 、標 準偏 差 で 割っ て Z 値 に変 換 し て

標準 化 す る。 そ し て 、そ れ ぞ れの 下 位 尺 度の 標 準 化し た 得 点 から 因 子係

数を 用 い て（ 因 子 係 数に 関 し ては 福 原・鈴鴨（ 200 4）を 参 照 ）、そ れぞれ

の側 面 の 得点 を 出 し 、最 後 に 偏差 得 点 に する 。 こ の研 究 に お ける 得 点は

この 偏 差 得点 を 意 味 する 。  

さ ら に 、 心身 の 健 康 の 状 態 を 測る 尺 度 と し て 、 S F -12 に 加 え 、 よ り具

体的 な 症 状か ら も 主 観的 健 康 を捉 え る た め、 不 定 愁訴 や ス ト レス に 関す

る質 問 も 設定 し 、母 親の 健 康 をで き る だ け総 合 的 に把 握 す る よう 努 め た。

スト レ ス につ い て は 、個 人 の 生活 状 況 全 般に お け る包 括 的 な スト レ スを

測 定 す る 尺 度 と し て 信 頼 性 と 妥 当 性 が 検 証 さ れ て い る P e rce i ved  S t r e s s  

Sca le の 日本 語 版（ C ohe n， 198 6；鷲 見 ， 2006）を 用い た 。 14 項目 の 回 答

にお い て「 ま っ たく なか っ た」（ 0 点）か ら「 い つも あ っ た」（ 4 点 ）まで

５段 階 で 回答（逆 転 項目 は 得 点換 算 が 逆 とな り 、「 まっ た く なか っ た」（ 4

点） か ら 「い つ も あ った 」（ 0 点）） し 、 全項 目 の 得点 を 足 し てス ト レス

得点 と し た。 ま た 、 不定 愁 訴 は、 更 年 期 だけ で は なく 、 思 春 期や 更 年期

前の 成 人 女性 に も 起 こる も の であ り（塩 田，2 011）、あ らわ れ る症 状 は 更

年期 の み に特 別 な も ので は な いこ と が 想 定さ れ る 。ま た 更 年 期を 中 心と

した 不 定 愁訴 を 評 価 する 尺 度 には 、 海 外 で使 用 さ れて い る 尺 度も あ るが

（ P er z  J M ,1 997），日 本人 の 不 調に 適 切 で ない 表 現 が含 ま れ て いる と いう

指摘 も あ る。そ こで 本研 究 に おい て は、不定 愁 訴 を測 定 す る 尺度 と し て、

日本 人 用 に開 発 さ れ た更 年 期 症状 評 価 表 （本 庄 ・ 大濱 ， 200 1）を 使 用し

た 。  

この 評 価 方法 は 、 主 に臨 床 で 使わ れ て お り、 得 点 化し て 評 価 する もの

では な か った 。 そ こ で本 研 究 では 、 症 状 が無 い 場 合を ０ 点 、 症状 が 弱い

場合 を 1 点 、症 状 が 強い 場 合を 2 点 と し て 、21 項 目の 得 点 を 合計 し たも
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のを 不 定 愁訴 得 点 と した 。  

なお 、分析 に 関 して は E xc e l 統 計 f o r  Win do ws（ B e l l  C u r ve）Ve rs i on2 .1 3

を用 い 、 ①幼 児 の 体 力測 定 の 各種 目 の 成 績に 関 す る男 女 差 の 検討 の ため

ｔ検 定 を 実施 、 ② 母 親の 各 健 康得 点 に 関 して 在 園 児の 性 別 で の差 を 検討

する た め t 検 定 を 実 施、 ③ 子 ども の 性 別 ごと に 、 母子 一 緒 の 運動 ・ スポ

ーツ の 実 施頻 度 の 多 い群 と 少 ない 群 （ 平 日・ 休 日 別） の 2 群 に分 け 、そ

れぞ れ の 種目 成 績 と 母親 の 健 康得 点 に 関 して ｔ 検 定を 実 施 し た（ 有 意水

準 5％）。  

 

３ ． 結 果  

１ ） 属 性 お よ び 体 力 成 績 と 健 康 得 点 に つ い て （表 1・ 表 2・ 表 3）  

今回 の 体 力テ ス ト を 実施 し た 対象 は 全 員 年長 児 （ 5 歳 児 ） で あり 、男

児 が 5 1 名 、 女 児 が 52 名で あ っ た。 調 査対 象 の 年長 児 の 母 親（ 10 3 名）

の平 均 年 齢は 3 9 . 9±4 .15 歳 であ り 、子 ど もの 数 に つい て は 、1 人が 24 名

（ 23 .3 %）、2 人 が 58 名（ 5 6 . 3％ ）、3 人が 1 8 名（ 1 7 . 5%）、4 人が 2 名（ 1 .9 %）、

5 人 が 0 名（ 0 %）、 6 人が 1 名（ 1 . 0%）で あっ た 。また 、母 親 の職 業 の有

無は 、職業 あ りが 2 5 名（ 2 4 . 3%）、専業 主婦 が 76 名（ 73 .8%）、不 明（ 未

回答 ）が 2 名（ 1 .9 %）で あ っ た。そ して 、年 長 児 全員 の 平 均 身長 は 11 5 . 10

±5 .1 5c m で 、男 児の 平均 身 長 は 11 6 . 40±4 .8 2c m、女 児の 平 均 身長 は 113 .74

±5 .1 6c m で あ った 。さら に 年 長児 全 員 の 平均 体 重は 19 .70±2 .56 kg、男児

の平 均 体 重 は 2 0 .4 8±2 .0 8k g であ り 、 女 児の 平 均 体重 は 、 1 9 .30±2 . 82kg

であ っ た 。  

次に 、 幼 児の 体 力 測 定の 結 果 に関 し て 種 目ご と に 男女 差 を 検 討す るた

め、 ｔ 検 定を 実 施 し た。 有 意 差の あ っ た 種目 は 、 長座 体 前 屈 とソ フ トボ

ール 投 げ で 、長座 体 前屈 は 男児 23 .45±4 .69 c m、女 児 26 .9 5±5 .8 4c m で 女



23 

 

児 の 方 が 長 く （ p＜ 0 .01， t＝ 3 .3 4）、 ソ フ ト ボ ー ル 投 げ は 男 児 6 . 21±2 . 64

ｍ 、 女 児 4 .18±1 .18ｍ と 男児 の 方 が 長 か っ た （ p＜ 0 .0 1， ｔ ＝ -5 . 04）。そ

の他 の 種 目は 男 女 で 有意 差 が 無く 、 25ｍ 走の 平 均 値は 男 児 が 6 .1 3±0 .69

秒、 女 児が 6 . 22±0 . 53 秒 、 体支 持 時 間 は男 児 が 53 .8 7±40 . 94 秒 、 女児 が

62 . 82±5 0 . 86 秒 、捕 球は 男 児 が 6 .4 3±2 . 72 回、 女 児 が 5 .98±2 .7 8 回、 立

ち幅 跳 び は男 児 が 1 03 . 92±1 6 . 19c m、女 児が 99 . 44±15 . 16 c m、連 続 跳び 越

しは 男 児が 5 . 58±1 . 21 秒 、 女児 が 5 .46±0 .97 秒 であ っ た 。  

なお 、母 親 の健 康 関 連 Q O L（ P C S， MC S， R C S）、ス ト レス 、不定 愁 訴

の各 得 点 に関 し て 、 在園 児 の 性別 で 得 点 に有 意 な 差が あ る か どう か につ

いて ｔ 検 定を 実 施 し たが 、 す べて の 項 目 にお い て 有意 差 は 確 認で き なか

っ た (表 3 )。母親 全 体 の健 康 得 点の 結 果 は 、健 康関 連 Q O L の P C S が 52 .79

±8 .9 3、MC S が 52 .51±7 .7 8、R C S が 4 4 .0 4±10 . 66、ス ト レス が 25 . 92±7 .4 4、

不定 愁 訴が 10 .15±6 .30 であ っ た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１　属性

39.3歳（4.15） 年長児
*2

の身長平均
a) 全員 115.10cm（5.15）

母親の子どもの数
b) 1人 24名(23.3） 　　　　　　　　 　 　 男児（N=51) 116.40cm（4.82）

2人 58名（56.3）                        女児（N=52) 113.74cm(5.16）

3人 18名（17.5） 年長児の体重平均
a) 全員 19.70kg（2.56）

4人 2名(1.9) 　　　　　　　　　　　 男児（N=51) 20.48kg（2.08）
5人 0名(0.0） 　　　　　　　　　　　 女児（N=52) 19.30kg(2.82）

6人 1名（1.0）

母親職業有無
b) 有り 25名（24.3） a)：(　)内はSD，b)：(　)内は％

無し 76名（73.8）
不明 2名(1.9)

*1・*2：母親、年長児ともにN=103 

母親
*1

の年齢平均
a)

 

表2　男女の種目別体力成績の比較

25ｍ走（秒） 体支持時間（秒） 捕球（回数） 長座体前屈（cm） 立ち幅跳び（cm）ソフトボール投げ（ｍ）連続跳び越し（秒）

男児の平均 6.13 53.87 6.43 23.45 103.92 6.21 5.58

（SD） (0.69) (40.94) (2.72) (4.69) (16.19) (2.64) (1.21)

女児の平均 6.22 62.82 5.98 26.95 99.44 4.18 5.46

（SD） (0.53) (50.86) (2.78) (5.84) (15.16) (1.18) (0.97)

t値 0.70 0.98 -0.18 3.34 -1.45 -5.04 -0.54

ｐ値 n.s. n.s. n.s. ** n.s. ** n.s.

**:p<0.01,n.s.:有意差無し
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２ ） 母 子 一 緒 の 運 動 頻 度 別 幼 児 の 種 目 別 体 力 結 果 に つ い て （ 表４ ）  

母子 一 緒 の運 動 頻 度 に関 し て 、人 数 の 偏 りも 考 慮 し、 平 日 は 週２ 回以

上を 多 群 、 週 1 回 以 下を 少 群 、休 日 は 週 1 回 以 上 を多 群 、 2 週 に １ 回以

下を 少 群 とし 、 2 群 間の 比 較 にｔ 検 定 を 実施 し た 。な お 、 ボ ール 投 げと

長座 体 前 屈に お い て 男女 で 有 意差 が 出 た こと か ら 男女 別 で 分 析を 行 なっ

た 。そ の 結 果 、有 意 差が 表 れ たの は 女 児 の休 日 の 25ｍ 走 と 平日 の 体 支持

時間 の み であ っ た 。2 5 m 走 は 、休 日 一緒 の 活動 の 多 い群 が 6 .10±0 .47 秒 、

少な い 群が 6 . 34±0 . 57 秒 で 、頻 度 が 多 い群 の 方 が、 有 意 に 記録 が 速 かっ

た （ p＜ 0 . 05， t＝ 1 . 7 1）。 一 方 、 体 支 持 時 間 は 平 日 一 緒 の 活 動 の 多 い 群 が

38 . 59±3 0 . 35 秒、 少 ない 群 が 7 3 .0 2±5 4 . 38 秒 で 頻 度が 少 な い群 の 方 が、

有意 に 長 いと い う 結 果と な っ た（ p＜ 0 . 0 5， t＝ 2 .23）。  

 

 

 

 

 

表3　母親の各健康得点（男児の母親と女児の母親のｔ検定結果含む）

得点（SD) ｔ値 ｐ値 得点（SD) ｔ値 ｐ値 得点（SD) ｔ値 ｐ値

男児の母親 52.23(9.43) 52.90(7.82) 44.78(11.24)

女児の母親 52.95(8.77) 51.98(7.76) 43.22（10.54)

母親全員 52.79(8.93） 52.51(7.78) 44.04(10.66)

ストレス 不定愁訴

得点（SD) ｔ値 ｐ値 得点（SD) ｔ値 ｐ値

男児の母親 26.10(7.71) 9.69(5.92)

女児の母親 25.73(7.23) 10.73(6.67) 得点はすべて平均値

母親全員 25.92 (7.44) 10.15(6.30) n.s.:有意差無し

RCS

0.40 n.s. -0.60 n.s -0.72 n.s.

-0.08 n.s. -0.84 n.s.

PCS MCS
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３ ） 母 子 一 緒 の 運 動 頻 度 別 母 親 の 各 健 康 得 点 の 結 果 に つ い て  

２ ） と 同 じ く 、 母 子 一 緒 の 運 動 頻 度 を 多 群 と 少 群 に 分 け 、 t 検 定 を 実

施し た 。な お 、幼 児 の 体力 と 頻 度と の 関 係 を男 女 別 で検 討 し た こと か ら、

ここ で も、男 児 の母 親と 女 児 の母 親 を 分 けて 分 析 を行 な っ た（ 表 5）。そ

の結 果 、 休日 の 活 動 頻度 に 関 して は 男 児 の母 親 の スト レ ス の みに 、 平日

の活 動 頻 度に 関 し て は女 児 の 母親 の ス ト レス の み に有 意 な 差 が表 れ た。

ま ず 、 男 児 の 母 親 の ス ト レ ス は 、 休 日 一 緒 の 活 動 頻 度 の 多 い 群 で 24 .25

±6 .05 点 、少 ない 群 で 28 .35±8 . 98 点で あり 、一 緒 の活 動 頻 度が 多 い 群の

方が 、 ス トレ ス 得 点 が低 い こ とが 示 さ れ た。 さ ら に、 女 児 の 母親 の スト

レス 得 点 は平 日 一 緒 の活 動 頻 度の 多 い 群 で 2 4 . 29±6 .5 8 点 、 少な い 群で

26 . 30±7 .5 3 点 とな り、 母 子 一緒 の 活 動 頻度 の 多 い群 の ス ト レス 得 点 が、

女児 の 母 親で も 低 い 結果 と な った 。  
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４ ． 考 察  

１ ） 本 研 究 の 調 査 対 象 者 に つ い て  

厚生 労 働 省が 発 表 し た平 成 2 7 年 度 の 人 口動 態 統 計に よ る と 、１ 人の

女性 が 生 涯に 何 人 の 子ど も を 産む の か を 推計 し た 合計 特 殊 出 生率 は 1 .46

であ っ た 。本 研 究 の 調査 対 象 者に 子 ど も の人 数 を 尋ね た と こ ろ、 2 名が

56 . 3%で 一番 多 く、3 名以 上 も 20 .4 %い る こと か ら 全国 の 平 均 に比 べ や や

子ど も が 多い 集 団 で ある こ と がわ か る 。また 、平 成 28 年 度 の学 校 保 健統

計調 査 の 都道 府 県 表 によ る と 、東京 都 の 年長 児（ 5 歳 児 ）の 平均 身 長 は、

男児 が 110 .6±4 . 68c m、 女 児 が 1 09 . 5±4 . 52c m、 平 均 体 重は 男 児 が 18 .9±

2 .4 1kg、 女 児は 1 8 . 5±2 .3 0kg で ある が 、 本調 査 対 象の 年 長 児 は、 男 女と

も平 均 身 長、 平 均 体 重が 東 京 都の 平 均 よ り高 く 、 体型 が 大 き い傾 向 の集

団で あ っ た可 能 性 が ある 。  

 

２ ） 男 女 別 の 幼 児 の 体 力 に つ い て  

本調 査 に おい て 男 女 の体 力 指 標に 有 意 差 が確 認 さ れた の は 、 ボー ル投

げと 長 座 体前 屈 で あ った 。 ボ ール 投 げ の 成績 が 女 児よ り 男 児 の方 が 良い

とい う 結 果は 、他の 年長 児 を 対象 に し た 調査 結 果 と同 様 で あ る（ 木 村ら ，

2017；武 田 ら ， 20 17；三 村 ら， 200 8）。また 、長座 体 前 屈に 関し て も 三村

ら （ 20 08）の 調 査 や 出村 ら （ 1 990） の 調 査結 果 と 同じ く 、 女 児の 方 が男

児 に 比 べ 柔 軟 性 が 高 い と い う 結 果 と な っ た 。 笹 川 ス ポ ー ツ 財 団 の 調 査

（ 20 13） によ る と 、 ４～ 9 歳の 運 動系 の 習い 事 の 1 位 は男 女 とも 水 泳 で

ある が 、2 位 は 男児 がサ ッ カ ー 、女児 が バレ エ（ ダ ン ス ）で あり 、ま た 、

過去 一 年 間に 一 番 よ く行 な っ た運 動・ス ポー ツ 種 目の 1 0 位 以内 に 女 児は

球技 が 入 って い な い のに 対 し 、男 児 は サ ッカ ー が 4 位に 入 っ てい た 。こ

のこ と か ら、 男 児 は 、習 い 事 でも 遊 び で もボ ー ル 遊び を 行 な う頻 度 が女
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児よ り 多 い可 能 性 が あり 、 女 児は 習 い 事 で柔 軟 性 を伴 う バ レ エや 新 体操

など を す る傾 向 が あ り、 日 々 の運 動 の 種 類の 違 い が体 力 結 果 の違 い に反

映さ れ て いる 可 能 性 があ る 。 また 、 吉 田 （ 20 05） は幼 稚 園 で の自 由 遊び

の時 に 男 女の 遊 び の 嗜好 の 違 いが よ く 出 てい る こ とを 挙 げ て いる 。 男児

はル ー ル のあ る ド ッ ジボ ー ル など の 集 団 遊び や 動 的な ご っ こ 遊び 、 自然

を対 象 と した 遊 び が 多い の に 対し 、 女 児 は静 的 な ごっ こ 遊 び や表 現 活動

が多 い 傾 向が あ る と され 、 生 得的 な 遊 び の嗜 好 が 男女 で 違 う と指 摘 し、

それ が 運 動経 験 の 違 いを 生 み 、体 力 に 影 響す る こ とを 示 唆 し てい る 。よ

って 、 園 以外 の 時 間 でも こ の 傾向 は あ る と考 え ら れ、 生 得 的 な遊 び の思

考の 性 差 が、 年 長 児 の体 力 に 関係 す る 可 能性 が 考 えら れ た 。  

 

３ ） 母 子 一 緒 の 運 動 実 施 と 幼 児 の 体 力 と の 関 係  

母子 一 緒 の運 動 実 施 （平 日 ・ 休日 別 ） と 幼児 の 体 力結 果 の 関 係を みた

とこ ろ 、 女児 の 休 日 にお い て 、一 緒 の 運 動頻 度 の 多い 群 が 頻 度の 低 い群

に 比 べ て 25ｍ 走 の 記 録 が 有 意 に 速 い 、 と い う 結 果 が 確 認 さ れ た 。 吉 田

（ 20 05） は、 生 得 的 な嗜 好 か ら女 児 は 自 分か ら 運 動す る 割 合 が男 児 に比

べ低 い こ とを 報 告 し てい る 。 女児 に お い て、 休 日 に母 親 と 一 緒の 運 動頻

度が 高 い 群で 、 走 能 力が 高 か った こ と は 、母 子 一 緒の 運 動 実 施が 影 響し

てい る 可 能性 が 考 え られ る 。 伊藤 （ 200 8）の 研 究 でも 、 室 内 遊び と 比較

し て 外 遊 び の 好 き な 女 児 の 方 が 25ｍ 走 の 記 録 が 有 意 に 速 い こ と を 報 告

して お り 、母 子 一 緒 に遊 ぶ 機 会が 増 え た こと は 、 外遊 び の 時 間の 増 加に

関連 し て いる 可 能 性 も考 え ら れた 。  

一方 、 女 児の 平 日 一 緒の 活 動 頻度 の 多 い 群が 少 な い群 に 比 べ て、 体支

持時 間 が 短か っ た。「体 支 持時 間」は、自分 の 体 を支 え る 筋 力の 指 標 であ

り、 園 で 活発 に よ く 体を 動 か して い る 幼 児ほ ど 高 い傾 向 に あ ると い う研
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究が あ る（ 上岡 ら ，2017）。一 方 で 、幼 児期 は 筋 力が 著 し く 発達 す る 時期

では な く（ 文 部科 学 省，2 01 2ｄ ）、幼児 期 の活 動 が その 先 の 運 動に 親 し む

子ど も の 育成 、 そ し て持 久 力 の向 上 へ と つな が っ てい く と い う考 え 方も

ある 。母子 一 緒の 活 動は 、「 体 支持 時 間」の向 上 に 直接 的 に 影 響し な い 可

能性 が 示 唆さ れ た が 、運 動 に 親し む 習 慣 形成 に は 貢献 し て い るも の と思

われ る 。 さら に 「 体 支持 時 間 」に 関 し て は、 純 粋 な筋 力 と は 別の 要 因も

加わ る こ とが 言 わ れ てい る 。 例え ば 、 海 野（ 19 73）に よ る と 、時 計 を掲

示し て 1 分 間我 慢 す るよ う 子 ども た ち に 伝え て か ら再 度 測 定 を行 な った

とこ ろ 、1 回 目に 20 秒も も た なか っ た 子 ども た ち のう ち の 3 分の 2 の子

ども た ちが 1 分 間 我 慢で き た 、と報 告 し てい る 。そ して 、松 嵜ら（ 20 16）

の研 究 で も、体支 持 時間 の 測 定中 、「 い つま で が んば る の ？ 」と い うよ う

な発 言 が 見ら れ 、 目 標が 明 確 でな い 状 況 で頑 張 る とい う 心 理 的側 面 が強

いこ と を 指摘 し て い る 。よ っ て、「 体 支 持時 間 」は 、他の 体 力指 標 に 比べ

て、 心 理 的な 要 因 が 関連 す る 可能 性 も あ り、 子 ど もの 場 合 、 より そ の傾

向が 強 ま るこ と も 考 えら れ た 。  

本研 究 で は、女 児の 25 m 走 以外 の 体 力指 標で は 、母子 一 緒の 活動 が 長

い群 の 方 が、 体 力 指 標が 高 値 の傾 向 に あ ると い う 関係 は 確 認 され な かっ

た。 大 和 （ 20 14） は 、 4 歳 以 降は そ れ ま でと 比 べ 子ど も へ の 親の 遊 びの

関与 姿 勢 が低 く な る と述 べ て いる 。 本 研 究の 対 象 幼児 は 、 5 歳児 だ った

こと か ら 、母 親 と 一 緒の 運 動 実施 が 、 幼 児の 体 力 に大 き く は 関係 し なか

っ た 可 能 性が あ る 。 また 、 吉 田（ 20 05） が遊 び の 嗜好 性 に 性 差の あ るこ

とを 指 摘 して い る が 、男 児 は 、生 来 の 嗜 好か ら 自 然に 活 発 に 動く 可 能性

があ り 、 女児 ほ ど 、 母親 と 一 緒に 運 動 遊 びを 行 な う頻 度 が 体 力に 影 響し

てい な い 可能 性 も 考 えら れ る 。  
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４ ） 母 子 一 緒 の 運 動 実 施 と 母 親 の 健 康 度 の 関 係  

子ど も の 男女 別 で 、 母子 一 緒 の運 動 頻 度 の多 群 と 少群 で 母 親 の健 康関

連 Q O L、スト レ ス 、不定 愁 訴 の各 得 点 に 関し て 比 較し た と こ ろ 、ス トレ

ス尺 度 に のみ 有 意 差 が確 認 さ れた 。 男 児 の母 親 で は休 日 に 、 女児 の 母親

では 平 日 に、 母 子 一 緒の 運 動 頻度 が 多 い 群が 少 な い群 に 比 べ スト レ ス得

点が 有 意 に低 か っ た 。男 児 を 持つ 母 親 で 、休 日 の みに 有 意 差 が確 認 され

たの は 、 男児 の 方 が 女児 に 比 べ活 発 に 動 く傾 向 に あり （ 加 藤 ら， 19 95）、

休日 長 い 時間 一 緒 に 遊ぶ 方 が 母親 の 運 動 欲求 を 満 たす こ と が でき た 可能

性が 考 え られ る 。 松 本・ 青 木 （ 19 93） は 、子 ど も の頃 の 徒 競 走の 成 績が

良い 母 親 の方 が 、 男 児の 場 合 、体 力 結 果 が良 い と 報告 し て い る。 休 日の

方が 母 子 一緒 の 活 動 の時 間 を 取り や す い こと か ら 、休 日 に の み、 母 子一

緒の 運 動 頻度 が 母 親 の主 観 的 健康 と 関 連 した と も 考え ら れ る 。一 方 、松

本・ 青 木 （ 19 93） は 、同 じ 報 告で 、 女 児 と母 親 の 運動 能 力 と の関 係 が低

いと 報 告 して い る こ とを 考 慮 する と 、 女 児と の 運 動遊 び は 、 男児 に 比べ

て運 動 強 度が 低 く 、 母親 の 健 康度 に 男 児 の場 合 ほ ど 関 係 し な いと 思 われ

た。 平 日 にお い て 、 女児 と 母 親の 一 緒 の 運動 頻 度 が多 い 群 は 、母 親 のス

トレ ス 得 点が 低 い と いう 結 果 に関 し て は 、今 後 、 母子 一 緒 の 活動 内 容を

詳細 に 調 べる こ と に より 、 母 親の 心 身 へ の影 響 を 検討 す る 必 要が あ ると

考え る 。  

幼児 を 持 つ母 親 の ス トレ ス は 、育 児 ス ト レス や 育 児不 安 、 疲 労感 とし

て、 こ れ まで に も 様 々な 角 度 から 研 究 さ れ、 そ の 軽減 要 因 が 検討 さ れて

きた（ 浅田・衛 藤 ， 1999；田 中 ， 1 994；川 井 ら 1 9 9 3）。そ の 中 で 、浅 田 ・

衛藤 （ 199 9） は 、 親 子ス イ ミ ング 参 加 者 を対 象 に 親子 ス イ ミ ング の スト

レス 軽 減 効果 に つ い て触 れ 、 気分 転 換 、 友達 と 話 す、 運 動 不 足解 消 とい

った 自 分 に直 接 影 響 して ス ト レス が 軽 減 され る 内 容や 、 子 ど もが 動 いた
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日は よ く 寝て く れ る とい っ た 、子 ど も の 生活 リ ズ ムが 整 う こ とか ら くる

スト レ ス 軽減 作 用 ま で、 親 子 で体 を 動 か すこ と で 様々 な ス ト レス 軽 減要

因が 含 ま れて い る こ とを 明 ら かに し て い る。 こ の 研究 の 対 象 者は 、 1 歳

～ 2 歳 児 を持 つ 母 親 であ り 、 本研 究 よ り も低 年 齢 児を も つ 母 親を 対 象と

した 報 告 では あ る も のの 、 定 期的 な 運 動 実践 が 肯 定的 感 情 を 高め る 効果

があ る （ R e ed  a nd  B uck  ， 200 9） と い う 報告 か ら も、 年 長 児 を持 つ 母親

にお い て 、母 子 一 緒 の運 動 実 施が 母 親 の スト レ ス を軽 減 さ せ る可 能 性は

高い と 推 察さ れ る 。  

一 方 、甲 斐 ら （ 2 011） は 、余 暇 で の 身 体 活 動 は抑 う つ 傾 向 の 発 生 を下

げる こ と につ な が る が、 通 勤 のた め の 歩 行は 抑 う つ傾 向 の 発 生と 関 連が

ない と 報 告し て い る 。本 研 究 にお い て も 、子 ど も と一 緒 の 運 動を 母 親が

余暇 と 考 える か 、 育 児と 考 え る か と い っ た捉 え 方 も関 連 し て いる も のと

思わ れ る 。さ ら に 、 男児 は 、 生得 的 な 嗜 好か ら 家 の中 で も 活 発に 動 く可

能性 が あ り、 母 子 一 緒に 家 以 外の と こ ろ で運 動 す る機 会 を 頻 繁に 設 ける

こと に よ って 、 活 動 欲求 が 満 たさ れ て 家 での 行 動 が落 ち 着 く 、ま た 、昼

間動 い て 疲れ た こ と で十 分 な 睡眠 を と る こと が で きる 、 と い った 家 の中

での 行 動 や生 活 習 慣 に良 い 影 響を も た ら し、 母 親 のス ト レ ス が軽 減 する

可能 性 も 考え ら れ る 。  

 

５ ． 本 章 に お け る 限 界  

本研 究 の 結果 は 、限 られ た 地 域の 11 園 の幼 稚 園 のデ ー タ を 分析 し た た

め、 一 般 化す る こ と は難 し い 。ま た 、 一 回の 母 子 一 緒 の 運 動 時間 、 遊び

の種 類 な どを 質 問 に 入れ な か った た め 、 活動 の 量 およ び 質 と もに 不 明な

点が 残 さ れる 。  

さら に 、 今回 は 母 子 一緒 の 運 動実 施 に 焦 点を 当 て てい る が 、 幼児 の体
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力に は 、 母親 以 外 の 同居 者 の 影響 や 、 そ の人 達 と の運 動 遊 び の頻 度 、運

動や 遊 び のた め の 用 具の 所 持 とい っ た 大 人の 手 間 に関 連 し た 要因 が 影響

する 。 ま た、 母 親 の 主観 的 健 康に 対 し て は、 父 親 を含 め た ソ ーシ ャ ルサ

ポー ト の 影響 な ど も 考え ら れ 、要 因 は 多 岐に 渡 る 。今 後 は 、 対象 数 をさ

らに 増 や し、前 述の 要因 を 含 めた 分 析 す る必 要 が ある も の と 考え ら れ る。 

 

６ ． 本 章 の ま と め  

母 子 一 緒 の 運 動 実 施 と 幼 児 の 体 力 お よ び 母 親 の 健 康 と の 関 連 に つ い

て検 討 し たと こ ろ 、 幼児 の 体 力に 関 し て は、 母 子 一緒 の 運 動 頻度 が 多い

群で は 少 ない 群 に 比 べて 、女 児で 2 5 m 走 が速 く 、体支 持 時 間 が短 い とい

う関 連 が 見ら れ た が 、男 児 には 体 力 指標 との 間 に 関連 が 見 ら れな か っ た。

この 結 果 は、 母 子 一 緒の 活 動 が、 年 長 女 児の 走 る 能力 を 高 め る要 因 にな

る可 能 性 を示 唆 し た 。一 方 、 年長 男 児 は 、母 子 一 緒の 活 動 が 体力 に 強く

関 連 し な い可 能 性 が 示さ れ た 。な お 女 児 の体 支 持 時間 に 関 し ては 、 種目

特性 と し て心 理 的 側 面が 働 い てい る 可 能 性が あ り 、今 後 更 に 検討 し てい

く必 要 が ある も の と 考え る 。  

一方 、 母 親の 健 康 と の関 係 で は、 休 日 の 男児 と 一 緒の 活 動 、 及び 平日

の女 児 と 一緒 の 活 動 の頻 度 が 多い と 、 母 親の ス ト レス 得 点 が 低い と いう

結果 と な り、 母 子 一 緒の 運 動 実施 は 、 幼 児自 身 の 体力 向 上 の みな ら ず、

母親 の ス トレ ス 低 減 にも 関 連 して い る 可 能性 が 示 唆さ れ た 。  
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第 ３ 章  母 子 一 緒 の 活 動 時 間 と 母 お よ び 幼 児 の 身 体 活 動 と の 関

連（研究２）  

 

１ ． 研 究 の 目 的  

本章 の 研 究の 目 的 は 、① 母 親 と幼 児 の 身 体活 動 量 向上 に 寄 与 する 因子

を、 母 親 にと っ て の 「手 間 」 のひ と つ と も考 え ら れる 母 子 一 緒の 身 体活

動時 間 を 中心 に 検 討 する 、 ② 母親 の 主 観 的健 康 に 影響 す る 要 因に つ いて

母子 一 緒 の身 体 活 動 時間 を 含 めて 検 討 す るこ と で ある 。  

 

２ ． 研 究 方 法  

１ ） 調 査 デ ザ イ ン  

 神 奈 川県 B 市 の 私 立幼 稚 園 2 園 （ 姉 妹 園） の 園 長に 、 調 査 の趣 旨 を説

明し 同 意 のも と 、調 査協 力 を 得た 。調 査 の実 施 時 期は 2016 年 2 月 お よび

2018 年 1 月 であ る 。そ れ ぞ れの 時 期 に 在籍 し た 年長 ・ 年 中 児 （ 5 歳 ・ 4

歳児 ） の 母子 を 対 象 に実 施 し た。 本 研 究 は、 2 回 の調 査 で 得 られ た デー

タを 対 象 に横 断 研 究 とし て 分 析を 進 め た 。 2 回 の 調査 は 異 な る対 象 者で

ある 。  

 な お 、 調査 の 協 力 を得 た 姉 妹園 は 車 で 5 分 ほ ど の同 じ 地 域に あ り 、宗

教性 は な い。公 益社 団法 人 B 市 幼 稚園 協 会 HP の 加盟 園 各 園 紹介 に よ ると 、

「体 験 を 通し て 、 心 を大 切 に する 保 育 」「「 ふ れあ い 」 教育  体 験 を 通し

て積 極 的 に前 向 き な 気持 ち を 持っ て 進 み 自分 で 考 えて 行 動 で きる 子 供を

育 む 」とい う こ とが 両園 共 通 の教 育 方 針 とし て 記 載さ れ て い る。そ して 、

C 園 の特 色 とし て 、「 今が 始 ま りの 子 ど も たち に と って 、何 が 大切 で 何が

必要 か を 見つ め た 保 育を 行 っ てい ま す。」「異 年 齢 の子 ど も た ちが 、 いろ

んな 遊 び や出 来 事 を 通し て そ れぞ れ 成 長 して い く、「ひ と り」から「 みん
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な」 に 変 わっ て い く 。そ ん な 『ふ れ あ い 』を 大 切 にし た 保 育 を行 っ てい

ます 。」と い う こと が 説 明 さ れて い る 。また 、 D 園 の 特色 と して は「 一 人

ひと り を 大切 に し た アッ ト ホ ーム な 保 育 」「 子 供 の状 態 を 把 握し 、適 切な

アド バ イ スを し 、 の びの び 活 動す る こ と によ り 、 自信 を つ け 何で も チャ

レン ジ で きる 子 。」 とい う こ とが 挙 げ ら れて い る 。  

 

２ ） 調 査 対 象 者  

2 回 の 調 査と も に 、 調査 の 趣 旨を 説 明 し た手 紙 を 保護 者 に 配 布し た。

そし て 、 書面 に よ る 同意 の あ った 母 子 計 75 組（ 男 児 の母 子 35 組、 女 児

40 組 ） に調 査 を 依 頼し た 。  

 

３ ） 調 査 項 目  

調査 の 内 容は 次 の 通 りで あ る 。 ① 三 軸 加 速度 セ ン サー を 搭 載 した 活動

量 計 （ オ ム ロ ン ヘ ル ス ケ ア 製 ， Active style Pro HJA -350IT お よ び  

HJA-750C）を 調 査 対 象 の 園 児 とそ の 母 親 が 1 週 間 装 着し た 。 ②活 動 記録

とし て 、 母親 が 自 分 と対 象 児 の起 床 ・ 就 寝時 刻 を 記入 、 そ し て、 対 象児

の身 体 活 動時 間 、 母 子一 緒 の 身体 活 動 時 間に つ い て種 類 別 で 時間 （ 分）

を記 入 し た。 な お 、 身体 活 動 の種 類 は、「運 動 （ 遊び ）・ス ポー ツ 」、「徒

歩・散 歩」、「家 事（ 手伝 い ）」、「 TV・ PC・電子 機 器ゲ ー ム 」であ る が 、今

回は「 家 事（手 伝 い ）」と「 TV・ PC・電子 機器 ゲ ー ム 」の 活 動 時間 に つ い

て分 析 の 対象 と し て いな い 。 よっ て 、 本 研究 に お いて 調 査 結 果と し て扱

われ る 「 身体 活 動 」 には 、「運 動 （ 遊び ）・ス ポ ー ツ」 と 「 徒 歩・ 散 歩」

が含 ま れ るこ と に な る 。ま た 、 2018 年 1 月の 調 査 のみ 、実 施 した「 運動

（遊 び ）・スポ ー ツ」の具 体 的 内容 の 記 述 を求 め た。③ 属性 お よび 母 子 の

身体 活 動 や母 親 の 健 康度 、 お よび 子 ど も の身 体 活 動を 促 進 さ せる 母 親の
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手間 要 因 に関 す る 内 容 な ど に つい て の 質 問紙 調 査 を母 親 に 対 して 実 施し

た 。さ ら に 、 2018 年 1 月 の 調査 の み 、自由 記 述 によ り 、母 子一 緒 の 運動

実施 の メ リッ ト ・ デ メリ ッ ト 、お よ び 機 会確 保 （ 工夫 と 阻 害 要因 ） に関

する 内 容 の回 答 を 求 めた 。  

活動 量 計 の測 定 値 か らは 、 子 ども の 歩 数 と MVPA、 母 親 の歩 数 と MVPA

が分 析 に 使用 さ れ た 。 測 定 時 間が 有 効 な 日を 解 析 対象 に 、 平 日と 休 日に

分け て 平 均し た も の を使 用 し た。 身 体 活 動量 や 活 動強 度 を 測 定す る 方法

とし て 、二 重標 識 水 法や 間 接 カロ リ メ ト リー 法 な ども あ る（ 酒井・青 柳，

2008） が 、対 象 者 の 負担 が 大 きい 上 に 幼 児に は 不 向き で あ り 、か つ 、日

常生 活 で の数 値 を 測 定す る こ とが で き な い。 そ こ で近 年 で は 加速 度 計に

よる 測 定 値を 用 い る 場合 が 多 い。 中 で も 三軸 加 速 度計 は 、 水 平方 向 の移

動で あ る 「歩 く ・ 走 る」 だ け では な く 、 それ ら 以 外の 活 動 も 検出 で きる

ため 、 よ り正 確 に 活 動強 度 を 測定 す る こ とが 可 能 であ る 。 よ って 、 本研

究で は 、 三軸 加 速 度 セン サ ー を搭 載 し た 活動 量 計 を用 い て 、 幼児 と 母親

の歩 行 数 と身 体 活 動 強度 別 時 間を 身 体 活 動量 の 評 価指 標 に 採 用し た 。  

活動 量 計 を用 い た 測 定に つ い ては 、 季 節 が異 な る と歩 数 や 身 体活 動量

に影 響 す る可 能 性 が ある （ 塙 ， 2011； 池 川， 2015）こ と か ら 、 2 回 の調

査を い ず れも 冬 期 に 実施 し た 。さ ら に 、 2 回 の 調 査と も 両 園 にお い て特

別な 行 事 が平 日 お よ び週 末 に 含ま れ な い 1 週 間 を 指定 し 、 朝起 き て 夜寝

るま で 、昼 寝 お よび 入水 時 を 除い て 装 着 する よ う 指示 し た。活動 量 計 は、

幼 児 の 腰 部に ク リ ッ プで 固 定 する よ う 母 親に 依 頼 した 。 デ ィ スプ レ イの

数字 が 見 える と 数 字 を気 に す る可 能 性 が ある た め 、テ ー プ を 貼り 数 字が

見え な い よう に 配 慮 した 。 何 時間 以 上 装 着し た も のを 採 用 す るか は 各研

究者 の 判 断に 委 ね ら れて い る 現状 が あ る が、 先 行 研究 （ 中 田 ， 2011；熊

谷ら ，2015）を 参 考 に す る と、一 日の 装 着時 間 が 10 時 間以 上の 日 が 平日
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2 日 以 上と 休 日 1 日 以上 あ る もの を 調 査 対象 者 に する 場 合 が 多い 。 しか

し、 そ の 場合 の 対 象 者は 成 人 の場 合 が 多 く、 睡 眠 時間 が 長 い 幼児 が 対象

者に 含 ま れて い る こ とを 考 慮 し、 本 研 究 では 一 日 の装 着 時 間 が 9 時 間以

上 の 日 が 平日 は 3 日 以上 、休日 は 1 日 以 上あ る も のを 調 査 対 象者 と し た。

同意 を 得た 75 組の うち 、条件 に 合 わな い 10 組を 除 いて 65 組を 調 査 対象

とし た 。epoch length（ 測 定 間隔 ）が 違 う と解 析 結 果に 影 響 を 及ぼ す（中

田ら ， 2012） こ と や 、本 研 究 の調 査 対 象 者に 断 続 的な 活 動 が 行わ れ る幼

児が 含 ま れて い る こ とを 考 慮 して 、より 間隔 の 短い 10 秒を epoch length

と し て す べ て の 活 動 量 計 の 設 定 を 行 な っ た 。 な お 、 活 動 量 計 は Pro 

HJA-350IT と HJA-750C の ２ つを 用 い て いる が 、 HJA-750C は HJA-350IT

の後 継 モ デル で 、 内 蔵さ れ て いる ア ル ゴ リズ ム は 両方 同 じ で あ る 。  

なお 、 成 人の 場 合 は 3 メ ッ ツ以 上 が 中 強度 以 上 とな る が 、 幼児 の 場合

は成 人 と 基礎 代 謝 量 （臥 位 安 静時 の 代 謝 量） が 違 うた め 、 同 じよ う に換

算 す る こ と が で き な い 。 先 行 研 究 に お い て 、 石 沢 ら （ 2014） が 幼 児 （ 2

歳 ～ 6 歳 ）4 名を 対 象 に日 常 生 活や 遊 び に 含ま れ る 動き の 様 子 をビ デ オで

撮影 し 、 ビデ オ に よ る動 き と 活動 量 計 に よる 活 動 強度 の 測 定 値を 照 合し

た 結 果 、 幼児 を 対 象 とし た 研 究で 、 4METs を 中 強 度の カ ッ ト オフ ポ イン

トと し て いる 。 そ こ で、 本 研 究で も 石 沢 ら （ 2014）に な ら い 、幼 児 に関

して は 4METs 以 上 を 中強 度 以 上の 活 動 と 捉え る こ とに し た 。  

ま た 、 活 動 記 録 か ら は 、「 子 ど も の 身 体 活 動 時 間 」 と 「 母 子 一 緒 の 身

体活 動 時 間」が 分析 に使 用 さ れた 。活動 量計 が 有 効で あ っ た 日を 対 象 に、

平日 と 休 日に 分 け て 平均 し た 時間 を そ れ ぞれ の 身 体活 動 時 間 とし た 。な

お、「 子 ど もの 身 体 活動 時 間」に は、子 ども 一 人 の活 動 や 他 の人 と の 活動

時間 に 加 え 、母 子 一 緒の 身 体 活動 時 間 も 含ま れ て いる 。な お 、「 運 動（遊

び）・ スポ ― ツ 」の 具体 的 内 容に つ い て は、 内 容 ごと の 人 数 を集 計 し た 。 
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そし て 、質 問紙 調 査 の項 目 の うち 、母 子 の年 齢 、子 ども の 身 長・体重 、

性、 学 年 、年 齢 、 母 親が 育 て てい る 子 ど もの 人 数 、母 親 の 1 週間 の 労働

時間 、 子 ども の 運 動 系の 習 い 事の 頻 度 、 母親 の 健 康度 （ 健 康 関連 QOL の

PCS，MCS，RCS，不 定 愁訴 ，ス トレ ス）、母 親の 身 体 活動 好 嫌 度（ 5 件 法 ）、

子ど も の 身体 活 動 を 促進 さ せ る母 親 の 手 間要 因 （ 見守 り 、 話 題、 観 戦、

運動 機 会 の確 保 、 徒 歩の 意 識）（ 5 件法 ）、母 親 の ソー シ ャ ル サポ ー ト要

因（主 に 家 事を す る 人数 、相 談 でき る 人 数）、さら に 自 由記 述 と し て 、子

ども の 母 子一 緒 に 運 動す る こ との メ リ ッ ト・ デ メ リッ ト 、 お よび 母 子一

緒 に 運 動 する 機 会 の 確保 （ 工 夫お よ び 阻 害要 因 ） に関 す る 内 容が 分 析に

使用 さ れ た。 な お、「見 守 り」「 観 戦」「 話題 」 の 選択 肢 の 得 点換 算 は 、 5

点＝ と て もよ く あ る ～ 1 点 ＝ ない 、 で あ り、「 運動 機 会 の確 保」「 移動 時

に徒 歩 」の 選 択肢 の 得点 換 算 は 、5 点＝ とて も し てい る ～ 1 点＝ し て いな

い、 で あ った 。  

母親 の 身 体活 動 好 嫌 度に つ い ては 、自 ら の運 動 習 慣へ の 影 響（ 村 松ら，

2009） や 、母 親 の 身 体活 動 好 意度 が 高 い と家 族 で の戸 外 活 動 を行 な う傾

向が 高 ま る（ 塩 野 谷 ， 2016） こと が 報 告 され て い るこ と か ら 、母 親 の好

嫌度 が 母 子そ れ ぞ れ の活 動 と 関連 す る 可 能性 が あ ると 考 え 、 分析 対 象と

した 。  

また 、 文 部科 学 省 の 調査 （ 2016） で 1 週 間の 総 運 動時 間 の 長 い小 学 5

年生 は 、「 家 の 人か らの 運 動 のす す め が ある 」「家 の 人 と一 緒に 運 動 を行

う」「 家 の 人と 一 緒 にス ポ ー ツ  を 見る 」「家 の 人と 一 緒に 運 動・ス ポー ツ

の話 を す る」 割 合 が 高い と 報 告さ れ て い る。 運 動 の「 話 題 」 や「 観 戦」

も、 保 護 者の 手 間 と して 関 連 する 可 能 性 が考 え ら れる た め 、 本研 究 が対

象と し た 幼児 に お い ても 同 様 の調 査 を 行 った 。 ま た、 小 学 生 に比 べ 、幼

児は 自 分 だけ で 運 動 の機 会 を 確保 し 、 活 動す る こ とが 難 し い こと を 考慮
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し、「 運動 の 機 会の 確保 」「見 守 り 」と いう 手 間 も分 析 対 象 とし た 。 さら

に 、 今 回 は 運 動 だ け で は な く 、 日 常 の 身 体 活 動 を 対 象 と し て い る た め 、

「移 動 時 に徒 歩 」 を 意識 し て いる こ と は 大切 で あ ると 考 え 手 間要 因 に含

めた 。 さ らに 、 ソ ー シャ ル サ ポー ト は 、 スト レ ス を緩 和 さ せ る要 因 とし

て従 来 か ら取 り 上 げ られ て い る内 容 で あ る（ 浦 ， 1992） が 、 母親 自 身が

体を 動 か すこ と や 母 親が 子 ど もに 手 間 を かけ る た めに は 、 母 親に 余 裕の

ある こ と が大 切 で あ り、 そ れ を支 え る 要 素と し て ソー シ ャ ル サポ ー トが

関連 す る 可能 性 が あ ると 考 え 、今 回 分 析 項目 と し て取 り 上 げ た。  

質問 紙 調 査の 母 親 の 主観 的 健 康度 の 尺 度 につ い て は 、研究 1 と同 じ く、

国際 的 に も使 用 さ れ 、か つ 項目 数 が 少な く ､信 頼性 と 妥 当性 が検 証 さ れて

い る SF-12（ 健康 関 連 QOL（ HRQOL: Health Related Quality of Life））

を 用 い 、 母 親 自 身 の 主 観 的 健 康 度 を 包 括 的 に 測 る こ と を 行 っ た 。 SF-12

は 12 項目 の 回 答か ら PCS、MCS、RCS の 健康 関 連 QOL 得 点 を 算出 す る こと

がで き る （ Ware et al.， 1996； 福 原・ 鈴鴨 ， 2004）。 また 、 SF-12 に加

え 、 よ り 具体 的 な 症 状か ら も 主観 的 健 康 を捉 え る ため 、 不 定 愁訴 や スト

レス に 関 する 質 問 も 設定 し た 。不 定 愁 訴 を測 定 す る尺 度 と し て日 本 人用

に開 発 さ れた 更 年 期 症状 評 価 表（ 本 庄・大濱 ，2001）を 使用 した 。ま た、

スト レ ス につ い て は 、個 人 の 生活 状 況 全 般に お け る包 括 的 な スト レ スを

測 定 す る 尺 度 し て 信 頼 性 と 妥 当 性 が 検 証 さ れ て い る Perceived Stress 

Scale の 日 本語 版（ Cohen， 1986；鷲 見 ， 2006）を 用 い た 。こ れら の 得 点

換算 の 仕 方に つ い て は前 章 の 「 2． 研究 方法 」 で 詳し く 説 明 して い る 。  

自由 記 述 に関 し て は 、 設 問 と して 、「母 子一 緒 の 身体 活 動 」 では な く、

「母 子 一 緒の 運 動 」 に関 す る 質問 を 設 定 した 。 そ の理 由 は、「身 体 活 動」

と い う 表 現は 、捉え 方が 様 々 にな る 可 能 性が あ り、回 答 の焦 点が 絞 れ ず、

回答 を カ テゴ リ ー 化 して 集 計 する こ と が 困難 に な る可 能 性 が ある と 考え
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たか ら で ある 。  

 

４ ） 分 析 方 法  

加速 度 計 のデ ー タ 抽 出に は 、 専用 ソ フ ト OMRON BI-LINK 活 動量 PRO お

よび オ ム ロン 通 信 ト レイ（ HHX-IT4）を 用い た 。ま た 、自 由 記述 以 外 の分

析に 関 し ては Excel 統計 for Windows（ Bell Curve） Version2.13 を 用い

た。 基 礎 デー タ を 男 女合 わ せ た全 体 で 算 出し た あ と、 男 女 別 で t 検 定を

実施 し た 。また 、子 ども の MVPA、母 親 の MVPA、母子 一 緒の 身体 活 動 時間

との 関 連 を検 討 す る ため 、 平 日・ 休 日 別 にス ピ ア マン の 順 位 相関 係 数を

求め た 。 その 後 、 有 意な 相 関 があ る も の およ び 子 ども の 性 と 年齢 を 説明

変数 と し 、子 ど も の MVPA お よ び 母親 の MVPA を 独 立 変数 とし て 重 回帰 分

析を 実 施 した 。 さ ら に、 園 児 の男 女 別 に 、母 子 一 緒の 身 体 活 動時 間 を平

均値 に よ り長 短 の 2 群に 分 け、平 日 と休 日そ れ ぞ れに ｔ 検 定 を実 施 し た。

なお 、す べ ての 分 析 にお い て 有意 水 準 は 5％で あ った 。ま た、「 運動（ 遊

び）・ス ポー ツ 」の 具 体的 内 容 に関 し て は 内容 ご と の人 数 を 男 女別 で 集計

した 。  

自由 記 述 に関 し て は 、得 られ た 情 報 に つ い て 、 KJ 法（ 川 喜 田 ， 1967・

1970） な どの 分 析 方 法を 参 考 に記 述 内 容 をカ テ ゴ リー 化 し 、 カテ ゴ リー

ごと の 人 数を 集 計 し た後 、 回 答内 容 の 総 数に 占 め る割 合 を 算 出し た 。  

なお 、 こ の カ テ ゴ リ ー化 に 関 して 、 保 育 系の 研 究者 1 名 に 内 容を 確認

して も ら うこ と で 妥 当性 の 検 証を 行 な っ た。  

 

５ ） 倫 理 的 配 慮  

倫理 面 の 配慮 と し て 、デ ー タ の使 用 は 研 究目 的 に 限ら れ 研 究 終了 後 は

責任 を も って 破 棄 す るこ と 、 個人 情 報 保 護の 厳 守 、調 査 中 途 で の 協 力中
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断 ・ 辞 退 の自 由 が 確 保さ れ る こと 、 機 器 の故 障 や 破損 な ど が 生じ た 場合

でも 一 切 責任 を 負 う こと が な いこ と を 説 明し 、 同 意を 得 た 上 で調 査 を実

施し た 。な お 、 2016 年 2 月 の 調査 は 、和 洋女 子 大 学ヒ ト を 対 象と す る 生

物 学 的 研 究 ・ 疫 学 的 研 究 に 関 す る 倫 理 委 員 会 に て 承 認 を 得 て お り （ 第

1524 号）、 2018 年 1 月の 調 査 は 、 松 蔭 大 学研 究 倫 理委 員 会 に て承 認 を得

てい る （第 47 号）。  

 

３ ． 結 果  

１ ） 分 析 対 象 者 に つ い て  

同意 の あ った 母 子 75 組 （男 児 の 母子 35 組 、女 児 40 組） のう ち 、 調

査デ ー タ に不 足 の あ った 10 組 を 分 析か ら除 外 し、分 析 対象 者は 65 組（男

児の 母 子 30 組 ，女 児 35 組） で あ った 。  

 

２ ） 母 親 の 基 礎 デ ー タ （表 6－ 1・ 表 6－ 2）  

母親 の 平 均年 齢 は 38.8±4.3 歳、母親 の 平均 歩 数 は平 日 7313±2585.6

歩、 休 日 6285±2488.0 歩 、 母親 の 平均 MVPA は 平日 102.3±37.9 分 、 休

日 86.0±36.1 で あ っ た 。 母 親 の 主 観 的 健 康 度 の 各 平 均 得 点 は 、

PCS51.3±11.4、MCS51.7±6.9、RCS43.9±10.3、不 定愁 訴 12.8±8.4、ス

トレ ス 28.2±6.0 で あっ た 。  

子 ど も の 身 体 活 動 を 高 め る こ と に 影 響 す る 可 能 性 が あ る 母 親 の 手 間

要 因 の 平 均 得 点 は 、 運 動 （ 遊 び ）・ ス ポ ー ツ の 見 守 り が 3.3±1.2、 ス ポ

ーツ の 話 題を す る が 3.4±0.9、ス ポ ー ツを 観 戦 する が 2.3±1.0、子ど も

の運 動 機 会を 確 保 す るよ う に 意識 し て い るが 3.4±0.9、移 動 時に 徒 歩を

意識 す る が 3.3±1.1 であ っ た 。な お、「見 守 り」「 観 戦」「 話題 」 の 選択

肢と 得 点 換算 は 、 5 点＝ と て もよ く あ る 、 4 点 ＝ よ くあ る 、  3 点＝ たま
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にあ る 、2 点＝ あ ま りな い 、1 点＝ な い 、で あ り、平 均 する と、「見 守 り 」

と「 話 題 」は 3 点 台 で、「 たま に あ る」 とい う 頻 度と な り、「観 戦 」 は 2

点台 で 「 あま り な い 」と い う 頻度 と な る 。ま た 、「 運 動 機会 の確 保 」「 移

動時 に 徒 歩」の選 択 肢と 得 点 換算 は、5 点＝ と て もし て い る 、4 点 ＝ して

いる 、3 点 ＝少 し し てい る 、2 点＝ あ ま りし て い ない 、1 点 ＝し て い ない 、

であ り 、 どち ら も 平 均が 3 点 台 で「 少 し して い る 」と い う 意 識レ ベ ルと

なっ た 。   

有職 者 は 26 名 （ 40.0％ ） で、 う ち 男児 の母 親 は 10 名 、女 児の 母 親 は

16 名 で あ った 。 ま た、 無 職 者は 39 名 （ 60.0％ ）で 、 う ち 男児 の 母 親は

20 名、 女 児 の母 親 は 19 名で あ っ た。 母親 の 1 週 間の 労 働 時間 （ 家 事育

児な ど で はな い 労 働 ）の 合 計は 、平 均 す る と平 均 す ると 11.1 時間（ SD17.0）

であ っ た が、 調 査 対 象者 の う ち労 働 時 間 が 0 時 間 の者 が 60.0％ （ 39 名）

を 占 め て い る た め 、 有 職 者 だ け の 平 均 を 算 出 し た と こ ろ 27.3 時 間

（ SD16.4）で あ っ た 。母 親 以 外で 主 に 家 事を す る 人の 人 数 の 平均 は 1.1

人 （ SD1.0）、 子 育 て に関 し て 相談 で き る 人数 の 平 均は 6.6 人 （ SD4.7）、

子ど も の 人数 の 平 均 は 2.1 人 （ SD0.7） であ っ た 。  
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表6－1　母親の基礎データ

母親年齢

(歳）

母親平日歩数

(歩）

母親休日歩数

(歩）

母親平日

MVPA(分）

母親休日

MVPA(分）

平均 38.8 7313 6285 102.3 86.0

SD 4.3 2585.6 2488.0 37.9 36.1

PCS（得点） MCS（得点） RCS（得点）
不定愁訴

（得点）

ストレス

（得点）

平均 51.3 51.7 43.9 12.8 28.2

SD 11.4 6.9 10.3 8.4 6.0

見守り

(頻度得点）

スポーツの

話題

（頻度得点）

スポーツ観戦

（頻度得点）

子どもの運動

機会確保

（度合得点）

移動時徒歩

意識

(度合得点）

平均 3.3 3.4 2.3 3.4 3.3

SD 1.2 0.9 1.0 0.9 1.1

労働時間

（時間）

家事人数

（人）

相談人数

(人）

子どもの人数

(人）

平均 11.1 1.1 6.6 2.1

SD 17.0 1.0 4.7 0.7

N＝65

 

表6－2　母親の就労形態

男児の母親（名） 女児の母親（名） 計 （％）

有職者 10 16 26 40.0

無職者 20 19 39 60.0

計 30 35

（％） 46.2 53.9
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３ ） 子 ど も の 基 礎 デ ー タ と 男 女 別 の 比 較 （表 7－ 1・ 表 7－ 2・表 7－ 3）  

 子 ど も の平 均 年 齢 は 5.9±0.6 歳 、 平 均身 長 は 111.2±6.2cm、 平均 体

重 は 18.9±2.6kg、 平均 カ ウ プ指 数 は 15.3±1.2 であ っ た 。  

子ど も の 平均 歩 数 は 平日 10919±2934.9 歩、 休日 10194±3538.2 歩 、子

ども の 平均 MVPA は 98.6±33.2 分 、休 日 90.4±39.8 分 で 、運 動 系 の習 い

事の 頻 度 は平 均 週 に 1.7±1.3 回 で あ った 。  

次に 男 女 別で は 、 平 均年 齢 は 男 児 5.8±0.6 歳 、女 児 6.0±0.6 歳、 平

均 身 長 は 男 児 111.0±5.3cm 、 女 児 111.3±7.0cm 、 平 均 体 重 は 男 児

18.9±7.0kg、 女 児 19.0±3.1kg、 平 均 カウ プ 指 数は 男 児 15.3±1.2、 女

児 15.3±1.3 、 平 均 歩 数 は 平 日 の 男 児 が 12436± 3036.0 歩 、 女 児 が

9662±2186.7 歩 、休 日の 男 児が 10149±3304.6 歩 、女 児が 10231±3768.4

歩 、平均 MVPA は 平 日の 男 児が 113.±39.1 分 、女 児が 86.7±21.6 分 、休

日の 男 児 が 97.2±39.0 分 、 女 児が 84.8±40.2 分 、 1 週 間の 運動 系 の 習

い事 の 平 均回 数 は 男 児が 1.7±1.2 回 、 女児 が 1.7±1.5 回 であ っ た 。  

男女 で 有 意な 差 が あ る か t 検 定 を 実施 した と こ ろ、 平 日 の 歩数 （ p＜

0.01， t＝ 4.24）と 平日 の MVPA（ p＜ 0.01， t＝ 3.41） のみ 有意 な 差 が示

され た 。歩 数は 男 児 の方 が 多 く 、MVPA に 関し て も 男児 の 方 が 長い と いう

結果 で あ った 。  

なお 、 対 象児 の 学 年 と性 は 、 年長 男 児 が 13 名、 年 長 女児 が 13 名、 年

中男 児 が 17 名 、 年 中女 児 22 名で あ っ た。 男 女 合わ せ た 年 長児 は 26 名

（ 40.0％）、 年 中児 は 39 名（ 60.0％） で、 年 長 児と 年 中 児 合わ せ た 男児

は 30 名（ 46.2％）、 女児 は 35 名 （ 53.9％） で あ った 。  
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表7－2　対象児の学年･性

男児（名） 女児（名） 計 （％）

年長 13 13 26 40.0

年中 17 22 39 60.0

計 30 35

（％） 46.2 53.9

 

表7-1　男女別子どもの基礎データ

年齢

（歳）

身長

（cm）

体重

（ｋｇ）
カウプ指数

平均 5.9 111.2 18.9 15.3

SD 0.6 6.2 2.6 1.2

平均 5.8 111.0 18.9 15.3

SD 0.6 5.3 7.0 1.2

平均 6.0 111.3 19.0 15.3

SD 0.6 7.0 3.1 1.3

t値 -0.93 -0.24 -0.19 -0.06

p値 n.s. n.s. n.s. n.s.

平日歩数

(歩）

休日歩数

(歩）

平日

MVPA(分）

休日

MVPA(分）

習い事

頻度(回）

平均 10919 10194 98.6 90.4 1.7

SD 2934.9 3538.2 33.2 39.8 1.3

平均 12436 10149 113.0 97.2 1.7

SD 3036.0 3304.6 39.1 39.0 1.2

平均 9662 10231 86.7 84.8 1.7

SD 2186.7 3768.4 21.6 40.2 1.5

t値 4.24 -0.09 3.41 1.24 -0.21

p値 ** n.s. ** n.s. n.s.

男児N=30，女児N＝35，全体N=65                

**:p<0.01,n.s.:有意差無し 

全体

男児

女児

全体

男児

女児
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 子 ど も の運 動 系 の 習い 事 を 複数 回 答 可 で尋 ね た とこ ろ 、 男 女と も 1 位

がス イ ミ ング（ 男児 19 名 、女児 16 名 ）、2 位 が体 操（男 児 9 名、女 児 10

名 ）で あ っ た 。3 位 は 、男 児 が サッ カ ー 7 名 、女 児 が バレ エ とチ ア リ ーデ

ィン グ が とも に 7 名 で、 4 位以 下 は男 児 では 空 手 、テ ニ ス 、 スポ ー ツ ジ

ム、 野 球 、ラ グ ビ ー が 2 名 ず つ、 そ し て 陸上 が 1 名と な り 、 女児 は 新体

操 6 名 、 ダン ス 2 名 、リ ト ミ ック １ 名 で あっ た 。  

なお 、 運 動系 の 習 い 事を し て いな い 人 が 男児 5 名 、女 児 1 名 いた 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ ） 母 子 一 緒 の 身 体 活 動 時 間 及 び 運 動 （ 遊 び ）・ ス ポ ー ツ の 種 類  

母子 一 緒 の身 体 活 動 時間 の 平 均 を 表 8－ 1 に 示 し た。 全 体 で は、 平日

が 22.7 分（ SD24.3）（ ただ し 、園 の 保 育時 間除 く ）、休日 は 65.6 分（ SD61.0）

で あ っ た 。 男 女 別 で は 、 男 児 の 一 緒 の 時 間 の 平 均 は 平 日 が 22.1 分

（ SD23.0）、 休 日が 69.8 分 （ SD66.0） で、 女 児 の一 緒 の 時 間の 平 均 は平

日 が 23.2 分 （ SD25.7）、 休 日が 62.0（ SD57.3）で あ っ た。 なお 、 t 検 定

の結 果 、 男女 の 有 意 差は な か った 。  

 

表7－3　習い事（運動系）の種類

男児（N=30） （名） 女児（N=35） （名）

スイミング 19 スイミング 16

体操 9 体操 10

サッカー 7 バレエ 7

空手 2 チアリーディング 7

テニス 2 新体操 6

スポーツジム 2 ダンス 2

野球 2 リトミック 1

ラグビー 2 （複数回答）

陸上 1
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次に 、 2018 年 1 月 の調 査 時 のみ 、 母 子 一緒 の 運 動（ 遊 び）・ス ポ ー ツ

の種 類 に つい て 記 述 を求 め た（ 複数 回 答 可）（表 8－ 2）。よ っ て 、男 児の

母 親 20 名 、 女 児の 母 親 15 名 か ら の回 答結 果 と なる 。 1 週 間の う ち 行な

った 活 動 につ い て そ の日 ご と に記 載 を 依 頼し た た め、 同 じ 母 親が 同 じ種

類の 活 動 を複 数 日 に おい て 回 答し て い る 場合 が あ るが 、 複 数 記載 さ れて

いる 場 合 でも そ れ は 1 名 と い う扱 い で 集計 を 行 なっ た 。 ま た、 回 答 の仕

方が 、「公 園 遊 び」 のよ う に 大き な カ テ ゴリ ー と、「 滑 り台 」と い っ た具

体的 内 容 のも の が あ った が 、 記述 さ れ た その ま ま で集 計 し た 。  

 そ の 結 果、男 児 の 母子 で は 、風 船 遊 び（風 船 バ レー 含 む）、プ ー ル（ス

イミ ン グ）、キ ッ ク ボー ド 、ボ ー ル遊 び 、滑 り台 、公 園 遊 び（ こ こま で 2

名 ）、 サッ カ ー 、野 球、 ド ッ ジボ ー ル 、 フリ ス ビ ー、 縄 跳 び 、鬼 ご っ こ、

 

表8－1　母子一緒の身体活動時間

平日母子

一緒の身

体活動時

間(分）

休日母子一

緒の身体活

動時間

(分）

平均 22.7 65.6

SD 24.3 61.0

平均 22.1 69.8

SD 23.0 66.0

平均 23.2 62.0

SD 25.7 57.3

t値 -0.18 0.51

p値 n.s. n.s.

 男児N=30，女児N＝35，全体N=65

n.s.:有意差無し 

全体

男児

女児
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砂遊 び 、 階段 遊 び 、 自転 車 、 ダン ス 、 ト ラン ポ リ ン、 ス ケ ー トの 回 答を

得た 。ま た 、女 児 の 母子 で は 、縄跳 び（ 3 名）、かけ っ こ（ 2 名）、公園 遊

び、 遊 具 遊び 、 ア ス レチ ッ ク 、野 球 、 卓 球、 鬼 ご っこ 、 ス キ ップ 、 横走

り、 ダ ン ス、 そ り の 回答 を 得 た。  

 な お 、母 子 一緒 の 運動（ 遊び ）・スポ ー ツが 1 週 間の う ち 全 く無 か っ た

母子 は 、 男児 9 名 、 女児 7 名 であ っ た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表8－2　母子一緒の運動（遊び）・スポーツの種類

男児（N=20) （名） 女児（N=15) （名）

風船遊び（バレー） 2 縄跳び 3

プール（スイミング） 2 かけっこ 2

キックボード（それを走って追いかけるも含む） 2 公園遊び 1

ボール遊び 2 遊具遊び 1

滑り台 2 アスレチック 1

公園遊び 2 野球 1

サッカー 1 卓球 1

野球 1 鬼ごっこ 1

ドッジボール 1 スキップ 1

フリスビー 1 横走り 1

縄跳び 1 ダンス 1

鬼ごっこ 1 そり 1

砂遊び 1 （複数回答）

階段遊び 1

自転車 1

ダンス 1

トランポリン 1

スケート 1
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５ ）子 ど も と 母 親 の 中 強 度 以 上 活 動 時 間 お よ び 母 子 一 緒 の 身 体 活 動 時 間

と 他 要 因 と の 関 連  

子ど も の 平日 と 休 日 の MVPA、 母 親 の平 日と 休 日 の MVPA、 母親 の 各 種

主観 的 健 康度 、 平 日 と休 日 の 母子 一 緒 の 身体 活 動 時間 に 関 し てど の よう

な要 因 と 関連 が あ る のか 、 上 述し た 内 容 に加 え 、 年齢 、 カ ウ プ指 数 、母

親の 年 齢 、子 ど も の 平日 と 休 日の 歩 数 、 母親 の 平 日と 休 日 の 歩数 、 子ど

もの 運 動 系の 習 い 事 の頻 度 、 平日 と 休 日 の子 ど も の身 体 活 動 時間 （ 母親

と一 緒 の 時間 も 含 め た歩 行 と 運動・ス ポ ーツ 時 間）、母 親 の 身体 活 動 好嫌

度、 母 親 の手 間 要 因 （見 守 り 、話 題 、 観 戦、 運 動 機会 の 確 保 、徒 歩 の意

識）、母 親 の労 働 時 間、母 親の ソ ーシ ャ ルサ ポ ー ト要 因（ 主 に家 事 を する

人数 、相 談 で きる 人 数）、子 ども の 人 数 に関 し て スピ ア マ ン の順 位 相 関係

数を 求 め た（ p＜ 0.05）。表 9－ 1 に 有 意 な関 連 が 認め ら れ た 項目 間 に つい

ての み 相 関係 数 を 記 載し て い る。  

子ど も の 平日 の MVPA と 有 意 な高 い 正 の 相関 が あ った の は 、 子ど もの

平日 の 歩 数（ ｒ ＝ 0.841，ｐ＞ 0.01）で 、低い 正 の 相関 が あ っ たの は 、性

（ｒ ＝ 0.380，ｐ ＞ 0.01）、子 ども の 休 日 の MVPA（ ｒ ＝ 0.372，ｐ＞ 0.01）、

母親 の 労 働時 間（ ｒ ＝ 0.253，ｐ ＞ 0.05）で あ っ た。ま た、子ど も の 休日

の MVPA と 有 意 な高 い正 の 相 関が あ っ た のは 、子 ど も の休 日 の歩 数（ ｒ ＝

0.726，ｐ ＞ 0.01）で 、低 い 正の 相 関 があ った の は、子 ど もの 平日 歩 数（ ｒ

＝ 0.291，ｐ＞ 0.05）、子 ども の 平 日の MVPA（ ｒ＝ 0.372，ｐ ＞ 0.05）、休

日の 子 ど もの 身 体 活 動時 間 （ ｒ＝ 0.287，ｐ ＞ 0.05）、 休日 の母 子 一 緒の

身体 活 動 時間（ ｒ ＝ 0.275，ｐ ＞ 0.05）、母親 の 相 談人 数（ ｒ ＝ 0.256，ｐ

＞ 0.05）で あっ た 。また 、低 い 負の 相 関 があ っ た のは 母 親 の 労働 時 間（ ｒ

＝ -0.351，ｐ ＜ 0.01）で あ っ た。  

次に 、 母 親の 平 日 の MVPA と有 意 な 正 の高 い 相 関が あ っ た のは 、 母親
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の平 日 の 歩数（ ｒ ＝ 0.797，ｐ＞ 0.01）、母親 の 休 日の MVPA（ ｒ＝ 0.789，

ｐ ＞ 0.05）で 、 中 程 度の 相 関 があ っ た の は母 親 の 休日 歩 数 （ ｒ＝ 0.444，

ｐ ＞ 0.05）、 低 い相 関が あ っ たの は 子 ど もの 休 日 の歩 数 （ ｒ ＝ 0.257， ｐ

＞ 0.05）、母 親の PCS（ ｒ＝ 0.319，ｐ＞ 0.05）、休 日 の母 子 一 緒の 身 体 活

動時 間 （ ｒ＝ 0.341，ｐ ＞ 0.05） で あ っ た。 ま た 、母 親 の 休 日の MVPA と

有意 な 高 い正 の 相 関 があ っ た のは 母 親 の 平日 の MVPA（ ｒ＝ 0.789， ｐ＞

0.01）で 、中 程 度 の 相関 が あ った の は 、母親 の 平 日歩 数（ ｒ ＝ 0.563，ｐ

＞ 0.01）、 母 親 の休 日歩 数 （ ｒ＝ 0.622，ｐ ＞ 0.01） で あ っ た。 そ し て、

低い 正 の 相関 が あ っ たの は 、 母親 の PCS（ｒ ＝ 0.248， ｐ＞ 0.05）、 休日

の母 子 一 緒の 身 体 活 動時 間 （ ｒ＝ 0.368，ｐ ＞ 0.01）、 母親 の身 体 活 動好

嫌度（ ｒ＝ 0.281，ｐ＞ 0.01）、子ど も の人 数（ｒ ＝ 0.299，ｐ ＞ 0.05）で

あ り 、低 い 負の 相 関 があ っ た のは 年 齢（ ｒ＝ － 0.250，ｐ＞ 0.05）であ っ

た 。  

平 日 の 母 子 一 緒 の 身 体 活 動 時 間 と 中 程 度 の 正 の 有 意 な 相 関 が あ っ た

のは 、平 日の 子 ども の身 体 活 動時 間（ｒ ＝ 0.520，ｐ ＞ 0.01）、見 守 り（ ｒ

＝ 0.503，ｐ ＞ 0.01）、運 動 機会 の 確 保の 意識（ ｒ＝ 0.401，ｐ ＞ 0.01）で 、

低い 正 の 有意 な 相 関 が見 ら れ たの は、母 親の 平 日 歩数（ｒ ＝ 0.352，ｐ ＞

0.05）、休 日 の 子ど もの 身 体 活動 時 間（ ｒ＝ 0.256，ｐ ＞ 0.05）、休 日 の 母

子一 緒 の 身体 活 動 時 間（ ｒ ＝ 0.285，ｐ ＞ 0.05）、話 題（ ｒ ＝ 0.307，ｐ ＞

0.05）で、負の 有 意 な 中程 度 の 相関 が あ っ たの は 、労 働 時 間（ ｒ ＝ -0.452，

ｐ ＞ 0.01）で あ っ た 。ま た 、 休日 の 母 子 一緒 の 身 体活 動 時 間 と正 の 有意

な中 程 度 の相 関 が あ った の は 、母親 の 休 日歩 数（ ｒ ＝ 0.477，ｐ＞ 0.01）、

で、 低 い 有意 な 正 の 相関 が あ った の は 、 子ど も の 休日 歩 数 （ ｒ＝ 0.259，

ｐ ＞ 0.05）、 子 ども の 休 日 の MVPA（ｒ ＝ 0.275， ｐ ＞ 0.05）、母 親 の 平日

歩数（ ｒ ＝ 0.336，ｐ ＞ 0.01）、母 親 の平 日 の MVPA（ ｒ＝ 0.340，ｐ＞ 0.01）、
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母親 の 休 日 の MVPA（ｒ ＝ 0.368， ｐ＞ 0.01）、 見 守り （ ｒ ＝ 0.255，ｐ ＞

0.05） で 、負 の 有 意 な低 い 相 関が あ っ た のは 労 働 時間 （ ｒ ＝ -0.339，ｐ

＞ 0.01） であ っ た 。  
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表9－1　中強度以上活動時間、母子一緒の身体活動に関連する要因の相関関係

子ども平

日MVPA

子ども休

日MVPA

母親平日

MVPA

母親休日

MVPA

平日母子

一緒の身

体活動時

間

休日母子

一緒の身

体活動時

間

年齢 ー0.250*

カウプ指数

母親年齢

子ども平日歩数 0.841** 0.291*

子ども平日MVPA ＿ 0.372*

子ども休日歩数 0.726** 0.257* 0.259*

子ども休日MVPA 0.372** ＿ 0.275*

母親平日歩数 0.797**　　0.563**  0.352* 0.336**

母親平日MVPA ＿ 0.789** 0.340**

母親休日歩数 0.444* 0.622** 0.477**

母親休日MVPA 0.789* ＿ 0.368**

PCS 0.319* 0.248* 

MCS

RCS

不定愁訴

ストレス

習い事頻度

子ども平日身体活動

時間
0.520**

子ども休日身体活動

時間
0.287* 0.256*

平日母子一緒の身体

活動時間
＿

休日母子一緒の身体

活動時間
0.275* 0.341* 0.368** 0.285* ＿

母親身体活動好嫌度 0.281** 

見守り 0.503** 0.255*

話題 0.307*

観戦

運動機会確保意識 0.401** 

手伝い機会意識

移動時徒歩意識

労働時間 0.253* -0.351** -0.452** -0.339**

家事人数

相談人数 0.256*

子の人数 0.299*

*:p<0.05,**:p<0.01

相関係数は有意なもののみ記載
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６ ） 母 親 の 主 観 的 健 康 と 他 要 因 と の 関 連  

母親 の 各 種主 観 的 健 康度 に つ いて 、 表 10－ 2 に 有意 な 関 連 が認 め られ

た項 目 間 につ い て の み相 関 係 数を 記 載 し た。  

まず 、PCS と有 意 な 低い 相 関 があ っ た の は、母 親 の平 日 歩数（ ｒ＝ 0.309，

ｐ ＞ 0.01）、 母 親の 平日 の MVPA（ ｒ＝ 0.319， ｐ ＞ 0.05）、 母親 の 休 日の

MVPA（ ｒ ＝ 0.248，ｐ ＞ 0.05）、労 働 時 間（ ｒ＝ 0.381，ｐ ＞ 0.01）で あ り、

低い 負 の 相関 を 示 し たの は 不 定愁 訴（ ｒ ＝ -0.296，ｐ＞ 0.05）であ っ た。

MCS は母 親 の相 談 の 人数（ ｒ ＝ 0.247，ｐ ＞ 0.05）と有 意 な 低 い正 の 相 関、

不定 愁 訴（ ｒ＝ 0.451，ｐ ＞ 0.01）と中 程度 の 負 の相 関 を 示 した 。 RCS は

年 齢（ ｒ＝ 0.247，ｐ ＞ 0.05）と 有 意 な 低 い 正 の 相 関を 示 し、不定 愁 訴（ ｒ

＝ -0.352，ｐ ＞ 0.05）と 低 い 負の 相 関 を 示し た 。 不定 愁 訴 は MCS（ ｒ＝

-0.451，ｐ ＞ 0.05）と有 意 な 中程 度 の 負 の相 関 が あり 、PCS（ ｒ＝ -0.296，

ｐ ＞ 0.05）、 RCS（ ｒ ＝ -0.352，ｐ ＞ 0.05）と 有 意 な低 い 負 の 相関 が あっ

た。ス トレ ス と 低い 正の 相 関 があ っ た の は、母 親の 平 日 歩数（ ｒ＝ 0.291，

ｐ ＞ 0.05）、習 い事（ ｒ＝ 0.263，ｐ ＞ 0.05）、子 ど もの 休 日 の身 体 活 動時

間 (ｒ =0.283，ｐ ＞ 0.05)、休日 の 母子 一 緒の 身 体 活動 時 間 (ｒ =0.301，ｐ

＞ 0.05)で あ っ た。  
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表9－2　母親の主観的健康に関連する要因の相関関係

PCS MCS RCS
不定愁

訴

ストレ

ス

年齢 0.247*

カウプ指数

母親年齢

子ども平日歩数

子ども平日MVPA

子ども休日歩数

子ども休日MVPA

母親平日歩数 0.309** 0.291*

母親平日MVPA 0.319*

母親休日歩数

母親休日MVPA 0.248*

PCS ＿ -0.296*

MCS ＿ -0.451*

RCS ＿ -0.352*

不定愁訴 -0.296* -0.451* -0.352* ＿

ストレス ＿

習い事頻度 0.263*

子ども平日身体活動

時間

子ども休日身体活動

時間
0.283*

平日母子一緒の身体

活動時間

休日母子一緒の身体

活動時間
0.301*

母親身体活動好嫌度

見守り

話題

観戦

運動機会確保意識

手伝い機会意識

移動時徒歩意識

労働時間 0.381**

家事人数

相談人数 0.247*

子の人数

*:p<0.05,**:p<0.01

相関係数は有意なもののみ記載
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７ ）子 ど も と 母 親 の 中 強 度 以 上 活 動 時 間 お よ び 母 親 の 主 観 的 健 康 度 に 影

響 す る 要 因  

子ど も の MVPA、母親 の MVPA、母 親 の 主観 的健 康 度（健 康 関連 QOL，不

定愁 訴 ，ス ト レ ス）に どの よ う な要 因 が 影 響し て い るか を 検 討 する た め、

重回 帰 分 析を 実 施 し た（ p＜ 0.05）。 上 述 の相 関 関 係か ら 、 相 関が あ るも

の お よ び 子ど も の 性 と年 齢 を 説明 変 数 と した 。ただ し 、歩 数 と MVPA な ど、

相関 が 高 い組 み 合 わ せが あ る こと か ら 、 多重 共 線 性が 発 生 す るこ と を防

ぐた め 、 相関 が 高 い 組み 合 わ せが 変 数 に 入ら な い よう に 考 慮 して 分 析を

行な っ た 。結 果 は 表 10 にま と め た 。  

子ど も の 平日 MVPA を目 的 変 数と し 、子 ども の 性 、子 ども の 休日 MVPA、

母親 の 労 働時 間 の 説 明変 数 に より 、修 正 R2 乗 が 0.394（ F 値 ＝ 11.252，p

＜ 0.01） の有 意 な 回 帰式 が 得 られ た 。 標 準偏 回 帰 係数 は 、 子 ども の 性が

β ＝ 0.309（ p＜ 0.01）、 子 ども の 休日 MVPA が β ＝ 0.560（ p＜ 0.01）、 労

働時 間 が β＝ 0.356（ p＜ 0.01） で あっ た。 ま た 、子 ど も の 休日 MVPA を

目的 変 数 とし 、子ど もの 平 日 MVPA、労 働 時間 、相談 人 数 の説 明変 数 に よ

り 、修 正 R2 乗が 0.470（ F 値 ＝ 8.977，ｐ ＜ 0.01）の 有意 な 回 帰式 が 得 ら

れた 。 標 準偏 回 帰 係 数は 、 子 ども の 平 日 MVPA が β＝ 0.525（ p＜ 0.01）、

労働 時 間が β ＝ － 0.384（ ｐ ＜ 0.01）、相 談人 数 が β ＝ 0.208（ ｐ＜ 0.05）

であ っ た 。な お 、子 ども の 平 日歩 数 は 子 ども の 休日 MVPA と 相関 が あ った

が平 日 MVPA と の相 関係 数 が 高か っ た た め、 分 析 から は 外 し た。  

母親 の 平日 MVPA を 目的 変 数 とし 、母 親 休日 歩 数 、PCS の 説 明変 数 に よ

り、 修 正 R2 乗が 0.317（ F 値＝ 5.875， p＜ 0.01） の 有 意な 回帰 式 が 得ら

れた 。標 準 偏回 帰 係 数は 、母 親 の休 日 歩 数が β ＝ 0.404（ ｐ ＜ 0.01）、PCS

が β ＝ 0.296（ ｐ ＜ 0.05）で あ っ た。母 親 の休 日 の MVPA を目 的変 数 と し、

子ど も の 年齢 、 母 親 の平 日 歩 数、 休 日 母 子一 緒 の 身体 活 動 、 子ど も の人
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数の 説 明 変数 に よ り 、修正 R2 乗 が 0.361（ F＝ 6.081，ｐ ＜ 0.01）の 有 意

な回 帰 式 が得 ら れ た 。標 準 偏 回帰 係 数 は 、 子 ど も の年 齢 が β ＝－ 0.236、

（ p＜ 0.05）、 母 親 の 平日 歩 数 がβ ＝ 0.232（ ｐ ＜ 0.05）、 休 日 母子 一 緒の

身体 活 動が β ＝ 0.255（ ｐ ＜ 0.05）、子ど もの 人 数が β ＝ 0.237（ ｐ ＜ 0.05）、

であ っ た 。  

PCS を目 的 変数 と し 、不 定 愁 訴の 説 明 変 数に よ り 、修 正 R2 乗が 0.150

（ F=3.789， P＜ 0.01）の 有 意 な回 帰 式 が 得ら れ た 。標 準 偏 回 帰係 数 は、

PCSβ ＝－ 0.276（ ｐ ＜ 0.05）で あっ た 。MCS を 目 的変 数 と し 、不定 愁 訴、

相談 人 数 の説 明 変 数 によ り 、修 正 R2 乗 が 0.199（ F 値 ＝ 8.845，ｐ＜ 0.01）

の有 意 な 回帰 式 が 得 られ た 。標 準 偏回 帰 係数 は 、不 定 愁訴 が β＝ － 0.415

（ｐ ＜ 0.01）、 相談 人数 が β＝ 0.231（ ｐ＜ 0.05）で あ っ た 。 RCS を 目 的

変数 と し 、子 ど も の 年齢 、不 定愁 訴 の 説 明変 数 に より 、修正 R2 乗 が 0.168

（ F=5.226， ｐ ＜ 0.01） の 有意 な 回 帰式 が得 ら れ た。 標 準 偏 回帰 係 数 は、

子ど も の 年齢 が β ＝ 0.273（ｐ ＜ 0.05）、 不定 愁 訴 が β ＝－ 0.288（ ｐ＜

0.05） で あっ た 。 不 定愁 訴 を 目的 変 数 と し、 PCS、 MCS、 RCS の説 明 変数

によ り 、修正 R2 乗 が 0.387（ F=14.293，ｐ＜ 0.01）の 有 意 な回 帰 式 が得

られ た 。 標準 偏 回 帰 係数 は 、 PCS が β ＝ － 0.380（ ｐ ＜ 0.01）、 MCS が β

＝ － 0.399（ ｐ＜ 0.01）、RCS が β ＝ － 0.427（ ｐ＜ 0.01）で あっ た 。スト

レス を 目 的変 数 と し た分 析 で は、 有 意 な 回帰 式 を 得る こ と が でき な かっ

た 。  
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表10　母子の中強度以上時間および母親の主観的健康に影響する要因（重回帰分析）

目的変数 説明変数 標準偏回帰係数 修正R2乗

子ども平日 性 0.309** 0.394**

MVPA 子ども年齢 0.090

子ども休日MVPA 0.560**

労働時間 0.356**

子ども休日 性 -0.120 0.470**

MVPA 子ども年齢 -0.135

子ども平日MVPA 0.525**

子ども休日身体活動時間 0.216

休日母子一緒の身体活動時間 -0.022

労働時間 -0.384**

相談人数 0.208*

母親平日 性 0.161 0.317**

MVPA 子ども年齢 -0.105

子ども休日歩数 0.049

母親休日歩数 0.404**

PCS 0.296**

休日母子一緒の身体活動時間 0.108

母親休日 性 -0.158 0.361**

MVPA 子ども年齢 -0.236* 

母親平日歩数 0.307*

PCS 0.091

休日母子一緒の身体活動時間 0.232*

母親の運動好嫌度 0.110

子どもの人数 0.255*

PCS 性 -0.232 0.174**

子ども年齢 -0.064

母親平日歩数 0.205

母親休日MVPA 0.095

不定愁訴 -0.280*

労働時間 0.161

MCS 性 -0.15 0.196**

子ども年齢 0.008

不定愁訴 -0.417**

相談人数 0.249*

RCS 性 0.201 0.146**

子ども年齢 0.273*

不定愁訴 -0.288*

不定愁訴 性 -0.066 0.372**

子ども年齢 -0.049

PCS -0.392**

MCS -0.405**

RCS -0.404**

ストレス 性 -0.038 0.024

子どもの年齢 -0.059

母親平日歩数 0.22

習い事頻度 0.085

子ども休日身体活動時間 0.084

休日母子一緒の身体活動時間 0.088

　　　　　　　　　*:p<0.05,**:p<0.01
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８ ） 母 子 一 緒 の 身 体 活 動 時 間 の 長 短 の 影 響  

在園 児 の 男女 別 で 、 母子 一 緒 の身 体 活 動 時間 の 長 短で 2 群 に 分け 、子

ども と 母 親そ れ ぞ れ の歩 数 と MVPA（平 日、 休 日）， 母 親の 主観 的 健 康度

の差 を ｔ 検定 に よ り 比較 し た （ p＜ 0.05）（表 11）。  

その 結 果 、女 児 に お いて の み 、母 子 一 緒 の身 体 活 動時 間 が 長 い群 の平

日の 歩 数は 11485±3105.5 歩 で あり 、 短 い群 の 歩数 10236±2606.2 歩に

比べ て 有 意に 高 い 値 を示 し た （ｔ ＝ － 1.72， ｐ ＜ 0.05）。  

休日 の 母 子一 緒 の 身 体活 動 時 間の 長 短 で 分け た 2 群で は 、 女 児の 休日

歩数 、 休 日 MVPA、 母親 の 休 日歩 数 、 母 親の 休 日 MVPA で 有 意な 差 が 認め

ら れ た 。 母 子 一 緒 の 活 動 時 間 が 長 い 群 で は 、 休 日 の 女 児 の 歩 数 は

11638±3728.4 歩、短い 群 では 9357±3059.3 歩 で、有 意に 母 子一 緒 の 活

動時 間 が 長い 群 の 歩 数が 多 か った（ｔ ＝ － 2.58，ｐ ＜ 0.01）。女児 の 休 日

MVPA は 、 母 子 一 緒 の 活 動 時 間 が 長 い 群 で 105.6±38.4 分 と 、 短 い 群 の

80.7±38.5 分 に 比 べ て 有 意 に 長 か っ た （ ｔ ＝ － 2.47， ｐ ＜ 0.01）。 女 児

の母 親 の 休日 歩 数 は 、母 子 一 緒の 身 体 活 動が 長 い 群で 7294±2580.4 歩、

短い 群 で 5603±2314.7 歩 と 、長 い群 が 有 意に 多 か った（ ｔ ＝ － 2.64，ｐ

＜ 0.01）。  

女児 の 母 親の 休 日 MVPA は、母 子一 緒 の 活 動時 間 が 長い 群 で 98.6±42.6

分と 、短 い 群の 77.4±29.7 分 に比 べ て 有 意に 長 か った（ ｔ ＝ － 2.24，ｐ

＜ 0.05）。 な お 、平 日お よ び 休日 と も に 、男 児 及 び男 児 の 母 親に 関 し て 、

母子 一 緒 の活 動 時 間 の長 短 で 分け た 2 群 間で 、歩数 と MVPA に 関し て 有意

差が 示 さ れる も の は なか っ た 。  

また 、 母 親の 主 観 的 健康 度 に 関し て は 、 平日 の PCS の み 有 意 差が 示さ

れた 。 男 児の 母 親 の PCS は 、 平日 の 母 子一 緒 の 身体 活 動 時 間が 長 い 群が

54.4±5.2、短 い群 が 49.3±13.7 で、長 い群 の PCS が 有 意 に 高か っ た（ｔ
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＝ － 1.53，ｐ ＜ 0.05）。し か し、女児 の 母 親 の PCS は 、長 い 群 で 48.7±11.9、

短い 群 で 54.4±10.0 で 、短 い 群の PCS が有 意 に 高い 結 果 と なっ た（ ｔ ＝

2.04， ｐ ＜ 0.05）。  
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９ ） 母 子 一 緒 に 運 動 す る こ と の メ リ ッ ト ・ デ メ リ ッ ト  

 2018 年 1 月 の 調 査に お い て 、母 子 一 緒の 身 体 活動 の 中 で も運 動 す るこ

とに 焦 点 を当 て 、 メ リッ ト と デメ リ ッ ト につ い て の自 由 記 述 よる 回 答を

求め た （表 12－ 1、 表 12－ 2）。 回 答 者 数は 30 名 （ 有 職者 14 名 （ うち パ

ート タ イム 4 名 ）・ 無職 者 16 名 ） で、 一人 で 複 数の 内 容 を 回答 し た 場合

もあ っ た。回 答内 容 の総 数 は メリ ッ ト が 57、デ メ リッ ト が 36 で あ った 。

似た 内 容 をカ テ ゴ リ ーと し て まと め 、 集 計を 行 な った 。  

その 結 果 、メ リ ッ ト に関 し て は、「 楽し さの 共 有 」が 26.3％ 、「 子 ども

の成 長・運 動 能 力の 把握 」が 21.1％ 、「 コ ミュ ニ ケ ーシ ョ ン の 場」が 19.3％、

「自 分 （ 母親 ） の 運 動不 足 解 消」 が 10.5％、「 共 感」 が 7.0％、「 子ど も

の頑 張 り 」が 5.3％ 、「 子 ども 喜 ぶ 」が 3.5％、「 良い 思 い 出 」が 3.5％ 、

「子 ど も の体 力 向 上 」が 1.7％ 、「 リ フ レ ッシ ュ（ 母 親）」が 1.7％ と なっ

た。 ま た 、デ メ リ ッ トに 関 し ては 、「無 し」 が 最 も多 く 41.7％ 、 次い で

「体 力 不 足・疲れ（ 母親 ）」が 25.0％、「 自分（ 母 親 ）の 他の 活動 時 間 無

くな る 」が 19.4％ 、「他 の 子ど も が いな い」が 8.3％、自 分（母 親 ）の 運

動に な ら ない 」 が 2.8％ 、「母 に よ る口 出し 」 が 2.8％ と な った 。  
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表12－1　母子一緒の運動のメリット

カテゴリー
有職者

回答数

無職者

回答数
サブカテゴリー

楽しさの共有（15）26.3％ 9 6

子どもの成長・運動能力把握(12）21.1% 4 8 子どもの成長実感（10）

運動能力の把握（2）

母子のコミュニケーションの場（11）19.3% 3 8 母子のコミュニケションの場(９）

母子の会話増加（2）

自分（母親）の運動不足解消（6）10.5％ 2 4

共感（4）7.0％ 共感し合える（1）

1 3 感情・感性の共有（1）

愛情感じる（1）

親子の絆深まる（1）

子どもの頑張り（3）5.3％ 大人に追いつこうと子ども頑張る（1）

2 1 褒めることで子どもができるように（1）

できるところを見せようと子ども頑張る（1）

子ども喜ぶ（2）3.5％ 0 2

良い思い出（2）3.5％ 2 0 一緒の方が記憶に残る（1）

良い思い出となり子どもが運動好きになる（1）

子どもの体力向上（1）1.7％ 0 1

リフレッシュ(母親）（1）1.7％ 0 1

※1：回答者数＝30（有職者14（うちパートタイム勤務４）・無職者16），回答総数＝57

※2：各欄の（）内数字は回答数

※3：カテゴリー欄のパーセント（回答総数に対する割合）は小数第2位を四捨五入のため足しても100％にならないことがある

  

表12－2　母子一緒の運動のデメリット

カテゴリー
有職者

回答数

無職者

回答数
サブカテゴリ－

無し（15）41.7％ 6 9

体力もたず・疲れる（母親）（9）25.0％ 4 5 体力もたず（母親）（6）

疲れる（母親）（2）

母親体力無く子ども不満足（1）

自分（母親）の他の活動時間無くなる（7）19.4％ 2 5 家事の時間が無くなる（5）

自分（母親）の時間が無くなる（2）

他の子どもがいない（3）8.3％ 2 1 他の子どもとの競争心無くなる（1）

母親の甘える（2）

自分（母親）の運動にならない（1）2.8％ 1 0

口出し（母親から子どもへ）（1）2.8％ 0 1

※1：回答者数＝30（有職者14（うちパートタイム勤務４）・無職者16），回答総数＝36

※2：各欄の（）内数字は回答数

※3：カテゴリー欄のパーセント（回答総数に対する割合）は小数第2位を四捨五入のため足しても100％にならないことがある
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10） 母 子 一 緒 に 運 動 す る 機 会 の 確 保 に つ い て  

 前 節と 同 じく 自 由 記述 に よ り、 母 子一 緒に 運 動 する 機 会 を 確保 す る た

めの 工 夫 と、 機 会 確 保が で き ない 要 因 に つい て の 回答 を 求 め た。 回 答者

数 は 前 項 と同 じ く 30 名（ 有 職者 14（ う ちパ ー ト タイ ム 勤 務 ４）・無 職 者

16）で 、回 答 内容 の 総数 は 工 夫が 36、阻 害要 因 が 52 で あっ た（ 表 13－ 3・

表 13－ 4）。 前 項と 同じ く 、 似た 内 容 の 回答 を カ テゴ リ ー と して ま と め、

集計 し た 。  

その 結 果 、工 夫 に 関 して は 「 遊び の 時 間 の確 保 」 が 58.3％ 、「無 し」

が 30.6%、「 外 遊 び を日 課 に 」が 5.6%、「遊 ぶ と きに 思 い っ きり 遊 ぶ 」が

2.8%、「家 族 で 趣味 共有 （ 登 山）」 2.8%であ っ た 。一 方 、 機 会の 確 保 を阻

害す る 要 因に 関 し て は、「 時 間 がと れ な い」78.8%、「運 動 苦 手で や り たく

ない（ 母 親）」5.8%、「 体 調不 良（ 母 親）」5.8％、「 車・バ ス利 用（ 徒歩 減）」

3.8%、「無 し （ 工夫 ほぼ で き てい る ）」 1.9%と なっ た 。  
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表12－3　母子一緒の運動の機会確保の工夫

カテゴリー
有職者

回答数

無職者

回答数
サブカテゴリ－

遊びの時間確保（21）55.3％ 6 15 家事の時間を工夫して時間確保（8）

運動時間の確保（6）

外遊びの時間確保(4)

週末なるべく外出（2）

長期休みに遊びの時間確保（1）

無し（11）28.9％ 8 3 無し（9）

空き時間あればする程度（1）

気持ちに余裕あれば散歩（1）

外遊びを日課に（2）5.3％ 0 2 登園時に園庭で遊ぶ（晴れの日は）(1)

降園後毎日公園へ（1）

室内でもできる遊びをする(2)5.3％ 0 2

遊ぶときに思いっきり遊ぶ（1）2.6％ 1 0

家族で趣味共有（登山）（1）2.6％ 1 0

※1：回答者数＝30（有職者14（うちパートタイム勤務４）・無職者16），回答総数＝36

※2：各欄の（）内数字は回答数

※3：カテゴリー欄のパーセント（回答総数に対する割合）は小数第2位を四捨五入のため足しても100％にならないことがある

   

表12－4　母子一緒の運動の阻害要因

カテゴリー
有職者

回答数

無職者

回答数
サブカテゴリ－

時間がとれない(41）78.8％ 16 25 他の兄弟姉妹の用事・世話（12）

自分（母親）の仕事（8）

家事（6）

時間とれず（6）

子どもの習い事（4）

限られた時間を自分（母親）ために使う（1）

子どもの疲れをとる時間確保に使う(1)

義父母からの頼まれごと（1）

父親の休日出勤(1)

多忙（1）

運動苦手でやりたくない（母親）（3）5.8％ 2 1

体力不足・疲れ（母親）(3)5.8％ 3 0 体がついていかない（母親）(2)

疲れてできない（母親）(1)

体調不良（母親）(2)3.8％ 2 0 持病（母親）(1)

病気になる（母親）(1)

車・バス利用（徒歩減）(2)3.8％ 1 1 休日車利用多い(1)

園バス利用(1)

無し（工夫ほぼできている）(1)1.9％ 0 1

※1：回答者数＝30（有職者14（うちパートタイム勤務４）・無職者16），回答総数＝52

※2：各欄の（）内数字は回答数

※3：カテゴリー欄のパーセント（回答総数に対する割合）は小数第2位を四捨五入のため足しても100％にならないことがある
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４ ． 考 察  

１ ） 本 研 究 の 調 査 対 象 者 に つ い て  

厚生 労 働 省が 発 表 し た平 成 29 年 度 の 人 口動 態 統 計に よ る と 、１ 人の

女 性 が 生 涯 に 何 人 の 子 ど も を 産 む の か を 推 計 し た 合 計 特 殊 出 生 率 は

1.43 であ っ た 。本 研究 の 調 査対 象 者 の 子ど も の 人数 の 平 均 は 2.05±0.7

名で あ っ たこ と か ら 、全 国 の 平均 に 比 べ やや 子 ど もが 多 い 集 団で あ るこ

とが わ か る。  

また 、 平 成 29 年 度 の学 校 保 健統 計 調 査 の都 道 府 県表 （ 文 部 科学 省，

2017ｂ ）に よる と 、神奈 川 県の 5 歳 児 の 平均 身 長 は 、男 児 が 110.1±4.87 

cm、女 児 が 109.3±4.64cm、平 均体 重 は 男 児が 18.9±2.46cm、女児 は 18.6

±2.37kg であ っ た。本調 査 対 象の 年 中・年長 児 合 わせ た 平 均 値は 、男女

と も 身 長 に関 し て は 神奈 川 県 の平 均 値 よ り高 く 、 体重 に 関 し ては 、 男児

がほ ぼ 同 じ、 女 児 が 高い と い う結 果 と な り、 年 中 児が 含 ま れ てい る こと

も考 慮 す ると 、 少 し 体型 の 大 きい 集 団 で あっ た 可 能性 が あ る 。  

また 、 カ ウプ 指 数 は 生後 3 ヶ 月以 降 の 幼 児の 肥 満 状態 や 栄 養 状態 を調

べる の に 用い ら れ る 発育 指 数 であ る が 、厚生 労 働 省の「 21 世 紀出 生 児縦

断調 査 結 果の 概 況」（ 2009） の「 用 語 の 定義 」 の 中で 、 カ ウ プ指 数 が 14

以下 を 「 やせ ぎ み」、 15 から 17 を「 ふ つう 」、 18 以上 を 「 ふと り ぎ み」

とし て い る 。本 調 査 対象 の 平 均は 、男 児 が 15.3±1.3、女 児 が 15.3±1.3

で、 平 均 する と 「 ふ つう 」 体 型に 属 す る 集団 で あ った 。  

 

２ ） 幼 児 の 歩 数 に つ い て  

塩見 ら （ 2008） の 調 査に よ ると 4 歳 後 半 から 6 歳 前半 ま で の 幼児 の平

均歩 数 は 男児 で 平 日 14745.5 歩 、休 日 11294.7 歩 であ り、 女 児 は平 日

13383.7 歩 、 休日 10045.3 歩で あ った 。 また 、 中 野ら （ 2010）の 調 査 で
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は 、3 歳 児か ら 5 歳 児ま で の 平均 歩 数 が 男児 12354 歩 、女 児 10742 歩 で 、

平 日 12399 歩 、休 日 8965 歩 とな り、性 差 と平 日・休 日 の差 を 指摘 し て い

る 。  

塩見 ら (2008)の 調 査 に比 べ 、 本研 究 の 調 査対 象 者 は女 児 の 休 日の 歩数

以外 は 低 い傾 向 を 示 して い る 。ま た 、 男 女の 歩 数 （平 日 と 休 日を 分 けな

い平 均 値）に 関 して は中 野 ら (2010)の 調 査と ほ ぼ 同じ 値 を 示 して い る が、

平日 と 休 日の 平 均 歩 数に 関 し ては 、 平 日 は本 調 査 結果 の 方 が 低く 、 休日

は高 い 傾 向を 示 し た 。さ ら に 中野 ら （ 2010） の 調 査で は 、 男 児が 女 児よ

りも 歩 数 が多 く 、 平 日よ り も 休日 の 歩 数 が多 い と いう 傾 向 を 示し て いる

が、 本 調 査で は 女 児 の休 日 の 歩数 が 平 日 より も 多 く、 休 日 に 関し て は男

児よ り も 女児 の 方 が 多い 歩 数 とな り 、 先 行研 究 と 異な る 結 果 を示 し た。

ただ し 、休 日 の MVPA は 男児 が 97.2 分、女児 が 84.8 分 であ り、 4 メ ッ ツ

より も 低 い強 度 、 す なわ ち 、 普通 歩 行 よ りも 遅 い 歩行 で の 歩 数が 多 いこ

とに よ っ て女 児 の 全 体の 歩 数 が多 く な っ た可 能 性 があ る こ と から 、今後、

女児 の 休 日の 活 動 状 況を 詳 し く調 査 し 、 女児 の 普 通歩 行 以 上 の 強 度 の歩

数増 加 に 影響 す る 要 因に つ い て 、 検 討 す る必 要 が ある 。  

 

３ ） 子 ど も の 中 強 度 以 上 時 間 に 影 響 す る 要 因  

順位 相 関 係数 に お い て、 平 日 の子 ど も の MVPA に有 意 な 正 の相 関 があ

った の は 、性、子 ど もの 平 日 歩数 、子 ど もの 休 日 MVPA、母親 の労 働 時 間

であ っ た 。ま た 、 休 日の 子 ど もの MVPA に有 意 な 正の 相 関 が あっ た の は、

子ど も の 平日・休 日 の歩 数 、子 ど も の平 日 MVPA、休 日 の子 ど もの 身 体 活

動時 間 、 休日 の 母 子 一緒 の 身 体活 動 時 間 、母 親 の 相談 人 数 で 、負 の 相関

があ っ た のは 母 親 の 労働 時 間 であ っ た 。 中で も 、 歩数 は 平 日 で相 関 係数

が 0.841（ ｐ ＜ 0.01）、 休 日で 0.726（ ｐ＜ 0.01）と 高 い 相 関と な っ てお



66 

 

り、歩 くこ と が子 ど もの MVPA に 影 響す るこ と が 示さ れ た。また 、平日 の

MVPA と 休 日の MVPA に正 の 有 意な 相 関 関 係が あ る こと か ら 、 中強 度 以上

の活 動 は 、平 日 、休 日 で傾 向 が 変わ ら な い こと が 確 認さ れ た 。歩数 と MVPA

およ び 、 平日 の MVPA と 休日 の MVPA に 有意 な 相 関が あ る こ とは 、 幼 児を

対象 に し た塩 野 谷・水村（久 埜 ）（ 2016）の研 究 と 一致 す る 結 果で あ っ た。  

なお 、 子 ども に か け る「 手 間 」要 因 と 考 える こ と ので き る 見 守り 、話

題 、観 戦 、運動 機 会 の確 保 、徒 歩の 意 識 に関 し て は 、 MVPA と 有意 な 相 関

関係 は み られ な か っ た。  

さら に 、順 位相 関 係 数に お い て 、MVPA と 高い 関 係 性を 示 し た 歩数 を 除

き 、MVPA と有 意 な 関 係性 が あ った も の 、およ び 子 ども の 性 と 年齢 を 説明

変数 と し て 、 平 日 、 休日 そ れ ぞれ に つ い て 重 回 帰 分析 を 実 施 した 。 結果

は、 子 ど もの 平 日 MVPA で は、 性 、休 日 MVPA、 労 働時 間 が 説 明変 数 と な

った 。 子 ども の 休 日 MVPA で は、 平 日 MVPA、 労 働時 間 、 相 談人 数 が 有意

な説 明 変 数と な り 、 母子 一 緒 の身 体 活 動 時間 は 平 日休 日 共 に 、有 意 な説

明変 数 と なら な か っ た。 た だ し、 休 日 に 関し て 相 関係 数 で は 有意 で あっ

たこ と か ら、母 子一 緒の 身 体 活動 時 間 が 影響 し て いる 可 能 性 も考 え ら れ、

今後 調 査 対象 者 を 増 やし て 分 析し て み る 必要 が あ る。 ま た 、 性が 有 意な

説明 変 数 とな っ た の は平 日 だ けで あ り 、 平日 の 歩 数 と MVPA に関 す る t

検定 に お いて も 、女 児に 比 べ て男 児 が 有 意に 大 き な値 を 示 し たこ と か ら、

性 差 の あ るこ と が 確 認さ れ た 。  

田中 ら （ 2011） は 、 関東 圏 の 就学 前 の 幼 稚園 ・ 保 育所 に 通 っ てい る年

中・ 年 長 児を 対 象 に 、平 日 お よび と 土 日 ・祝 日 の 身体 活 動 時 間を 、 それ

ぞ れ 5 日 お よび 2 日 と重 み 付 けし 、個人 値を 求 め る方 法 で 解 析し た 結 果、

MVPA は 、男 児が 女 児 より も 有 意に 大 き な 値を 示 し たこ と を 報 告し て い る。

また 、 塩 見ら （ 2008）は 、 平 日休 日 と も に、 歩 行 に相 当 す る 強度 の 活動



67 

 

時間 も 、 小走 り 以 上 の強 度 に 相当 す る 活 動時 間 も 、男 児 の 方 が女 児 より

長い こ と を報 告 し て いる 。 本 研究 で は 、 平日 に 性 差は 認 め ら れた が 、休

日に 男 女 差は 無 く 、 塩見 ら （ 2008） の 研 究と 異 な る結 果 と な った 。 さら

に塩 見 ら は平 日 と 休 日の 活 動 の有 意 差 も 報告 し て いる が 、 本 研究 で は女

児 は 平 日 86.7 分（ SD21.6）、休日 84.8 分（ 40.2）と 活動 時 間に 差 が なか

った 。 こ れは 本 調 査 対象 の 女 児の 休 日 の 過ご し 方 が活 動 的 で あっ た 可能

性を 示 唆 する 結 果 で ある 。先行 研 究 を考 慮す る と、女 児 は、 MVPA が 男児

より も 短 くな り が ち であ る が 、そ の 過 ご し方 次 第 では 、 平 日 と同 じ だけ

の MVPA を 確 保 する こと が 可 能で あ る こ とが 示 さ れた 。よ っ て 、女児 の 休

日の 過 ご し方 を さ ら に分 析 す る必 要 が あ る。  

次に 、 母 親の 労 働 時 間と 子 ど も の MVPA の関 係 を みる と 、 順 位相 関係

数、 偏 回 帰係 数 と も に 、 平 日 では 、 有 意 な正 の 関 係で あ る が 、休 日 では

有意 な 負 の関 係 に あ った 。 こ れは 、 1 週 間の 労 働 時間 が 長 い 母親 の 子ど

もの 方 が、平 日の MVPA が 長 い可 能 性 を 示唆 す る。一 方、休 日は 労 働 時間

が短 い 、あ るい は 無 職の 母 親 の子 ど も の 方が 、MVPA が 長 い 可 能性 を 示 し

た 。 こ の こと か ら 、 労働 時 間 の長 い 母 親 の子 ど も は、 平 日 母 親が 仕 事で

不在 の 時 間が 長 い た め、 母 親 と一 緒 の 活 動や 、 母 親の 見 守 り の中 で の運

動遊 び よ りも 、 母 親 が関 与 し ない 習 い 事 など の 活 動で 、 身 体 活動 に 従事

して い る 可 能 性 が 考 えら れ た 。ま た 、 母 子一 緒 の 身体 活 動 時 間と 労 働時

間は 、 平 日・ 休 日 と もに 有 意 な負 の 相 関 関係 を 示 して い る こ とか ら 、労

働時 間 が 短い 、 あ る いは 無 職 の母 親 は 、 労働 時 間 が長 い 有 職 の母 親 に比

べて 、 平 日、 休 日 と もに 子 ど もと 一 緒 に 身体 活 動 をし て い る が、 平 日に

関し て は 母親 と 一 緒 の身 体 活 動よ り も 、 習い 事 な どで の 活 動 が子 ど もの

MVPA を 増加 さ せ る 要因 に な って い る 可 能性 が 考 えら れ た 。  

平 日 MVPA の 有 意 な 説明 変 数 とし て 、 習 い事 の 頻 度が 挙 が っ てい るこ
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とか ら 、 母親 の 就 業 率が 増 加 する 今 日 、 母子 一 緒 の活 動 と 共 に、 第 三者

の力 を 借 りて 子 ど も 達の 身 体 活動 を 高 め てい く こ とも 有 用 な 手段 と 言え

る。 た だ し、 そ の 場 合に は 習 い事 が 何 を 重視 し た 活動 な の か が重 要 であ

る。 森 ら の研 究 報 告 （ 2011） によ れ ば 、 園で 運 動 指導 を 行 っ てい る 場合

には 、「 運 動を 楽 しむ こと 」を 重 視 して い る園 が「 体 力・運 動 能力 の 向 上」

や「 態 度 やル ー ル の 遵守 」 を 重視 し て い る園 よ り も運 動 能 力 が高 か った

と報 告 し てい る 。 よ って 、 親 が習 い 事 を 選ぶ 際 に も、 そ の 活 動が 重 視し

てい る 要 素を 吟 味 し 、習 い 事 に関 連 し た 楽し さ を 親が 子 ど も と共 有 する

こと が 大 切と 考 え ら れる 。幼 児 期 運動 指 針に お い て、「 ① 多 様な 動 き が経

験で き る よう に 様 々 な遊 び を 取り 入 れ る 、② 楽 し く体 を 動 か す時 間 を確

保す る 、 ③発 達 の 特 性に 応 じ た遊 び を 提 供す る 時 間を 確 保 す る」 と いう

ポイ ン ト が挙 げ ら れ てお り 、 幼児 に 関 わ る大 人 は 、こ れ ら の こと を 意識

して 行 動 する こ と が 重要 で あ る。 本 研 究 にお い て は、 習 い 事 の選 択 理由

や習 い 事 に関 連 す る 楽し さ と いっ た 点 に つい て の 回答 を 得 て いな い が、

今後 は こ うし た 要 因 も含 め て 検討 す る 必 要が あ る もの と 思 わ れる 。  

なお 、 今 回の 調 査 対 象者 の 運 動系 の 習 い 事の 種 類 の傾 向 を 見 ると （表

7－ 3）、男 女と も ス イミ ン グ が一 番 多 く 、次 い で体 操 とな っ てお り 、こ れ

は調 査 対 象の 園 が バ スで ス イ ミン グ 教 室 まで 送 る サー ビ ス を して い る、

ある い は 、園 内 で 保 育時 間 後 に体 操 教 室 を実 施 し てい る 、 と いう 状 況が

関連 し て いる も の と 考え ら れ る。 次 い で 多い も の とし て 、 男 児は サ ッカ

ー、 女 児 はバ レ エ と チア リ ー ディ ン グ が 挙が っ て いる 。 こ の こと か ら、

性に よ っ て習 い 事 の 取り 組 み 内容 が 異 な る傾 向 が 明ら か と な った 。なお、

笹川 ス ポ ーツ 財 団 の 調査 （ 2013） に よ る と、 ４ ～ 9 歳 の 運 動 系の 習 い事

の 1 位は 男 女 とも 水 泳で 、 2 位 は 男児 が サッ カ ー 、女 児 が バ レエ （ ダ ン

ス ） と い うこ と で あ り、 本 調 査対 象 者 も ほぼ 同 じ 傾向 で あ っ た。  
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幼児 を 持 つ母 親 は 、 運動 機 会 を確 保 し た り、 自 然 と触 れ 合 う こと が子

ども の 身 体活 動 を 高 める こ と に重 要 で あ るこ と を 認識 し て は いる も の の、

実際 に は 仕事 や 家 事 が忙 し か った り 、 近 くに 安 全 に遊 べ る 場 所が な い、

など の 理 由で そ れ が でき な い 場合 が あ る（ 塩野 谷 ，2015）。よ って 、幼児

の運 動 機 会の 確 保 が 容易 で な い中 で 、 身 体活 動 向 上の た め に どの よ うな

工夫 を 親 がす べ き な のか さ ら に検 討 し て いく 必 要 があ る 。 ま た、 今 回の

対象 者 は 、同 じ 地 域 にあ る ２ つの 姉 妹 園 （私 立 ） に通 園 す る 幼児 と いう

こと で 、 大き な 経 済 格差 が 無 い集 団 と 言 える が 、 子ど も の 体 力・ ス ポー

ツ格 差 に は経 済 的 格 差が 影 響 する こ と も 言わ れ て いる （ 清 水 ,2018）。そ

れを 考 え ると 、 大 学 など が 主 催し て 運 動 遊び の 企 画を 行 な う こと や 、費

用を 必 要 とし な い プ レー パ ー クな ど の 遊 び場 の 提 供と い っ た 習い 事 以外

の 要 因 に つ い て も 今 後 検 討 す る 必 要 が あ る 。 な お 、 文 部 科 学 省 の 調 査

（ 2011a）によ る と、小学 校 5 年生 対 象 で はあ る が、家 族で 週 1 回 以上 運

動・ ス ポ ーツ の 話 を する 、 あ るい は 観 た り し て い る子 ど も は 、週 １ 回未

満の 子 ど もよ り 男 女 とも 総 運 動時 間 が 長 く、 体 力 も全 国 平 均 を上 回 ると

の結 果 が 報告 さ れ て いる 。 本 研究 で は 、 運動 ・ ス ポー ツ に 関 する 「 見守

り」「 話題 」「 観戦 」の頻 度 も 調査 し 、子 ども の MVPA と の相 関を 検 討 した

が、 こ れ らと 有 意 な 相関 関 係 は認 め ら れ なか っ た 。し か し 、 オー ス トラ

リア で 実 施さ れ た 調 査（ Paul and Stewart,2010） では 、 親 の サポ ー トが

子ど も の 身体 活 動 に 影響 を 与 えて い る と 報告 し 、 子 ども の 身 体活 動 への

親の 影 響 をレ ビ ュ ー した 論 文 （ Charlotte and Trish,2010） でも 、 親は

直接 的 な 関わ り だ け では な く 、 活 動 の モデ ル と して 、ま た 送迎 や 励 まし

とい う 行 為で も 子 ど もの 身 体 活動 を 高 め るこ と に 影響 を 及 ぼ して い ると

述べ て い るこ と か ら 、親 の 手 間要 因 と の 関係 を 測 定す る 方 法 を再 度 検討

し、 調 査 をし て い く こと が 必 要で あ る 。  
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また 、休 日 にお い て 、母 親が 子 育て に つ いて 相 談 でき る 相 手 の人 数 が、

子ど も の MVPA の有 意な 説 明 変数 と な っ てい た 。そ し て 、母 親の 主 観 的健

康の う ち 、 MCS の 説 明変 数 と して 相 談 人 数が 挙 が って お り 、 母親 の 相談

相手 が 多 いこ と が 、 母親 の 心 理面 に プ ラ スに 働 き 、子 ど も の 行動 を 活発

にさ せ る 手間 に つ な がっ た 可 能性 も 示 唆 され る 。  

 

４ ） 母 子 一 緒 の 活 動 時 間 と 子 ど も の 身 体 活 動  

母子 一 緒 の活 動 時 間 の長 短 で 分け た 比 較 では 、 母 子一 緒 の 時 間が 長い

と 、 平 日 の 女 児 の 歩 数 と 休 日 の 女 児 の 歩 数 が 有 意 に 多 く 、 休 日 の MVPA

が有 意 に 長か っ た 。 これ は 、 女児 に お い て、 母 親 と一 緒 の 活 動が 休 日だ

けで は な く平 日 も 活 動を 高 め る一 要 因 に なっ て い る可 能 性 を 示す も ので

あっ た 。   

男児 に 関 して は 、歩 数、 MVPA と も に、母 子一 緒 の 活動 時 間 の 長短 で 分

け た 2 群 間 に有 意 差 が現 れ な かっ た こ と から 、 女 児ほ ど 母 親 と一 緒 の活

動が 身 体 活動 を 高 め る要 因 と して 影 響 し ない 可 能 性が 考 え ら れた 。 第 2

章に お い て 、 男 女 別 で体 力 と 母子 一 緒 の 活動 頻 度 との 関 係 を 調べ た とこ

ろ、 男 児 では ど の 体 力項 目 に おい て も 、 母子 一 緒 の活 動 頻 度 の高 低 で有

意差 が 現 れな か っ た が、 そ の 結果 と 一 致 する も の であ っ た 。 これ ら を考

慮す る と 、男 児 の 体 力・ 身 体 活動 は 、 母 親と の 運 動と は 別 の 遊び 形 態、

例え ば 父 親、 兄 弟 姉 妹、 友 達 との 遊 び 、 ある い は 習い 事 に よ って 、 高い

強度 の 活 動を 実 現 し 、そ れ が体 力 に 結び つい て い る可 能 性 が 考え ら れ る。

また 、 吉 田（ 2005） は、 生 得 的な 嗜 好 か ら、 男 児 は自 分 か ら 運動 す る割

合が 女 児 に比 べ て 高 いこ と を 指摘 し て い る。 男 児 は、 女 児 に 比べ て 、母

親と 一 緒 の活 動 が 少 なく て も 、自 分 か ら 積極 的 に 動き 、 活 動 強度 を 高め

るこ と が でき る 可 能 性も 考 え られ る 。  



71 

 

なお 、母 親の 手 間 要 因の う ち 、平 日 の 母 子一 緒 の 身体 活 動 と「 見守 り」

は有 意 な 中程 度 の 正 の相 関（ ｒ ＝ 0.503）、「 話 題 」は 弱 い 正 の相 関（ ｒ＝

0.307）が 確 認さ れ た。ま た 、休 日 の 母 子一 緒 の 身体 活 動 と「見 守 り 」も

弱い 正 の 相関（ ｒ ＝ 0.255）が 確 認 され たこ と か ら 、母 親 の 運動・ス ポ ー

ツへ の 見 守り お よ び 話題 は 、 子ど も と 一 緒の 活 動 を実 施 す る こと と 関連

のあ る 可 能性 が 示 唆 され た 。  

とこ ろ で 、スポ ー ツ 庁の 調 査（ 2018）に よれ ば 、中 学生 に な るに つ れ 、

特に 女 児 の体 力 の 二 極 化 が 顕 著で 、 体 力 の低 い 集 団の 一 週 間 の運 動 時間

は短 く 、 高い 集 団 の 運動 時 間 は長 い こ と が明 ら か とな っ て い る。 中 学 2

年生 の 1 週間 の 総 運 動時 間 60 分 未 満の 割合 は 男子 6.6％ 、女子 は 19.4％

に達 す る 。金 ・ 小 林 （ 2013） は、 運 動 習 慣の あ る 小学 生 は 幼 児期 に おい

てか ら だ を動 か す こ とが 好 き な割 合 が 高 いと い う 結果 を 示 し てお り 、幼

児期 の 運 動へ の 好 意 度が 小 学 生に お け る 運動 習 慣 に影 響 す る こと を 示唆

して い る 。そ れ を 考 える と 、 男女 問 わ ず 、幼 児 期 に体 を 動 か すこ と が楽

しい と 思 える 体 験 は 大切 で あ り、 特 に 女 児に お い て母 親 と 一 緒の 活 動が

影響 す る 可能 性 が あ るこ と か ら、 一 緒 に 歩い た り 、運 動 遊 び をす る 時間

を大 切 に する 必 要 が ある 。  

 

５ ） 母 親 の 歩 数 に つ い て  

平 成 28 年 の 国 民健 康・ 栄 養 調査 （ 厚 生 労働 省 ， 2017a）で は 、 成 人 女

性 の 歩 数 の平 均 が 30 代で 6521 歩 、 40 代で 6847 歩 で、 厚 生労 働 省 では

目 標 値 を 8500 歩 と し て い る 。 今 回 の 調 査 対 象 の 母 親 は 、 平 日 歩 数 が

7313.3 歩、休 日 歩数 が 6284． 6 歩で あ り（ 表１ － 1）、目 標 値 には 届 い て

ない も の の、 厚 生 労 働省 の 調 査に 比 べ 、 平日 の 歩 数が や や 多 く、 休 日の

歩数 が や や少 な い 集 団で あ っ た。 そ の 要 因と し て 、有 職 者 の 割合 が 関係



72 

 

する こ と も考 え ら れ たが 、 平成 24 年就 業構 造 基 本調 査 （ 総 務省 ， 2013）

によ る と 、25 歳 ～ 44 歳 の育 児 をし て い る女 性（ 未 就 学児 を 対象 と し た育

児 ）の 有 業 率は 、全 国で 52.4％ 、神 奈川 県は 40.1％ で 、本調 査対 象 者 の

有業 率 は 40％ で あ った こ と から 、有 職 者の 割 合 が関 係 し た もの で は ない

こと が わ かる 。 田 中 ・田 中 （ 2012） に よ ると 、 様 々な 職 種 の 勤労 者 や主

婦の 歩 数 や強 度 別 の 身体 活 動 時間 を 調 査 した 結 果、サ ー ビス 業、運 転手 、

事務 職 、 主婦 の 歩 数 がや や 少 なく 、 低 強 度で の 歩 行時 間 が 主 婦や 事 務職

で他 の 職 種よ り 短 か った と 報 告し て お り 、有 職 か どう か だ け では な く、

職種 の 影 響が あ っ た 可能 性 も 考え ら れ る 。そ し て 、平 日 の 歩 数が 多 かっ

た別 の 要 因と し て 、 調査 対 象 者が 研 究 の 趣旨 に 賛 同し 、 調 査 に協 力 した

集団 で あ り、 一 般 よ りも 活 動 意欲 が 高 か った 可 能 性が あ る 。 ただ し 、休

日の 歩 数 は低 い 値 を 示し て い るこ と か ら 、子 育 て 中の 母 親 の 休日 の 生活

につ い て 今後 さ ら に 詳し く 調 査す る 必 要 があ る 。  

 

６ ） 母 親 の 中 強 度 以 上 時 間 に 影 響 す る 要 因  

母親 の 平 日 の MVPA と有 意 な 正の 相 関 が あっ た の は、 子 ど も の休 日歩

数、 母 親 の平 日 ・ 休 日歩 数 、 母親 の MVPA、 PCS、 休日 の 母 子 一緒 の 身体

活動 時 間 であ っ た 。 一方 、 休 日の MVPA と有 意 な 正の 相 関 が あっ た の は、

母親 の 平 日歩 数 、休 日の 歩 数・中強 度 以 上時 間 、PCS、休 日 の母 子 一 緒の

身体 活 動 時間 、 親 の 身体 活 動 好嫌 度 、 子 ども の 人 数で 、 負 の 相関 が あっ

た の は 子 ども の 年 齢 であ っ た 。子 ど も と 同様 に 、 平日 、 休 日 とも に 、母

親の 歩 数 と母 親 の MVPA の相 関 は高 く（ 平日 r=0.797、休日 r=0.622）、歩

数 が 多 いと MVPA も 多い こ と が示 さ れ た 。   

重回 帰 分 析の 結 果 、 平日 で は 、休 日 の 歩 数、 休 日 では 平 日 の 歩数 が説

明変 数 に なっ て い る こと か ら 、平 日 、休 日 に関 係 な く、母 親 の 歩数 は MVPA
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を決 定 す る要 因 で あ るこ と が 示さ れ た 。 また 、 平 日で は 、 母 親の 健 康関

連 QOL の 中で 身 体 的 側面 の 得 点で あ る PCS が 有 意な 説 明 変 数と な っ たこ

とか ら 、自 分の 身 体 面に 関 し て肯 定 的 な 気持 ち が ある と 、MVPA が 増 加す

る可 能 性 が示 唆 さ れ た。 ま た 、 PCS に 関 して の 重 回帰 分 析 に おい て 、不

定愁 訴 が 有意 な 説 明 変数 と な り、 β ＝ － 0.276 で あっ た こ と から 、 不定

愁訴 を 低 くす る こ と が PCS に 影 響し 、 そ れが 平 日 の身 体 活 動 の促 進 へと

つな が る 可能 性 も 示 唆さ れ た 。今 回 の 調 査で は ， 不定 愁 訴 の 症状 に 関し

て、 そ れ ぞれ 強 い か 、弱 い か 、無 い か を 回答 し 、 それ を 得 点 化し た もの

を合 計 し て不 定 愁 訴 得点 と し た。 よ っ て 、各 症 状 があ る か 無 いか だ けで

はな く 、 不定 愁 訴 を 低く す る こと が 、 身 体的 側 面 に 関 す る 主 観的 健 康度

を向 上 さ せる 可 能 性 が示 唆 さ れた 。  

一方 、 休 日に 関 し て は、 母 親 の MVPA と 子ど も の 年齢 に 負 の 相関 があ

り 、 重 回 帰分 析 で も 子ど も の 年齢 が 有 意 な説 明 変 数と な っ て いる こ とか

ら 、 子 ど もの 年 齢 が 低い ほ ど 母親 の 中 強 度以 上 の 活動 時 間 が 長く な ると

いう 関 係 が 示 さ れ た 。平 日 、 休日 と も に 母子 一 緒 の身 体 活 動 時間 と 年齢

には 有 意 な相 関 関 係 が無 か っ たこ と か ら 、一 緒 の 身体 活 動 で はな い 母親

の活 動 が 子ど も の 年 齢に よ っ て変 化 し た こと が 考 えら れ る 。 例え ば 、子

ども が 小 さい 時 の 方 が 、 親 が 手伝 う 場 面 が多 く 、 また 、 抱 っ こ の 頻 度も

多く な る など 、子ど もの 世 話 関連 の 活 動 が母 親 の MVPA と関 連す る 可 能性

があ る 。 ４歳 児 よ り も低 年 齢 児も 含 め た 調査 （ 大 和， 2014） では 、 子ど

も が 4 歳 よ り大 き く なる と 、 それ ま で に 比べ て 、 子ど も の 遊 び へ の 親の

関与 姿 勢 が低 く な る と述 べ て いる こ と か ら、 4 歳 未満 の 子 ど もも 対 象に

した 場 合、年 齢 によ る母 子 一 緒の 活 動 時 間の 違 い が母 親 の MVPA に影 響 す

る可 能 性 もあ る 。 し かし 、 今 回の 調 査 は 4 歳児 、 5 歳 児 で あっ た た め、

母子 一 緒 の活 動 に 関 して 年 齢 で差 が 無 か った も の と考 え ら れ る 。  
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また 、 休 日の 母 親 の MVPA に関 し て は 、 子 ど も の人 数 も 説 明変 数 とな

って い た 。 改 訂 版 の 『身 体 活 動の メ ッ ツ （ METｓ） 表』（ 国 立 健康 ・ 栄養

研究 所 ，2012）に よ ると 、例 えば 、「 い ろい ろ な 家事 を 同 時 にこ な す：ほ

どほ ど の 労力 」 が 3.5METｓ、「子 ど も の 世話 ： 立 位 (例 ：着 替え さ せ る、

風呂 に 入 れる 、 ブ ラ シを か け る、 食 事 を 食べ さ せ る、 た ま に 子ど も を抱

え る )、ほ どほ ど の 労力 」が 3.0METｓ、「 洗 濯：洗濯 物 を 干 す 、衣類 の 手

洗い 、ほ ど ほど の 労 力 」が 4.0METｓ 、と なっ て い る 。子 ど も の人 数 が増

える と 、 子ど も そ れ ぞれ に 対 して 関 わ る 機会 を 持 つこ と に な り、 子 ども

の数 に 比 例し て 母 親 の家 事 労 働が 多 く な るこ と で MVPA が 多 くな る 可能

性 が 考 え られ た 。  

さら に 、 休日 の 母 子 一緒 の 身 体活 動 が 、 休日 の 母 親 の MVPA に関 する

有意 な 説 明変 数 と な っ て い た 。よ っ て 、 母子 一 緒 に運 動 （ 遊 び ） や スポ

ーツ を す る、 あ る い は一 緒 に 歩く こ と が 母親 の 身 体活 動 を 高 める 要 因と

なっ て い るこ と が 示 され た 。 よっ て 、 母 子 一 緒 に 活動 す る 機 会を 増 やし

てい く こ とが 、 母 親 の健 康 づ くり を 促 進 する 要 因 とな る と 考 えら れ る 。  

 

７ ） 母 親 の 主 観 的 健 康 に 影 響 す る 要 因  

 母 親の 主 観的 健 康 の指 標 と して 、 健 康 関 連 QOL の 3 側 面 （ PCS， MCS，

RCS）と 不 定 愁訴 、スト レ ス を扱 っ た が 、 3 側 面 の すべ て と 不定 愁 訴 が有

意な 負 の 相関 関 係 を 示し た 。 その 他 の 関 係で は 、 PCS に 関 し て母 親 の平

日歩 数 、平 日・休 日 の MVPA が 有 意 な正 の相 関 を 示し 、労 働 時間 と は 負の

相関 関 係 にあ っ た 。 よっ て 、 労働 時 間 が 短く 、 体 をよ く 動 か すこ と がで

きる 場 合 、PCS が 高 まる 可 能 性が あ る 。また 、MCS で は 、相 談人 数 と 正の

相関 、 RCS は 子 ど も の 年 齢 と 正の 相 関 が 見ら れ た 。ス ト レ ス に関 し ては

不定 愁 訴 との 関 係 は 示さ れ ず 、母 親 の 平 日歩 数 、 習い 事 の 頻 度、 子 ども
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の休 日 の 身体 活 動 時 間、 休 日 の母 子 一 緒 の身 体 活 動時 間 が 有 意な 正 の相

関を 示 し た。  

主観 的 健 康指 標 そ れ ぞれ を 独 立変 数 と し 、相 関 の あっ た も の を説 明変

数と し て 重回 帰 分 析 を行 な っ たと こ ろ 、 健康 関 連 QOL の 3 側 面す べ てに

おい て 不 定愁 訴 が 有 意な 説 明 変数 と な り 、ま た 逆 に不 定 愁 訴 に関 し て健

康関 連 QOL の 3 側面 すべ て が 有意 な 説 明 変数 と な った 。その 他と し て は、

MCS では 相 談人 数 が 有意 な 説 明変 数 と な り 、RCS では 年 齢 が 有意 な 説 明変

数と な っ た。  

健康 関連 QOL が 高 いと 不 定 愁訴 が 軽 減 し、 不 定 愁訴 が 低 い と QOL3 側

面を 高 め るこ と が で きる と い う 関 係 が 明 らか に な り、 両 者 が 良い 方 向 に

関連 し 合 うこ と が 大 切 と な る 。市 川 ら （ 2011） の 研究 で は 、 若年 女 性の

不定 愁 訴 に朝 食 の 欠 食や 遅 い 夕食 、 遅 寝 、睡 眠 時 間の 短 さ が 関係 す ると

指摘 さ れ てお り 、 ま た、 幼 児 を持 つ 母 親 の不 定 愁 訴に 運 動 実 施の 有 無が

影響 し て いる と の 研 究（ 山 西 ， 2016） も ある こ と から 、 生 活 習慣 を 加え

た調 査 を 今後 実 施 し 、 不 定 愁 訴、 健 康 関 連 QOL と の 関係 性 を 検討 す る必

要が あ る 。  

 PCS に関 し ては 、 母子 一 緒 の身 体 活 動 時間 の 長 短で 2 群 に 分け た ｔ 検

定に お い て、 平 日 の み、 男 児 の母 親 の PCS の 得 点が 短 群 よ り長 群 の 方が

有意 に 高 く、女 児の 母親 の PCS は 短 群 の 方が 長 群 より 有 意 に 得点 が 高 い、

とい う 結 果と な り 、 男女 で 反 対の 結 果 が 示さ れ た 。男 児 の 活 動は 女 児の

活動 よ り 活発 な こ と が予 想 さ れ、 そ れ が 身体 的 側 面に 良 い 影 響を 与 えて

いる 可 能 性も 考 え ら れる が 、 今回 の 結 果 だけ で は なぜ 男 女 で 結果 が 異な

るの か 検 討す る こ と は難 し く 、今 後 対 象 数を 増 や して さ ら に 検討 す るこ

とが 必 要 であ る 。  

 MCS の 有意 な 説 明 変数 に は 、相 談 の 人 数 が 挙 が って い る 。 妊産 婦 や乳



76 

 

幼児 を 持 つ母 親 の QOL の 向 上に 夫 の サ ポー ト が 影響 す る こ とが 今 ま でも

指摘 さ れ てい る が（ 野原 ，2014；前 田 ら ，2016）、今 回 は夫 だ け では な く 、

両親 や 友 達な ど 、 ど れく ら い 相談 で き る 相手 が い るか と い う 数量 に よっ

てソ ー シ ャル サ ポ ー トの 影 響 を分 析 し た 。そ の 結 果、 精 神 的 QOL を 高め

るこ と に 相談 で き る 相手 が 豊 富に い る こ とが 有 益 であ る こ と が確 認 され

た 。  

 そ し て、RCS に関 して は 年 齢が 有 意 な 説明 変 数 とな っ た。この こ と は、

子ど も の 年齢 が 上 が るに つ れ、母 親 とい う立 場 で の人 間 関 係 が構 築 さ れ、

その 中 で の 自 分 の 役 割が 安 定 して き た 、 とい う 可 能性 や 、 子 ども が 園に

行っ て い る時 間 を 上 手に 利 用 し 、 徐 々 に 自分 の た めに 活 動 す るこ と が で

きる よ う にな り 、社 会的 に 自 分が 認 め ら れて い る とい う 価 値 観に 達 す る 、

など の 要 因が 考 え ら れる 。 た だし 、 今 回 の結 果 だ けで は 明 確 な理 由 は不

明で あ り 、今 後 さ ら に検 討 す べき 内 容 と 言え る 。  

なお 、 ス トレ ス に 関 して は 、 有意 な 相 関 関係 に あ った 内 容 す べて に関

して 、 重 回帰 分 析 で は有 意 な 説明 変 数 と なら な か った 。 相 談 相手 や 家事

の協 力 と いう サ ポ ー トに 関 し ての 人 数 を 今回 は 取 り上 げ た が 、夫 の 情緒

的な サ ポ ート が 重 要 であ る （ 寺 見 ， 2015）と い う 指摘 も あ る よう に 、た

だ人 数 が 多い こ と が 良い の で は無 く 、 誰 から 、 ど のよ う な 内 容の サ ポー

トを 受 け てい る か が スト レ ス に関 し て は 大切 な 可 能性 が あ る 。ま た 、育

児期 の ス トレ ス に 関 して は 、 母親 の 属 性 、子 ど も の属 性 だ け では な く、

住居 形 態 や親 と の 同 居な ど 、 様々 な 要 因 が相 互 に 絡み 合 い な がら 関 与し

てい る こ とが 指 摘 さ れて い る （荒 巻 ・ 武 藤 ,2008）。な お 、 相 関係 数 の結

果か ら 、 母親 が 自 ら 体を 動 か す活 動 （ 平 日の 歩 数 、休 日 の 母 子一 緒 の身

体活 動 ） や子 ど も が 体を 動 か す活 動 （ 習 い事 の 頻 度、 休 日 の 子ど も の身

体活 動 時 間） が 高 い ほど ス ト レス が 高 く なる 、 と いう 関 係 性 が導 き 出さ
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れた が 、重 回 帰 分析 にお い て はい ず れ も 説明 変 数 には な っ て いな か っ た。

母親 の ス トレ ス に 関 して は 、 母親 へ の 自 由記 述 の 調査 に お い て、 母 子一

緒の 運 動 実施 の デ メ リッ ト を 尋ね た と こ ろ、「 体 力 がも た ず・疲れ る 」と

いう 回 答 や、一緒 に 運動 す る 機会 を 確 保 でき な い 理由 と し て 、「自 分（ 母

親） の 他 の活 動 時 間 なく な る」、「 運 動 が 苦手 で や りた く な い 」と い った

回答 が 見 られ 、 こ れ らが 母 親 のス ト レ ス の原 因 と なっ て い る 可能 性 があ

る。 ま た 、自 分 が 一 緒に 運 動 しな く て も 、子 ど も を運 動 で き る場 所 に連

れて い く 手 間 な ど が スト レ ス とな る 場 合 もあ り 得 る。 よ っ て 、 母 親 のス

トレ ス と 母子 一 緒 の 活動 の 関 係性 に つ い て は 、 今 後さ ら に 詳 しく 検 討す

る必 要 が ある 。  

 

８ ） 母 子 一 緒 の 身 体 活 動 に つ い て  

 母 子一 緒 の身 体 活 動時 間 に つい て 、 平 日は 、 母 親の 平 日 歩 数、 子 ども

の平 日・休 日の 身 体 活動 時 間 、休日 の 母 子一 緒 の 身体 活 動 時 間 、見 守 り、

話題 、 運 動 の 機 会 確 保、 と の 間に 有 意 な 正の 相 関 があ っ た 。 つま り 、母

子一 緒 に 身体 活 動 を する 人 は 、同 時 に 見 守り や 話 題、 運 動 機 会の 確 保を

意識 し て 行な う 傾 向 があ り 、 それ ら 複 数 の手 間 が 子ど も の 身 体活 動 時間

を長 く す るこ と に つ なが っ て いる 可 能 性 が考 え ら れた 。 ま た 、休 日 の母

子一 緒 の 身体 活 動 時 間に 関 し ては 、 子 ど もの 休 日 歩数 、 子 ど も の MVPA、

母親 の 平 日・休 日 の 歩数 、母 親 の平 日・休日 の MVPA、見 守り と 有 意 な 正

の相 関 あ った 。 こ の こと か ら 、休 日 に お いて も 、 母子 一 緒 に 活動 を する

人は 見 守 りの 頻 度 が 高く な る 傾向 、 そ し て子 ど も の歩 数 ・ MVPA、 母 親の

歩数 ・ MVPA が 増 え る傾 向 が ある こ と が 確認 さ れ た。  

さら に 、 母子 一 緒 の 活動 時 間 の長 短 に よ る比 較 で は、 平 日 の 女児 の歩

数、お よび 休 日 の女 児の 母 子 両方 の 歩 数 と MVPA に 有 意 差が あっ た こ とか
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ら、母 子一 緒 の 身体 活動 は 女 児の 母 子 の 身体 活 動 に良 い 影 響 をも た ら し、

子ど も の 性別 に よ り 、影 響 に 差が あ る 可 能性 が 示 唆さ れ た 。 一方 、 母親

の主 観 的 健康 と の 関 係で は 、 先述 の 通 り 、平 日 の 母子 一 緒 の 活動 に おい

て、 男 児 の母 親 の PCS に つ いて 、 一 緒 の時 間 が 長い 群 の 方 が短 い 群 より

も有 意 に 得点 が 高 く 、女 児 の 母親 の PCS は一 緒 の 時間 が 短 い 方が 、 有意

に得 点 が 高い と い う 男女 で 異 なる 結 果 と なっ た 。 また 、 男 女 合わ せ た重

回帰 分 析 では 、 母 子 一緒 の 身 体活 動 が 主 観的 健 康 の各 得 点 に 対し て 有意

な説 明 変 数に な ら な かっ た こ とか ら 、 母 子一 緒 の 身体 活 動 と 母親 の 主観

的健 康 の 関係 に つ い て、 本 研 究で は 不 明 な部 分 が 多く 、 さ ら なる 調 査が

必要 で あ る。  

一 方 、 平 日、 休 日 と もに 、 母 子一 緒 の 身 体活 動 時 間と 母 親 の 労働 時間

との 間 に 負の 有 意 な 相関 関 係 があ る こ と から 、 勤 務時 間 が 長 い母 親 ほど

一緒 に 活 動す る 時 間 が短 い 傾 向が 明 ら か とな っ た 。よ っ て 、 今後 は 、母

子一 緒 の 身体 活 動 が 母親 の 身 体活 動 量 に 良い 影 響 を与 え る こ とを 情 報と

して 伝 え 、母 親 の 負 担に な ら ない 程 度 に 母子 が 一 緒に 身 体 活 動に 取 り組

むこ と を 推進 す る こ とが 必 要 であ る 。  

母親 の 自 由記 述 を ま とめ た と ころ 、 母 親 が感 じ る 母子 一 緒 の メリ ット

とし て 、「 楽し さ の 共有 」を挙 げ る母 親 の割 合 が 高 く 、無 職 者よ り も 有職

者の 方 が それ に 関 す る回 答 数 が多 か っ た （ 表 12－ 1）。「 楽 し さの 共 有」

は 、 幼 児 期運 動 指 針 （文 部 科 学省 ,2012b）の ポ イ ント ② 「 楽 しく 体 を動

かす 時 間 を確 保 す る 」の 実 行に 繋 がる 側 面と 考 え られ る 。次 いで 、「 子 ど

もの 成 長 ・運 動 能 力 の把 握 」 の割 合 が 高 く、 こ ち らは 有 職 者 より も 無職

者 の ほ う が実 感 し て いる と い う回 答 数 が 多か っ た。こ の カテ ゴリ ー に は、

一 緒 の 活 動に よ り 子 ども の 成 長 を 実 感 し 、 子 ど も の現 在 の 運 動能 力 が把

握で き る ､と い う回 答 が 含 ま れた 。母 子 が一 緒 に 活動 す る こ とで 、よ り 具
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体的 に 子 ども の 発 達 段階 を 把 握す る こ と がで き る 可能 性 が あ る。「子 ども

の成 長 ・ 運動 能 力 の 把握 」 は 、 指 針 の ポ イン ト ③ 「発 達 の 特 性に 応 じた

遊び を 提 供す る 時 間 を確 保 す る」 こ と に つな が る もの と 考 え られ る 。  

ま た 、 体 を つ か っ て 遊 ぶ 機 会 の 減 少 は 、「 意 欲 や 気 力 の 減 弱 、 対 人 関

係な ど コ ミュ ニ ケ ー ショ ン を うま く 構 築 でき な い など 、 子 ど もの 心 の発

達に も 重 大な 影 響 を 及ぼ す こ とも 懸 念 さ れ」（ 文部 科 学 省 ,2012c） るが、

母子 一 緒 の身 体 活 動 が「 母 子 のコ ミ ュ ケ ーシ ョ ン の場 」 と な ると 実 感し

てい る 母 親も 多 く 、 有職 者 よ りも 無 職 者 の方 が そ のカ テ ゴ リ ーに 関 する

回答 数 が 多か っ た 。 先述 の 「 子ど も の 成 長・ 運 動 能力 の 把 握 」に 関 して

も 、 無 職 者の 回 答 数 が多 か っ たこ と を 合 わせ る と 、一 緒 に 身 体活 動 する

こと を 子 育て の 大 切 な要 因 と して 無 職 者 のほ う が より 捉 え て いる 可 能性

が示 唆 さ れた 。 母 子 でコ ミ ュ ニケ ー シ ョ ンを と る こと は 、 子 ども の 心の

発達 に 何 らか の 影 響 を与 え る 可能 性 が あ り、 母 子 一緒 の 身 体 活動 の 様々

な効 果 に つい て 今 後 検討 す る 必要 が あ る 。一 方、「 楽 し さの 共 有」の 割合

は有 職 者 の方 が 多 く 、 母 子 一 緒の 活 動 に 関す る 捉 え方 が 有 職 かど う かで

違う 可 能 性が 示 唆 さ れ、 職 業 の有 無 と い う観 点 か ら 母 子 一 緒 の活 動 をさ

らに 分 析 して い く こ とが 必 要 であ る 。 ま た、 親 が 褒め る こ と で意 欲 が高

まっ た り 、大人 に 追 いつ こ う 、母親 に 見 ても ら お うと「 子 ど もの 頑 張 り」

が見 ら れ る、 と い う 回答 も あ り、 子 ど も の意 欲 や 気力 を 高 め るこ と に母

子一 緒 の 活動 が 影 響 して い る 可能 性 も 推 察 さ れ た 。  

一 方 、 母 子 の 体 力 へ の 影 響 に 関 し て は 、「 自 分 （ 母 親 ） の 運 動 不 足 解

消 」が 10.5％ 、「子 ども の 体 力向 上 」が 1.7％ と、他 の 回答 に比 べ る と低

く 、 母 子 双方 の 体 力 向上 以 外 に、 母 子 一 緒の 活 動 の価 値 を 見 出す 母 親の

割合 の 高 い 傾 向 が 示 され た 。  

母 子 一 緒 に 運 動 す る こ と の デ メ リ ッ ト に 関 し て は 、「 無 し 」 の 回 答 が
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41.7％ を 占め た 。一 方 、「体 力 も たず・疲れ る（母 親 ）」（ 25.0％ ）、「自 分

（母 親 ）の他 の 活 動 時間 無 く なる 」（ 19.4％）、「自 分（母 親 ）の運 動 にな

らな い 」（ 2.8％ ） と いう よ う に、 母 親 の 主観 的 健 康度 を 低 下 させ る 原因

とな り 得 る内 容 も 、 47.2％ と なっ て い た （表 12－ 2）。  

ま た 、 母 子 一 緒 の 運 動 機 会 を 確 保 す る 工 夫 に つ い て は 、「 子 ど も が 園

に行 っ て いる 間 に 家 事を 済 ま す」、「週 末 にな る べ く外 出」す るな ど 、「 遊

びの 時 間 確保 」 を 運 動機 会 確 保の 工 夫 と する 意 見 が半 数 以 上 を占 め た。

そし て 、 機会 の 確 保 がで き な い理 由 に 対 する 回 答 も、「 時間 がと れ な い」

が 8 割弱 の 高 い割 合と な っ た。 時 間 が 確保 で き ない 具 体 的 内容 と し て、

「他 の 兄 弟姉 妹 の 用 事・ 世 話 」に 関 連 す る回 答 が 最も 多 く 、 下の 子 ども

がま だ 小 さい こ と や 習い 事 の 送迎 な ど が 記述 さ れ てい た 。次 いで 、「 自分

（母 親 ） の仕 事 」、「 家事 」 の 回答 が 続 き 、母 子 一 緒に 運 動 す るこ と 以外

で や る べ きこ と が 多 く、 子 ど もと 一 緒 に 遊ぶ 時 間 を確 保 す る こと の 難し

い 現 状 が 明ら か に な った 。  

なお 、母子 一 緒 の運 動 (遊 び )・ス ポ ーツ の種 類 を 見る と (表 3－ 2）、プ

ール（ スイ ミ ン グ）、ト ラ ンポ リ ン、卓 球、ス ケー ト 、そ り 以外 は 、公 園

や少 し 広 い空 間 が あ れば で き るも の が 多 く、 特 別 な道 具 や 場 所で 何 かを

しよ う と 思う の で は なく 、 身 体を 一 緒 に 動か す 時 間を 意 識 的 にも つ こと

が大 切 で はな い か と 考え る 。 しか し 、 母 子一 緒 の 運動 機 会 が 確保 で きな

い理 由 と して 、「運 動苦 手 で やり た く な い（ 母 親）」 と いう 回答 も あ り、

母 親 の 運 動に 対 す る 嗜好 の 個 人差 に 配 慮 する 必 要 が考 え ら れ る 。  

 

５ ． 本 章 に お け る 限 界  

本研 究 の 調査 対 象 者 は、 限 ら れた 地 域 の 2 つ の 幼稚 園 （ 姉 妹園 ） に通

園 す る 幼 児 お よ び 母 親 で あ り 、 結 果 を 一 般 化 す る こ と は 難 し い 。 ま た ､
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本研 究 で は対 象 数 の 限界 か ら 、男 女 別 で の重 回 帰 分析 が で き なか っ たた

め 、 今 後 、対 象 数 を さら に 増 やし て 検 討 する 必 要 があ る と 考 える 。  

また 、 今 回は 母 子 の 活動 を 取 り上 げ た が 、共 働 き が増 え 、 育 児を 父親

も一 緒 に 行な う 時 代 とな っ て おり 、 父 子 一緒 の 身 体活 動 が 双 方に ど のよ

うな 効 果 をも た ら す のか に 関 して も 取 り 上げ て い く必 要 あ る 。今 後 より

対象 者 を 増や し 、 面 接に よ る 質的 な デ ー タも 加 え 、調 査 を 引 き続 き 進め

てい く こ とが 必 要 で ある 。  

 

６ ． 本 章 の ま と め  

本章 で は 、母子 双 方 の 身 体 活 動量 を 高 め る要 因 を 検討 し た 。その 結 果、

子ど も の MVPA と、母親 の 手 間要 因 と 考 えら れ る 見守 り 、話 題 、観 戦 、運

動機 会 の 確保 、 徒 歩 の意 識 と の間 に 有 意 な相 関 は 確認 さ れ な かっ た 。重

回帰 分 析 にお い て 、 母子 一 緒 の身 体 活 動 時間 が 有 意な 説 明 変 数に な った

のは 、休日 の 母親 の MVPA で あっ た。ま た 、在 園 児の 男 女別 で 母子 一 緒 の

身体 活 動 時間 の 長 短 で 2 群 に 分 け、 比 較 した と こ ろ、 女 児 の 平日 歩 数、

およ び 女 児と そ の 母 親 両 方 の 休日 の 歩 数 と MVPA に 有 意 差が 確認 さ れ、母

子一 緒 の 活動 時 間 が 長い 方 が 、女児 お よ び母 親 の 歩数 が 多 く 、MVPA が長

かっ た 。 一方 男 児 で は 、 母 子 一緒 の 活 動 時間 で 分 けた 2 群 間 に 有 意 差は

確認 さ れ なか っ た 。  

母親 の 主 観的 健 康 度 に関 し て は、 母 子 一 緒の 身 体 活動 時 間 の 長短 によ

る比 較 で、身 体 的側 面に 関 す る主 観 的 健 康度 の 指 標で あ る PCS に 関 して 、

男児 の 母 親は 母 子 一 緒の 活 動 が長 い 群 の 方が 得 点 が高 く 、 女 児の 母 親は

母子 一 緒 の活 動 が 短 い方 が 高 い得 点 を 示 し、 男 女 で異 な っ た 傾向 を 示し

た。 な お 、男 女 一 緒 の重 回 帰 分析 で は 、 母子 一 緒 の身 体 活 動 が有 意 な説

明変 数 と はな ら な か った 。  
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ま た 、 母 親 の 感 じ た 母 子 一 緒 の 運 動 の メ リ ッ ト に つ い て は 、「 楽 し さ

の共 有 」「 子 ど もの 成長 ・ 運 動能 力 の 把 握」「 母子 の コ ミュ ニケ ー シ ョン

の場 」 と いっ た 内 容 が高 い 割 合を 占 め た 。ま た 、 運動 の 機 会 を阻 害 する

要因 と し て、 育 児 、 仕事 、 家 事な ど で 「 時間 が と れな い 」 と 回答 す る者

が多 く 、 母親 の 忙 し い現 状 が 示さ れ る 結 果と な っ た。  

これ ら の こと か ら 、 母子 一 緒 の身 体 活 動 は、 母 親 の休 日 の 中 強度 以上

活動 を 促 進す る と 共 に、 女 児 にお い て は 、幼 児 の 歩数 を 増 加 させ る 可能

性が 示 さ れた 。 母 子 一緒 の 身 体活 動 と 、 母親 の 主 観的 健 康 と の関 連 につ

いて は 、 健康 関 連 QOL の PCS に 関 し て 、子 ど も の性 に よ っ て 異 な る 傾向

が示 さ れ たこ と か ら 、今 後 そ の要 因 に つ いて 検 討 する 必 要 が ある 。  
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第 4 章  総合考察  

 

本研 究 は 、母 子 一 緒 の活 動 を 、質 問 紙 調 査お よ び 活動 量 を 用 いて 定量

的に 調 査 し、 幼 児 の 体力 ・ 身 体活 動 に 加 えて 、 母 親自 身 の 健 康と の 関連

につ い て 調査 を 行 な った 。 今 回得 ら れ た 知見 は 以 下の 通 り で ある 。  

①母 子 一 緒の 身 体 活 動と 幼 児 の体 力 ・ 身 体活 動 と の関 連 に お いて 性 差が

確認 さ れ 、母 子 一 緒 の活 動 が 女児 の 体 力 向上 お よ び身 体 活 動 促進 に寄

与す る 可 能性 が 示 唆 され た 。  

②母 子 一 緒の 身 体 活 動が 休 日 の母 親 の 身 体活 動 促 進と 関 連 す る可 能 性が  

示唆 さ れ た。  

③母 子 一 緒の 身 体 活 動と 母 親 の主 観 的 健 康度 と の 関連 に つ い ては 健 康度

を高 め る 場合 と そ う では な い 場合 が あ り 、統 一 し た結 果 が 示 され なか

った 。  

  

１ ）  母 子 一 緒 の 身 体 活 動 と 幼 児 の 体 力 ・ 身 体 活 動 と の 関 連  

研 究 1 で は、 母 子 一 緒の 運 動 頻度 で 2 群 に分 け 、 幼児 の 体 力 を比 較し

た。 そ の 結果 、 多 い 群で は 少 ない 群 に 比 べて 、 女 児で 25m 走 が速 く 、体

支持 時 間 が短 い と い う関 連 が 見ら れ た が 、男 児 に は 体 力 指 標 との 間 に関

連が 見 ら れな か っ た 。こ の こ とか ら 、 母 子一 緒 の 活動 が 、 年 長女 児 の走

る能 力 を 高め る 要 因 にな る 可 能性 が 示 唆 され た 。 一方 、 年 長 男児 は 、母

子一 緒 の 活動 が 体 力 に強 く 関 連し な い 可 能性 が 示 され た 。 な お 、 女 児の

体支 持 時 間に 関 し て は、 種 目 特性 と し て 心理 的 側 面が 働 い て いる 可 能性

があ り 、 今後 さ ら に 検討 し て いく 必 要 が ある も の と考 え る 。  

次に 、 研究 2 で は 、 母子 一 緒 の身 体 活 動 時間 の 平 均値 で 長 短 の 2 群に

分 け 、幼児 の 歩数 お よび MVPA を 比 較し た。そ の結 果、女 児 の平 日 と 休日
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の歩 数 お よび 休 日 の MVPA に 有 意 差が 確認 さ れ、母 子 一緒 の活 動 時 間が 長

い方 が 女 児の 歩 数 が 多 く 、休日 の MVPA が長 か っ た 。一方 、男児 に 関 して

は、 歩 数 ・ MVPA と もに 有 意 差が 確 認 さ れな か っ た。  

これ ら の 結果 は 、 母 子一 緒 の 活動 が 女 児 のみ 影 響 する 可 能 性 を示 唆す

るも の で ある 。 吉 田 （ 2005） は、 男 児 は 生来 の 嗜 好か ら 自 然 に活 発 に動

く可 能 性 があ る と 指 摘し て お り、 本 研 究 で、 母 子 一緒 の 身 体 活動 実 践の

頻度 や 時 間が 、 よ り 女児 に 強 く関 連 し て いた こ と は、 幼 児 の 段階 で の身

体活 動 量 の生 来 の 性 差に 一 因 して い る 可 能性 が 考 えら れ る 。  

なお 、 男 女合 わ せ た 重回 帰 分 析で は 、 母 子一 緒 の 身体 活 動 時 間は 子ど

も の MVPA の 有 意な 説明 変 数 にな ら ず、母親 の 1 週間 の 労 働 時間 が 有 意な

説明 変 数 とな っ て い た (研究 2)。労 働 時 間が 長 い と、平 日の 子ど も の MVPA

が長 く 、労 働 時 間が 短い と 休 日の 子 ど も の MVPA が 長 い とい う関 係 性 が明

らか と な った 。 加 え て、 平 日 、休 日 と も に、 母 子 一緒 の 身 体 活動 時 間と

母親 の 労 働時 間 と の 間に 負 の 有意 な 相 関 関係 が あ り（研 究 2）、勤務 時間

が長 い 母 親ほ ど 一 緒 に活 動 す る時 間 が 短 い傾 向 が 示さ れ た 。 つま り 、有

職者 の 子 ども は 、母 親と の 活 動以 外 で 平 日の MVPA を 確 保し てい る 可 能性

が示 唆 さ れた 。    

ベネ ッ セ 総合 研 究 所 の第 5 回 幼児 の 生 活 アン ケ ー ト（ 2016）に よる と、

2015 年 の幼 児 の 平 均帰 宅 時 間は 、幼 稚 園に 通 う 子ど も が 14 時 47 分 、保

育所 に 通 う子 ど も が 17 時 41 分で あ っ た。 労 働 時間 の 長 い 母親 の 子 ども

の帰 宅 時 間は 、 保 育 所に 通 う 子ど も と 同 じく ら い の帰 宅 時 間 であ る と推

察さ れ る 。よ っ て 、 平日 、 こ の時 間 か ら 母子 で 外 に出 掛 け る こと が 困難

な現 状 を 考え る と 、 母子 一 緒 の活 動 だ け では な く 、母 親 以 外 の第 三 者が

関わ る こ とも 含 め 、 幼児 の 身 体活 動 の 機 会を 増 加 させ る こ と を意 識 する

必要 が あ るこ と が 示 唆さ れ た 。  
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た だ し 、 自 由 記 述 調 査 を 解 析 し た 結 果 、「 楽 し さ の 共 有 」、「 子 ど も の

成長・運動 能 力の 把 握」、「 母子 の コミ ュ ニケ ー シ ョン の 場」、と い った こ

とを 、 母 子一 緒 の 運 動の メ リ ット と し て 母親 が 感 じて い る こ とが 明 らか

とな っ た（ 研究 2）。この よ う な体 力 以 外 の 母 子 の 心理 社 会 的 関連 性 も 母

子一 緒 の 活動 に は 含 まれ る こ とが 示 さ れ たが 、時間 的 制 約や 周り の 環 境、

母親 の 運 動の 嗜 好 性 の問 題 か ら、一 緒の 活動 の 実 施が 困 難 な 場合 も あ り、

実施 に あ たっ て は 様 々な 条 件 が整 う こ と が必 要 で ある 。  

 

２ ） 母 子 一 緒 の 身 体 活 動 と 母 親 の 身 体 活 動 促 進 と の 関 連  

重回 帰 分 析に お い て 、母子 一 緒 の身 体 活 動時 間 は 、休日 の 母 親の MVPA

に対 し て 有意 な 説 明 変数 と な った（ 研究 2）。ま た、母 子一 緒 の身 体 活 動

時間 の 平 均値 を 境 に ２群 に 分 け、 比 較 し たと こ ろ 、 女 児 の 母 親の 休 日の

歩数・MVPA に有 意 差 が確 認 さ れ（ 研究 2）、母 子 一緒 の 活動 時 間が 長 い 方

が女 児 の 母親 の 歩 数 が多 く 、母 親の MVPA が 長か っ た。よ っ て、母 子一緒

の身 体 活 動は 、幼 児 の体 力・身 体活 動 を 高め る 要 因だ け で は なく 、母 親、

特に 女 児 の母 親 の 身 体活 動 向 上と 関 連 し 、母 親 の 健康 保 持 ・ 増進 に 寄与

する 可 能 性を 示 し た もの で あ る。 母 子 一 緒の 身 体 活動 に は 、 公園 で 運動

遊び を す ると い っ た 特別 な 時 間を 設 け る こと だ け では な く 、 一緒 に 歩く

とい う 日 常の 中 で 無 理な く で きる 活 動 も 含ま れ る 。 そ の よ う な 活 動 が、

子供 と の 時間 を 確 保 する と い うだ け で は なく 、 母 親自 身 の 体 を動 か す機

会を 増 や し、 身 体 活 動量 を 高 める 活 動 と なっ て い るこ と が 示 唆さ れ た 。  

20 代 か ら 40 代 の女 性の 定 期 的な 運 動 実 施率 が 低 いこ と（厚 生労 働 省 ，

2017a） や 同 年 代 の 非 育 児 期 女 性 に 比 べ 育 児 期 女 性 の 運 動 実 施 率 が 低 い

（中 山 ら ， 2015） こ とを 考 慮 する と 、 子 ども を 預 けて 母 親 だ けで 運 動す

る実 施 率 を高 め よ う とし て も 現実 的 に は 難し い 。 よっ て 、 子 ども と 同じ
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空間 に い な が ら 、 母 親自 身 の 身体 活 動 量 を高 め る こと が で き る母 子 一緒

の身 体 活 動 は 、 母 親 の健 康 保 持増 進 の １ つの 方 策 とし て 提 案 でき る もの

と考 え ら れる 。  

 

３ ） 母 子 一 緒 の 身 体 活 動 と 母 親 の 主 観 的 健 康 度 と の 関 連  

母子 一 緒 の運 動 実 施 頻度 で 母 親を ２ 群 に 分け 、 主 観的 健 康 の 各得 点を

比較 し た（ 研究 1）。その 結 果 、休日 の 男 児と 一 緒 の活 動 、お よび 平 日の

女児 と 一 緒の 活 動 の 頻度 が 多 いと 、 母 親 のス ト レ ス得 点 が 低 いと い う結

果と な っ た。 ま た 、 母子 一 緒 の身 体 活 動 時間 を 平 均値 で 長 短 の 2 群 に分

け 、母親 の 主 観的 健 康に 関 す る各 指 標 の 得点 を 比 較し た と こ ろ（ 研究 2）、

健康 関 連 QOL の PCS のみ 有 意 差が 示 さ れ 、男 児 の 母親 は 平 日 の母 子 一緒

の活 動 時 間が 長 い 方 が 、 身 体 的側 面 の 主 観的 健 康 度 で あ る PCS 得 点 が高

く、 女 児 の母 親 は 短 い 方 が 得 点が 高 く 、 男女 で 異 なる 傾 向 を 示し た 。ま

た、 重 回 帰分 析 に お いて 、 母 子一 緒 の 身 体活 動 は 、母 親 の 主 観的 健 康に

関す る 有 意な 説 明 変 数と は な らな か っ た 。さ ら に 、自 由 記 述 の調 査 （研

究 2）で は 、母子 一 緒に 運 動 する こ と に 関し て 、「 体 力 もた ず・疲 れ る」、

「自 分（母 親）の 他 の 活動 時 間 が無 く な る 」、「 運 動苦 手 で や り たく な い」、

とい う デ メリ ッ ト も 挙が り 、 母子 一 緒 の 身体 活 動 時間 が 、 母 親の 主 観的

健康 に 与 える 影 響 に は個 人 差 が大 き い こ とが 推 察 され る 。 同 じ活 動 でも

その 活 動 を余 暇 と し て捉 え る のか 、 子 ど もの 成 長 や健 康 に と って よ いか

らと 子 育 ての 義 務 感 とし て 実 施す る 割 合 が高 い か によ っ て も 母親 の 健康

度に 与 え る影 響 は 異 なる と 考 える 。 よ っ て、 今 後 対象 者 を 増 やし 、 母子

一緒 の 身 体活 動 に 対 する 個 人 の考 え を 尋 ねる 項 目 を設 け る な ど、 主 観的

健康 と 母 子一 緒 の 活 動の 関 連 をさ ら に 検 討し て い くこ と が 必 要で あ る。  
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４ ） 母 子 一 緒 の 活 動 に み ら れ る 性 差  

本研 究 に おい て 、 母 子一 緒 の 身体 活 動 が 女児 と 母 親の 身 体 活 動を 促進

する 可 能 性が 示 唆 さ れた 。  

中学 生 に なる に つ れ 、特 に 女 児の 体 力 の 二極 化 が 顕著 で あ る とい う問

題 が あ る 中、 体 力 ・ 運動 能 力 調査 結 果 （ スポ ー ツ 庁 ， 2017） によ る と 、

幼児 期 に お け る 外 遊 びの 頻 度 が高 い ほ ど 、小 学 生 時の 運 動 頻 度 、 お よび

体力 テ ス トの 得 点 が 高い こ と が示 さ れ て いた 。 こ れら の こ と から 、 母子

一緒 の 活 動 が 、 幼 児 期 の 身 体 活動 の 機 会 を高 め る 一要 因 と な る こ と は、

女児 の 身 体活 動 へ の 今後 の 関 与を 高 め る 基盤 づ く りと し て 重 要で あ る と

考え る 。  

また 、 一 般に 、 親 子 で一 緒 に 活動 す る こ とを 、 子 ども の 心 身 の健 やか

な成 長 の ため に 推 進 する 傾 向 はあ っ た も のの 、 母 親の 健 康 保 持・ 増 進の

観点 で 、 母子 一 緒 の 身体 活 動 を推 進 す る 動き は 強 くな い 。 核 家族 が 多い

現代 に お いて 、 幼 児 をも つ 母 親が 、 子 ど もか ら 離 れて 自 分 だ けで 運 動す

る機 会 を 確保 す る こ とは 難 し い現 状 が あ る。 託 児 環境 が 徐 々 に整 備 され

ては い る もの の 、 費 用 や 手 軽 さの 問 題 な ど、 様 々 な問 題 が 存 在 す る 。本

研究 に よ って 、 母 子 一緒 の 身 体活 動 が 母 親の 身 体 活動 促 進 と 関連 す る可

能性 が 示 唆さ れ た こ とは 、 育 児世 代 の 女 性の 運 動 実施 率 が 低 下し て いる

今 日 に お いて 意 義 が 大き い と 考え る 。  

さら に 、 母子 一 緒 の 身体 活 動 には 、 運 動 だけ で は なく 、 日 常 にお ける

徒歩 や 散 歩も 含 ま れ るこ と か ら、 無 理 の ない 範 囲 で 一 緒 に 活 動 す る こと

が 重 要 で ある 。 今 後 、 そ れ ぞ れの 母 子 の 時間 的 制 約、 周 り の サポ ー トの

状況 、 運 動へ の 嗜 好 性な ど の 諸条 件 を 考 慮し 、 心 身の 健 康 が バラ ン スよ

く実 現 で きる 母 子 一 緒の 身 体 活動 の 頻 度 、内 容 、 強度 、 時 間 の長 さ をア

ドバ イ ス でき る よ う 、さ ら に 研究 を 積 み 重ね て い くこ と が 必 要で あ る。  
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５ ） 結 語  

母子 一 緒 の身 体 活 動 は、 幼 児 の身 体 活 動 との 関 連 に性 差 が み られ 、女

児の 体 力 向上 と 身 体 活動 促 進 に寄 与 す る 可能 性 が 示唆 さ れ た 。ま た 、母

親に 関 し ては 、 休 日 の身 体 活 動促 進 と 関 連す る 可 能性 が 示 さ れ た 。 よっ

て 、 子 ど もの 健 や か な成 長 に 加え て 、 母 親の 健 康 保持 ・ 増 進 に寄 与 する

活動 と し て 、 母 子 一 緒の 活 動 を捉 え る こ とが で き るこ と が 本 研究 の 結果

から 明 ら かと な っ た 。  
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